

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「おはようございます、颯そう太た先輩！」

　朝日に輝く青髪を揺らしながら、俺に向かってそう呼びかける、一つ年下の女の子。目鼻立ちの整った、それでいてまだ年相応の幼さを残した笑顔が、駅まで歩いてきた俺を出迎える。肩に掛かったストレートな青髪に、まだ初々しさの残る新品の制服。体の前に下ろされた小ぶりな手には、紺色の学生鞄かばんが軽く握られていた。

「……朝から眠そうですね、先輩」

「……まあな。何しろこういった学校生活は俺にとって久々なんだ。朝早く起きるのに、体がまだ慣れてないんだよ」

「でも注意してくださいね？　颯太先輩のことですから、ちょっとでも油断するとすぐに修羅場を迎えてしまいそうで怖いです。あの秘密もバレちゃうかもしれないですし……」

「お前がそれを言うのかよ……」

　そんなことを話しながら、俺たちは一緒に電車に乗る。ここから学校までは、満員電車に揺られ一時間ほどの道のりである。

　やがて学校の最寄り駅を出た俺たちは、そこから徒歩十分ほどの通学路を歩き始めた。俺の隣のスペースには、終始彼女が我が物顔で陣取っている。あたかもそこが、誰にも譲れない自分の定位置であるかのように。

「それでですね、昨日家で見た映画の話なんですけど────」

　歩き始めてすぐ、彼女はいつものように他た愛あいもない話を始めた。それに薄く耳を傾けながら、俺は周りの景色に目を向ける。まず目に映るのは、俺たちと同じく学校へ向けて歩く登校中の生徒たち。そして今は四月中旬。満開シーズンは過ぎ去ったものの、まだ辺りには桜の花びらが残っていて、周囲を華やかに彩っていた。

　そんな中チラリと前を見ると、カップルだろうか、制服姿の男女が仲良さそうに何かを話しながら歩いていた。話の内容までは聞こえないが、時折風に乗って爽やかな笑い声が聞こえてくる。そんな姿を見てふと思う。ひょっとして、俺たちも周りからカップルだと思われているのかもしれない、と。だがもしそうだとしたら、それは大いなる誤解である。だってこいつは……と、そんなことを考えていると……。

「────っぱい、センパイっ。颯そう太た先輩！」

　気付いたら大声で名前を呼ばれていた。

「もう～、せっかく私が映画のストーリーを説明していたのに、聞いてなかったんですか？　あのぞくぞくするスリルと興奮を、先輩に熱く語っていたんですけど……」

「ごめんごめん、悪かったよ」

「むぅ……」

　俺が謝ると、彼女はそう言って不満げに頬ほおを膨らませた。

「……ってか、その『先輩』って言うのやめろって、何度も言ってるだろ」

「だって～、颯太先輩は颯太先輩ですし」

「またそれか」

「そうですよ～」

　そう呟つぶやく彼女はなんだか少し嬉うれしそうだ。まったく、こっちの気も知らないで……。




　やがて俺たちは学校に到着した。白塗りの校舎が俺たちを出迎える。『入学』から二週間が過ぎ、この景色ももう見慣れたものである。昇降口で靴を履き替えていると、話し声が聞こえてきた。先程のカップルのようだ。

「じゃあね、直なお樹き君。昼休み、一緒にご飯食べようねっ」

「ああ、またな」

　互いに手を振った二人はそのまま別の方向へと歩き始めた。男子の方は高二の教室の方へ、女子の方は高一の教室の方向へ。どうやら先輩後輩カップルだったらしい。その甘酸っぱさを眺めていると、やや胸に来るものがある。

「……先輩？　あの二人がどうかしたんですか？」

「……いや、何でもないよ」

「ひょっとして、あの女子に見み惚とれてたんですか？　確かに可愛かわいかったですもんね～」

「なっ、違うって。そんなわけないだろ」

「あの子、『私たちのクラス』じゃないですよね……何組なんでしょうか？」

　そんな話をしながら、俺たちも教室へと向かう。だが先程のカップルとは違い、俺たちは途中で別れたりはしない。慣れた足取りで一年フロアの廊下を進んで行く。やがて一年一組と書かれた扉の前まで来ると、何の躊躇ためらいも無く、二人揃そろってそのドアを潜くぐり抜ぬけた。俺は別にこの女の子の付き添いというわけではない。この教室こそが、俺の教室なのだ。

　さて、中に入った俺は自分の机に鞄かばんを置いた。するとそんな俺のもとに、少し離れた席から俺の名前を呼ぶ明るい声が聞こえてくる。

「颯そう太た先輩っ」

　その声の方向へ俺が振り向くと、そこには満面の笑みを浮かべた彼女の姿があった。

「先輩っ、今日も一日頑張りましょうね！」

「…………ああ、そうだな……青あお海み」
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　────そう、高一の俺のことを先輩と呼ぶ、この可愛かわいらしい一つ年下の高一の女の子は、何を隠そう俺の『クラスメイト』なのだ。
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　桜舞う春、入学式。講堂に集められた俺たち新入生は、校長先生からのありがたいお言葉を拝聴していた。周りの他の新入生にとっては退屈な時間でも、俺にとっては懐かしの時間だ。制服に身を包んで、こうして学校生活とやらを送るのも一年振りとなる。

　俺は高たか村むら颯そう太た、高校一年生の十六歳。年齢を聞いて、もう誕生日を迎えたのかと思われるかもしれないが、そうではない。俺は中学三年生の冬、高校受験の直前という大事なときに大きな交通事故に遭った。幸い命に別状は無かったが、その後長期にわたって入院してしまったために入試を受けられず、結果、なんと高校浪人生になってしまったのだ。

　────高校浪人生。それは半ばありふれた存在である大学浪人生とは違い、数千人に一人しかいないともいわれるレアキャラ。レアキャラと言っても、別に倒したら高い経験値が得られるわけではない。翌年の高校入試に向けて、自宅でただコツコツと勉強に励む苦労人キャラである。

　全く、現実とは厳しい。交通事故に遭ったら異世界に行けるなんて、一体誰が言い出したんだろう。トラックに轢ひかれた俺に待っていたのは、浪人生という名の無職として、家に引きこもって勉強していた一年間だった。仲間やヒロインなんていない、孤独な闘い。しかしそのおかげで学力はかなり上がり、こうして希望の高校へと合格することができた。それは喜ばしい、喜ばしいことなのだが……。

「今日から三年間、勉強にクラブ活動に、一生懸命頑張って欲しいと思います。そして、有意義な高校生活を送ってください」

　いつの間にか壇上では、在校生代表の女子生徒が挨拶をしていた。彼女の口から発せられる、試合後のサッカー選手のインタビューのようなテンプレコメントを聞きながら、俺は考える。

（そうだ、俺の闘いはまだまだ始まったばかりなんだ！）

　これは連載漫画が打ち切られるときの台詞せりふなどでは断じてない。今の俺の状況を的確に表現した言葉なのだ。

　というのも、やっとの思いで受験を終えたのも束つかの間ま、俺の身に待ち受けているのは、




　──────絶対に浪人生だとバレてはならない。




　という現実。考えてみて欲しい。辺りを埋め尽くす十五歳の高校一年生たちの中に、一人だけ一つ年上の生徒が混ざっていると分かれば一体どうなるか。やはり俺の正体がバレたら、周りのクラスメイトの俺への接し方も変わってしまうだろう。俺はそんな高校生活は望んでいない。一年出遅れた分、高校ではみんなと同じ普通の三年間を送りたいだけなのだ。だからこの秘密だけは死んでも隠し通さねばならない。これは俺のミッションだ。

「それでは、新入生、起立！」

　入学式も佳境に差し掛かっていた。教師の号令を合図に俺たち新入生は立ち上がり、列を成して講堂から退場していく。

（そう、そして俺のこの望みは、俺がこの高校を選んだ理由の一つでもあるんだ）

　私立夕ゆう陽ひ谷だに高校。大阪市内の比較的都心部にあるこの高校は、郊外の俺の地元からはある程度の距離があり、同じ中学のメンバーはほとんど進学していない。つまり、この学校には俺の過去を知っている者は皆無なのである。人生をやり直すには最適だ。この学校なら、俺が浪人生だとバレる可能性も限りなく低いだろう。

（……まあ、俺がこの高校を受験した一番の理由は他にあるんだが……）

　開け放たれた講堂の扉が見える。その扉の向こうからは、俺の前に広がる未来の世界を予感させてくれるような、明るい外の光が差し込んでいる。そして俺はまさに今、その光に向かって、新しい一歩を踏み出そうとしていた────

「っんなああああ！」




　────一瞬何が起きたか分からなかった。目を開けた俺の視界に飛び込んできたのは、講堂の天井だ。試合中か何かにパイプに引っかかってから、そのままそこで余生を過ごしているのであろうバレーボールの姿がちらりと見える。どうやら俺は足を滑らせて、後ろ向きに思いっきり転んでしまったらしい。咄とつ嗟さの反応で俺が掴つかんだ棒？のようなものから、温かな人間の体温が感じられる。と次の瞬間、講堂に女子生徒の叫び声が響き渡った。

「きゃ、きゃああああ！」

　俺は視線をそちらに向けた。と同時に、俺が掴んでいた棒の正体を知ることとなる。ご丁寧なことに両手でがっしりと掴んだその物の正体は、俺の後ろを歩いていた女の子のミニスカートから伸びた、砂浜のように白くてすっべすべな脚だったのである！

「いや、違うんだ、これは事故で……！」

　顔の前であたふた両手を動かしながら、必死に誤解を解こうとする俺。新入生を祝福するように流れていた吹奏楽部の演奏が、ここぞとばかりにクライマックスに突入し激しさを増す。これは俺からの一生のお願いだ。吹奏楽部員たちよ、変に空気を読まないで欲しい。この入学式は俺の舞台じゃないんだぞ。後にも先にも、俺が吹奏楽部に心からお願いをするのは今回きりであろう。

「う、うぅぅぅぅぅ」

　俺の目の前には涙ぐみながら佇たたずむ被害者の女の子。さらに周りに意識を向けると、新入生、在校生、教員、来賓、保護者、数多あまたの人種の人たちから注がれる痛い視線。これこそまさに四し面めん楚そ歌かである。

　しかし、目立たず平凡で平和な高校生活を目標としている俺にとっては、これ程までにスポットライトを浴びている状況はとてもじゃないが耐え切れない。

「もっ、申し訳ありませんでしたー！」

　ついにいたたまれなくなった俺は、そう謝罪の言葉を叫びながら、講堂の外、煌こう々こうたる太陽の下へと一人飛び出していったのだった。これが高校生活初日の出来事とは、とてもじゃないが笑えない。このとき何だか嫌な予感がしたのは気のせいではなかったことは、後に分かることである。





　　　　　　　　◇






（ふぅ～、それにしても大変な目に遭った）

　数分後、俺は講堂から教室へと向けて歩いていた。

「いや～、お前面白いな。入学式で転んで女子の脚にしがみつくとかさ」

「笑い事じゃないんだよ……」

　先程のショッキングな事件で興味を持たれたのか、俺は同じ新入生の男子生徒に絡まれていた。

「なあ、お前何組だ？」

「一組だけど……」

「おっ、一緒じゃん！　これからよろしくな！　俺は柏かしわ木ぎ雄ゆう介すけって言うんだ。で、お前の名前は？」

「……高たか村むら颯そう太ただ。あのさ、悪いけどさっきの出来事は無かったことにしてくれないか？」

「そいつは無理な相談だ。あんな面白い事件、同窓会でも語り継がれるレベルだろうな」

「……はぁ」

「まあそう落ち込むなって。ほら、見方を変えればラッキーだったじゃん。合法的に女子の生足に触れられたんだからさ？」

「合法的ではなかった気がするけど……」

　確かにあれは合法ではない。むしろ現行犯逮捕クラスではないだろうか。

　それにしても、と俺は考える。俺が転んだところには別に段差も何もなかった。にもかかわらず躓つまずき、転倒したのである。やはり足腰の筋力が衰えているのであろう。この体が成長する時期に、一年間も家に閉じこもって運動をしていなかったことがかなり響いているようだ。

「……で、どうだったんだ？」

「どうだった、って何が？」

「だから、女子高生の生足だよ、生足！　どんな感触だった？　触り心地は？」

「いや、あまりの出来事でそれどころじゃなかった、っていうか……」

「何だって！　おい、お前それかなり損してるぞ！　千載一遇のチャンスだったのに！　もうこの先、二度とあんな機会訪れないかもしれないんだぞ！　何やってんだよ～」

　何だか思っていたのとは違うベクトルから怒られている。しかしこの雄介というクラスメイト、変態っぽいが別に悪い奴やつではなさそうだ。

「ごめんごめん、次から気を付けるよ」

「はぁ～、ＪＫの生足か～。きっと細くてすっべすべなんだろうな～。これぞ若さの象徴、みたいな！　やっぱ若いって良いよな～」

　雄介は隣で何やらぶつぶつ言いながら妄想を始めている。どうも発言がいちいちオヤジ臭いんだが、こいつは一体何歳なんだろうか。もしかしたら雄介も俺と同じで浪人していたのかもしれない。それも三十年くらいの。

　とそこまで考えた俺の視界に、ある女の子の姿が飛び込んできた。一瞬で、今まで考えていたこと全てが頭の中から吹き飛んでいく。ミディアムボブな茶髪を揺らし、隣の女子と仲良さそうにおしゃべりしながら歩くその姿。それはまさに俺がこの一年間、ずっと待ち望んでいた光景で────




　────倉くら咲さき千ち春はる。俺の中学時代、同じ学年にいた女の子。そして、何を隠そう俺の初恋の相手である。

　その可愛かわいらしいルックスはもちろんのこと、勉強もでき、スポーツも万能と非の打ちどころのない完璧な女の子。それでいて誰にでも分け隔てなく、男女問わず明るく接するその親しみやすさで、学校の人気者だった。

　そんな彼女に俺が惚ほれるきっかけになったのは、入学したばかりの中学一年生の春に行われた、京都遠足でのこと────





　　　　　　　　◇






『……しまった、完全に道に迷ってしまったな……』

　俺は同じ班のメンバーとはぐれてしまい、一人孤独に京都の街中を彷徨さまよっていた。集合時刻まではもうそれほど時間がない。俺は焦りを覚えつつ、地図を求めて辺りを歩き回っていた。とそのとき、

（あれ、あの制服は……）

　俺がふと目を向けた先にいたのは、俺と同じ中学の制服を身に纏まとった女子生徒だった。道の端でポツンと佇たたずむその表情は、どこか不安げだ。その付近に友達がいる様子も無い。

（ひょっとしたら、俺と同じ迷子かもしれない。ちょっと声を掛けてみよう）

　仲間を見つけてこれ幸いとばかりに、俺は彼女の元へと近づいていった。するとやがてあることに気付く。

（よく見たら、隣のクラスの倉咲千春さんじゃないか。あの美少女として有名な）

『何やってんだ、こんなところで？』

　俺がそう声を掛けると、彼女はこちらに顔を向けた。

『あっ、えっと……集合場所まで戻ろうとしたんだけど、道が分からなくなっちゃって……どうしようって困ってたの』

　そう言う千春の心配そうな表情を見ていると、何とかこの女の子を安心させてやりたい、そんな思いが胸奥からふと湧き上がってきた。そして俺は、こう口走ってしまう。

『そっか、なら心配しなくても大丈夫だぜ。俺が送ってやるよ』

『道、分かるの？』

『ああ、任せとけ』

　その俺の言葉（口から出まかせ）を聞いて、彼女の顔は花が咲いたように明るくなる。

『ホント？　ありがとう！』

　俺はなんだか照れ臭くなって、顔を背けるとある方向へと手を伸ばした。

『こっちだよ、ほら、行こうぜ』

『うん！』

　そんな元気な声が、俺の後ろから聞こえてくる。と同時に、俺のもう片方の手を何かが握る感覚がした。

『えっ？』

『……手、繋つないで行かない？　また一人になるのは嫌なの。ね、良いでしょ？』

　俺の左手に繋がれた、彼女の右手。その手はとても華きや奢しやで、お人形さんのように小さくて、でも確かな体温、彼女の温ぬくもりがその皮膚を通って伝わってくる。

『お、おう……』

　俺は赤くなった顔を見られないよう前に向き直って、足早に歩を進め始めた。




　手を繋いだまま、歩き続けること五分。俺は内心焦っていた。

（さて、威勢よく『任せとけ』だなんて大口叩たたいたものの……実際は俺も道が分からないんだよな……）

　心配そうな彼女を安心させてやりたいがために、ついカッコつけて見み栄えを張ってしまった。歩き出した方向だって、合っている確証は無い。このまま歩き続けていても、余計に迷ってしまうだけではないか？　俺の手に汗が滲にじむ。

（全く、俺は何をやっているんだ。彼女は完全に俺のことを頼りにしてくれている。それは嬉うれしいが、一体どうすれば……）

『結構遠いね～』

　俺の背後から千ち春はるのそんな声が聞こえてくる。

『うん……』

『本当に、こっちの道で合ってるのかな？』

『えーっと……』

『そういえば、君も一人だよね？　班の他のメンバーは？』

『あ、その……』

　苦しい、苦しすぎる。矢継ぎ早に放たれる質問に、俺の口からは返事が出ない。額には次第に大量の冷や汗が噴き出してきた。そんな俺の姿を千春は横から覗のぞき込こむ。

『大丈夫？　汗タラタラだよ？』

　彼女の顔には疑いの色など微み塵じんも見られない。一点の曇りも無い、純じゆん真しん無む垢くな表情で聞いてくる。もう観念するしかない、そう思わせる何かがそこにはあった。

『ごめん、実は……』




『そっか～、君も迷子だったんだ～』

『悪かった。俺が送ってやるだなんて、勝手なこと言って』

　俺は頭を下げる。しかし彼女は誰よりも優しい子だった。

『ううん、君が謝る必要なんか無いよ。でも、じゃあこれからどうしよう……』

　再び肩を落とした千ち春はるが辺りを見渡し始める。万事休すか。するとそのとき、俺たち二人のもとに声が聞こえてきた。

『あっ、いたいた！』

　声がする方向には、なんと俺たちと同じ中学の女子生徒の姿が。

『もう、やっと見つけたよ～。みんなとっくに集合してるよ。ほら、早く行くよ、すぐそこだから』

　どうやら、俺たちは集合場所のすぐ近くまで来ていたらしい。俺がたまたま選んだ方角が、偶然にも正解だったようだ。

　だが、二人が安あん堵どして胸を撫なで下おろすのと同時に、助けに来た女子生徒は首を傾かしげる。

『……って、なんで二人は手を握ってるの？』

『はっ!?』

　即座に手を放した俺たちの顔は、共に恥ずかしそうに赤らんでいた。




『良かったね、無事にたどり着けて』

　集合場所へと歩く途中、千春が俺の隣で呟つぶやく。

『そうだな』

『ありがとう』

『いや、俺は別に感謝されるようなことをした覚えは……』

『だって、私のこと助けてくれたじゃない。集合場所の近くまで連れてきてくれたし。もし君がいてくれなかったら、きっと私、あのままあの場所で遭難しちゃってたよ』

『いや、遭難って……ここ京都の街中だけど……』

　すると彼女は俺の方を向いて、言葉の続きを口にした。

『私ね、あそこでひとりぼっちで心細かったの。だから君が来てくれてとっても嬉うれしかったんだ。本当にありがとう』

　彼女の顔に広がる満面の笑みが、俺の心を揺り動かす。その顔はとてもかわいくて、今まで感じたことのないような気持ちに、俺は胸が高鳴るのを感じた。

『じゃ、じゃあ俺はあっちだから』

『あっ、待って』

　逃げるように自分のクラスの方へ向かおうとした俺を彼女が呼び止める。

『そうだ、すっかり忘れてたよ。君のクラスと名前を教えてくれない？』

　その問いかけに俺は、

『べ、別に名乗るほどの者でもないから！』

　そんなことを言って、同じ班の男子たちの所へと駆けて行った。走りながら俺は思う。もしかしてこれが恋というものなのか、と。俺はまさに今、あの学校一の美少女に惚ほれてしまったのだ。





　　　　　　　　◇






　こうして俺は恋に落ちた。生まれて初めての恋、初恋だ。こんな俺に優しく接してくれた、天使のような美少女。俺が恋に落ちるのは、もはや必然だっただろう。

　だが生まれつきヘタレな俺が、そう簡単に彼女に話しかけられるわけも無く。結局その後三年間、彼女と同じクラスにはなれず、露ほどの接点も無いままに俺は交通事故に巻き込まれ、そのまま中学生活を終えてしまったのだった。

　だが入院中の俺はとある情報を入手する。それは、千ち春はるが夕ゆう陽ひ谷だに高校に進学したというニュース。そして俺は決意した。絶対に彼女と同じ高校に入学しよう、と。そう、それこそが、俺がこの高校を選んだ最大の理由なのである。

　俺はこの高校で、今度こそ彼女にアタックする。倉くら咲さき千春と接点を作り、仲良くなり、そして告白する。

　千春は現在高校二年生。そして俺は今入学したばかりの高校一年生、彼女の一つ下になってしまった。学年が変わってしまい、中学時代よりさらにハードルが上がったような気がするが、それでもなんとかして彼女との接点を掴つかみたい。そのために一年間、辛つらい浪人生活に耐えてきたのだから。この想おもいだけは何があっても譲れないのだ。




　────倉咲千春は俺の前の廊下を横切ると、談笑しながらそのまま姿を消した。その姿を見たのはほんの数秒だったけれど、それだけで俺の体には高圧電流が流れ、あらゆる思考をストップさせる。

「……？　どうした、高たか村むら？　急に立ち止まったりなんかして」

　俺は衝撃を受けた。一年振りに見た彼女の姿は、あの中学時代よりもさらに一段と輝きを増しているではないか！　また一歩大人に近づいたその姿は、どこを見ても……。

（………………か、か、か、かわいいいいいいいいいい！）

　ガンガンガンガン！　気付けば俺は廊下の壁に何度も何度も手を打ち付けていた。それを見た雄ゆう介すけはそこで他人のふりをして逃げることなく、すかさず止めに入ってくれる。

「お、おい、高村！　何やってんだ！　とにかく落ち着け！　壁に罪はない！」

「はぁはぁはぁ、いや、大丈夫だ。取り乱して悪い」

　数秒後、やっとの思いで壁から俺の手を引ひき剥はがした雄ゆう介すけに、俺はそう告げて一息つく。

「……まあ、気持ちは分かるよ。女子高生の生足を掴つかんでいながら、その感触を覚えていないなんて、男としては一生の不覚だもんな。またチャンスくらいあるって。そう悔しがるなよ」

　雄介が優しく俺を慰めてくれているが、どうやら盛大に勘違いをしているようだ。

「ああ、そうだな。サンキュー、柏かしわ木ぎ」

　その勘違いっぷりが結構面白かったので、とりあえず訂正しないでおくことにした。




（……それにしても、俺は何であの遠足のとき、彼女に名前を告げなかったのだろうか。もし教えていたら、もう少し関係が進展していたかもしれないのに。くそっ、なにが「名乗るほどの者でもない」だよ！　無意味にカッコつけやがって、俺のバカ！）

　俺がそんなことを考えながら教室まであと少しの所に来たとき、雄介が切り出した。

「……ところでさ、真面目な話なんだけど」

「真面目な話？」

「高たか村むらって、彼女いるのか？」

　……真面目って何だっけ？　まあそれはともかく、またいきなり直球な質問だな、おい。

「……いないが。いるように見えるか？」

「……だろうな」

　俺は今、さっき壁じゃなくてこいつを殴っておくべきだったと後悔している。

「そういう柏木はどうなんだよ？」

「俺か？　残念ながら俺もいないんだよなー」

　そう言って溜ため息いきをつく雄介。パッと見モテそうな顔つきをしているのにな、と俺は横目で彼を見ながら思う。もしかしたらこの変態チックな性格のせいなのだろうか。

「だからさ、俺高校ではぜ────ったい可愛かわいい女子高生の彼女作るって、心に決めてるんだ」

「お、おう」

「それで、その子に制服の第二ボタンを渡して、告白するんだ！」

「卒業式に告白するのかよ。お前のこれからの三年間、それで良いのか」

　俺の返しに、雄介はハッとしたような表情をしてから、やや神妙な面持ちになった。

「た、確かに言われてみればそうだな……じゃあ、仕方ない、その計画は破棄するか。いやー、好きな女子高生に第二ボタンを渡すの、結構憧れてたんだけどなー」

　しょんぼりする雄介はなんか残念そうだ。というか、うちの高校の制服はブレザーなんだから、そもそもの前提からしてこの計画は破綻している。

「よし！　でもまあ、絶対に女子高生の彼女作って、甘酸っぱい高校生活を送ってやる！　高たか村むらも頑張れよ！」

「お、おう」

　雄ゆう介すけはそう気合いを入れると歩きだした。彼はさっきから女子高生女子高生と連呼しているが、そういう辺りがやっぱりオヤジ臭い。あんたも同じ高校生だろ、と突っ込みたくなる。それに第二ボタンへの謎の憧れといい、雄介の年齢詐称疑惑が俺の中で徐々に確信に変わりつつあった。

（まあでも俺も一緒だ。倉くら咲さき千ち春はる。だいぶ遠回りをしてしまったけれど、必ず彼女に告白してみせる！）

　俺はそう決意して、再び廊下を歩き始めたのだった。




　ではここで、俺の高校生活における「ミッション」をまとめておくことにしよう。





　①　絶対に浪人生だとバレてはならない。

　②　倉咲千春と親しくなり、そして告白する。






　うーむ、なかなかに厳しい。この両方を達成しなければならないのだ。正直、入学早々スパイ映画のような展開になってしまっているような気がするが、そんな俺の高校生活はまだまだ始まったばかりである。





　　　　　　　　◇






　一の一。そう書かれた教室が俺たちの目に留とまる。ここが、今日から俺が一年間を過ごす場所だ。俺は少し息をのんでから、自分の目の前にそびえたつ扉を開き、中に入った。

　真っ黒な黒板、綺き麗れいに並べられた机、そして壁に貼られた色とりどりの掲示物。俺にとっては一年振りの懐かしい光景が、俺を出迎える。俺はしばしその景色に見入っていた。

「どうした高村？　黄昏たそがれたりなんかして」

「いや、何でもない」

　雄介が不思議そうな顔つきをする。危ない危ない。俺が浪人生だと疑われるような言動は、なるべく慎まなければならない。そうでなくても、今日は入学式のときから色々と目立つことをやらかしまくっているというのに。

「高村ってホント面白いよなー！」

　どうやら俺は雄介に気に入られたらしい。雄介が単純な奴やつで良かった。こいつとはこの先上う手まくやっていけそうな気がする。

　教室には既に多くの生徒が揃そろっていた。俺は教室の前に貼られた座席表へと歩み寄る。

「高たか村むら、席はどこだった？」

「真ん中の列の最後尾だな。まあ高村の『た』だから、だいたいいつもこの辺りだろう」

「そっか、俺は窓側二列目の一番前だ。ちぇっ、最前列かよー」

「そろそろ時間だし、もう席に座っておくか」

「だな」

　俺たちは自分の座席へと向かおうとした。




　────と、そのときだった。俺の耳に、可愛かわいらしい女の子の声が聞こえてきたのは。

「颯そう太た先輩っ」

　それは確かに俺を呼ぶ声だった。だがおかしい。俺のことを下の名前で、かつ先輩付けで呼ぶ人間など、この学校に存在するはずが無い。一体誰が……？　と疑問に思いながら声がした方を振り返ると、そこには……。




「お久しぶりです、颯太先輩」




　ストレートな青髪を肩まで伸ばし、新調された制服の上に灰色のカーディガンを羽織った美少女が立っていた。その目は真っすぐに俺のことを見ていることから、別の人物に対して発せられた言葉では無いことが分かる。その口元にはささやかな笑みが浮かんでいた。

「まさか先輩と同じクラスになれるなんて、私とっても嬉うれしいです」

「……………………えっと、どちら様ですか？」

　気付けば口から零こぼれていた。だがこれは紛まぎれもない本音である。百回同じ場面に遭遇したとしても、俺はきっと同じことを言っていただろう。俺には倉くら咲さき千ち春はる以外に今までこんな美少女を見た記憶は無い。ましてや、その美少女に「颯太先輩」なんて呼ばれる心当たりなどあるはずが無かった。

　俺の返事を聞いて、彼女は信じられないとでもいうように驚きの表情を浮かべると、嘆きの声を上げる。

「ひ、酷ひどいです、颯太先輩！　私のこと、覚えてくれてないんですか？」

　少し涙を浮かべた、懇願するような彼女の綺き麗れいな目はこちらを捉えて離さない。

「いや、酷いって言われても……本当に心当たりが無いんだが……」

　すると彼女はこちらに軽く身を乗り出しながら、自らの名を口にした。

「私ですよ、藤ふじ本もと青あお海みです、颯太先輩！」




　藤本青海。その名前はもちろん憶おぼえている。中学時代、俺が入っていた陸上部にいた、一学年下の後輩である。俺に結構懐いてくれていた、しっかり者だけどちょっぴりおっちょこちょいな後輩。なのだが……。

「なにい？　本当にお前、藤ふじ本もとなのか？」

　俺がそう思うのも無理はない。なぜなら中学のときの彼女は今とは違い、三つ編みで牛乳瓶の底のようなメガネをかけた、昔のアニメにモブキャラとして出てきそうな非常に地味な女の子だったのだから。それが一年でこんなに変わってしまうなんて。髪型と言い、顔と言い、雰囲気と言い、しばらく見ない間に大きく変貌し、すっかり垢あか抜ぬけていた。諸行無常である。

「そうですよ。本当にって、どういう意味ですか？」

　何やら不満げな様子の青あお海み。だがこの変化はオタマジャクシからカエル並みの変わりようである。言われないと同一人物であるとは気づかない。唯一、青い髪色という共通点だけはあるが……。

「だが、中学のときの藤本って、もっとこう何と言うか……オタマジャクシだっただろ？」

「はい？　何ですかそれ？　オタマジャクシ？」

「だから、こんな今どきの女子高生みたいな見た目じゃなかったじゃねえか」

「……私だって、もう高校生なんですから、オシャレにくらい興味持ちますよ！　それに……」

　そこまで言って、彼女は少し顔を赤らめて口ごもる。

「それに？　何だ？」

「……な、何でもないですっ！」

　彼女はそう叫ぶとそっぽを向いてしまった。一体何を言おうとしていたのだろうか。

　すると、一部始終を隣で見ていた雄ゆう介すけが話に割り込んできた。

「おいおい高たか村むら。お前、さっき彼女いないって言ってたじゃねえかよ。あれ嘘うそだったのかよ！」

「……今の流れで何で彼女だと思えるんだよ。話聞いてなかったのか？」

「高村にこんな可愛かわいい彼女がいるなんて、俺聞いてねえぞ！　この裏切り者！」

「だから違うって！　こいつは俺と同じ中学の出身なんだ。陸上部で一緒だったってだけで、全然そういう関係なんかじゃあ……」

「本当かー？　何か怪しいなー」

「本当だって。なあ、藤本からも言ってやってくれよ、俺とは別に付き合ってなんかないってさ……ってあれ？」

　ふと青海の方を見ると、彼女は真っ赤な顔で何やらぶつぶつと呟つぶやいていた。

「可愛い彼女……付き合って……先輩……」

「おーい、藤本さーん？」

「ひゃい!?　なななななんですか？」

「大丈夫か？　顔がリンゴみたいに真っ赤だぞ？」

「は、はい。大丈夫ですよ？　それより何の話ですか？」

「ああ。こいつさ、柏かしわ木ぎ雄ゆう介すけって言うんだけど、俺がお前と付き合ってるみたいな誤解をしてるんだよ。だからお前の口からも訂正してやってくれないか？」

「えっと、その、それは……私が……先輩と……付き合ってるなんてのは……違うって言ったら嘘うそにならないような気がしないでもない可能性もゼロでは無いですし……」

　何だか異常に歯切れが悪い。結局どっちなんだよ？

「ほらさ、藤ふじ本もとだって、俺なんかの彼女だって思われたら、迷惑だろ？」

　俺がそう言うと、途端に彼女は顔を上げて、真剣な眼まな差ざしになる。

「そんなこと……！」

　そう叫んでから、彼女は言葉を切って再び顔を下げた。そしてそのまま黙り込んでしまう。三人の間に暫しばし訪れる沈黙。だが数秒して、彼女が再び口を開いたときには、彼女の表情はまたさっきのような不満のそれに戻っていた。

「そ、そんなことより、私は颯そう太た先輩に覚えてもらえていなかったことがショックなんですけど……。酷ひどいですよ、先輩っ！」

「いや、そんなこと言ったって、こんなに変わられたらさすがに気づかないと言うか……」

「そんなっ！　私たちの関係は結局そんなものだったんですか？　お互いの脚をきつく縛って、一緒に汗を流し息を切らした仲じゃないですか！」

「なにい！　おい高たか村むら、それは一体どういうことだ？」

　青あお海みの口から突如飛び出た爆弾発言を聞いて、雄介がそれはけしからんとばかりに俺に向かって息巻く。

「ち、違うんだ！　ぶ、部活対抗リレーで一緒に二人三脚をしただけなんだ！　藤本ももっと言い方ってものがあるだろ！」

「私が目隠しをして、長い棒を振り回したプレイもありましたよね？　あれも全部忘れてしまったって言うんですか？」

「なにい！　おい高村、こんな可愛かわいい子に何やらせてるんだ！」

「誤解だ！　陸上部の合宿のときにみんなでスイカ割りをしただけだ！　おい藤本、スイカ割りのことプレイって言うのやめろ！」

　次から次へと溢あふれ出でる衝撃エピソードに、教室中が異様な空気に包まれる。心なしか、クラスの女子たちの、人を蔑む視線が俺に注がれているように感じるのは気のせいだろうか。というか全て誤解なんだから俺は何も悪くない。その視線は是非とも、この空気の原因を作った青海の方に向けてやってくれ。

「うぅぅぅ、酷いです、先輩。今までのことは全て遊びだったってことなんですね？」

　そりゃ確かにスイカ割りは遊びだろうよ。だがもはや変な意味にしか聞こえない。この後輩はさっきから何を言っているんだろう。

「高たか村むら、俺は許さんぞ。いたいけな娘のことを弄びやがって！　俺は娘がお前と付き合うなんて絶対に認めないからな！」

　雄ゆう介すけは一体いつから青あお海みの父親になったんだ。やっぱりお前は年齢を詐称していたんだな。俺の予想は的中だ。ってそれどころじゃない。なんとかこの騒ぎを治めないと……。




「はぁ……」

　数分後、俺の必死の説得の甲か斐いあってか、ようやく皆の思い違いは解消されたようだ。

「なるほど、そういうことなのか。もう、そうならそうと早く言ってくれよー。俺はてっきり、高村がとんでもないクズ男なのかと思っちゃったぜ……」

「真っ先に反論していたと思うのだが……」

「颯そう太た先輩、汗だくですけど大丈夫ですか？　私、何か変なこと言いましたっけ？　私うぶだから、颯太先輩がどうしてあんなに慌てていたのか分かんないです」

　こいつは確実にわざとだ。そんな純情ぶって首を傾かしげても無駄だぞ。

「ところでさ、一つ気になったんだが……」

　ふと雄介が口を開く。何だ？　もうこれ以上修羅場を迎えるのはご遠慮願いたいのだが。




「……藤ふじ本もとさんって、なんで高村のこと先輩って呼んでるんだ？」




（なっ！！！！！！！！！！！）

　その瞬間、俺の心臓が大きく鼓動を打った。そう言えばそうだ。なんか色々あってそこまで気が回っていなかったが、さっきからこの美少女は、俺のことをずっと颯太「先輩」と呼んでいるではないか！

「同学年なのに先輩って、なんかおかしくないか？」

　一難去ってまた一難とはまさにこのことである。雄介の至極当然な疑問が俺に突き刺さる。




　────絶対に浪人生だとバレてはならない。




　俺の高校生活のミッションの一つが、今早くも絶体絶命の危機にさらされていた。ていうか早すぎる。まだ初日だぞ。人じん狼ろうゲームでいきなり人狼を引き当てた初心者ですら、もう少し上う手まく立ち回れるだろう。そういえば人狼と浪人ってなんか字面が似てるな……って今はそれどころじゃなくて！

（これはまずい。何とかして誤ご魔ま化かさないと、えっと……）

　すると、俺が脳内をフル回転して突破口を見み出いだそうとしている横で、当の本人はさもあっけらかんとした様子で口を開いた。

「何だ、そんなの簡単なことですよ。だって、颯そう太た先輩は私の────」

「あああああぁぁぁ！」

「ひゃい!?　むぐっ！　う、んんんんんん！」

　俺に口を塞がれ、可愛かわいらしいうめき声を漏らす青あお海み。俺の手の中でもがき苦しみながら、手足を動かし必死に抵抗の色を見せている。危ない、間一髪だった。その先を言われていたら、俺の平和な高校生活は確実に終わっていた。

　と、そのとき────




　キーンコーンカーンコーン




　久しく聞いていなかった、懐かしいメロディーが俺の耳に届く。と同時に教室の扉が開くと、外から新米っぽい若い女性の先生が入ってきた。

「はーい、みなさーん。ホームルームが始まりますよー。席についてくださーい」

　ゴングに救われるとはまさにこのことである。俺は青海の口から手を放すと言った。

「ほ、ほら、早く席に着こうぜ」

「お、おう、そうだな」

　俺の言葉を合図に、自分の席へと向かう青海たち。一時休戦である。俺の席は先程確認した通り、中央列の一番後ろだ。なんとかその席までたどり着き、椅子にどさりと座りこんだ俺は、疲れ果てたように小さくため息をついた。そして、一人こう思うのだ。




　────俺の高校生活、前途多難だな、と。
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「遠えん藤どう香か苗なえって言います！　趣味はお菓子を作ること、特技はダンスです！　一年間よろしくお願いします！」

　窓側の席に立つ女の子がそう言って頭を下げると、教室内に拍手の音が響く。

　クラスでは今、一人ずつ自己紹介が行われているところだった。だがそれを聞きながら、俺は別のことで頭がいっぱいだった。

（ふぅ、さっきは絶妙なタイミングで先生が入って来てくれたから、何とか命拾いしたな。先生、ありがとう！　これから俺、先生の言うことちゃんと聞きます！）

「俺は柏かしわ木ぎ雄ゆう介すけ！　趣味はギター、特技はサッカーだ！　これから一年間、みんなと楽しくやりたいぜ、よろしくう！」

　気づいたら雄ゆう介すけが立ち上がっていた。やけに元気がいいが、その趣味と特技は何なんだ。女子にモテそうなものを適当にでっち上げたんじゃないだろうな。もしそうだとしたらかなりテンプレ過ぎはしないか。

　俺はふと右斜め前へと視線を送る。そこには青あお海みが、行儀よくちょこんと座っているのが見える。藤ふじ本もとの「ふ」だから座席はあの辺りになるのだろう。他の子の自己紹介を興味深そうに眺める彼女。その後ろ姿を眺めながら、俺は考えを続ける。作戦を立てるのだ。

（……とりあえず、あの青髪を何とかして黙らせなければならない。早めにあいつに俺の気持ちを伝えておく必要がある。納得してくれるかどうかは分からないが、とにかく二人っきりで話をしないと……ああ、もう何で俺は初日からいきなりこんな目に……）

「……君……高たか村むら君！」

「えっ？」

「次、高村君の番ですよ」

「あっ、はい！」

　もう俺の番が来ていたようだ。作戦会議に夢中になりすぎていた。先生に呼ばれて、俺は慌ててその場に立ち上がる。

（ん、待てよ？　自己紹介って何言えばいいんだ？　全く考えてなかったぞ！　だが最大の優先事項は、俺が浪人生だとバレないようにすること、だから……）

「えっと、高村颯そう太た、です。高校一年生です」

（しまったああああ！　ここにいるの全員高校一年生じゃないかあああ！　俺は何を口走ってるんだああ！）

　正直体中から冷や汗が噴き出しているが、ここは何事も無かったかのように続きを言う必要がある。俺は頭をフル回転させた。

（えっと、確かみんなは趣味と特技を言っていたよな……？）

「しゅ、しゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅ」

「高村君、落ち着いて！」

「しゅ、趣味は料理、特技は読書です！　皆さん、よろしくお願いします！」

　俺はそこまで一気に言い終えて、力無く席に座り込んだ。冷静になって考えてみると、何かとても変なことを言っていたような気がする。料理は趣味でも何でもないし、それに読書が特技ってなんだよ。ものすごい速読みでもできるのか。なんかもうグダグダだ。




　その後も生徒たちの自己紹介は続き、やがてそれはあいつの番まで回ってきた。すっと立ち上がる彼女。揺れる青髪。

「皆さんはじめまして、みんなを優しく包み込む青い海と書いて、青海、こと藤本青海です。よろしくお願いしますっ」

　そう言って青あお海みはぺこりと頭を下げる。なんで紹介の仕方がちょっぴりアイドルチックなんだよ。なんて突っ込んでいる場合ではなかった。

「実はですね、このクラスには一人、私と地元が一緒の人がいまして……」

　ん？　何だか雲行きが怪しいぞ……？

「颯そう太た先輩はですね、私と同じ中学の出身なんです。それで先輩は私の────」

「ああああぁぁぁぁぁ！」

　ガタッ。突如立ち上がった俺に、クラス中の目線が向けられる。

「すみません！　ちょっとお腹なかが痛くなってきたのでトイレに行っても良いですか!?」

「ええ、別に構わないけど……」

　その先生の返事を聞くや否や、俺は一目散に青海のもとへと駆け寄った。

「えっ？　なんだって？　藤ふじ本もともお腹が痛い？　それは大変だ！　先生、藤本もトイレに行きたいそうなので、一緒に連れて行きます！」

「ちょっと、先輩!?」

　俺はそう一人芝居を演じ切ると、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすこの後輩クラスメイトの腕を掴つかんで、教室の外へと飛び出したのだった。




（この辺りなら大丈夫かな……？）

　今はどのクラスもホームルーム中なので、廊下には人っ子一人いない。それでも俺は万全を期して、階段の踊り場の、特に人ひと気けの無さそうな場所で足を止めた。今から話す内容は誰にも聞かれるわけにはいかないからだ。

「……さて、じゃあ聞くが、なんで呼び出されたか分かるか？」

「呼び出されたっていうより、無理やり連れてこられたんですけど……それより、お腹の方は大丈夫なんですか？　トイレはあっちですよ？」

「いや、それはもう良いんだ。あんなのただの仮病だからな」

「詐病？」

「そこまでは言ってない。さっきはクラスのみんながいたからできなかったが、実は藤本に話があるんだ」

　そして俺は、この高校生活におけるミッションの一つ目を青海に伝えた。絶対に浪人生だとバレてはならない、俺が今直面しているこの状況を。その間、少し真剣な面持ちで話に聞き入っていた青海は、俺の話が終わると腕組みをしながら口を開いた。

「なるほど、みんなと一緒の普通で平和な高校生活を送りたい、というわけですか……」

「ああそうだ。だからさ、俺が浪人生だということは他のみんなには秘密にしておいて欲しいんだ。お願いできるか？」

　俺のその問いに対する青あお海みの答えは、しかし実に意外なものだった。

「はい、分かりました。そういうことでしたら、もちろん構いませんよ」

　青海はさも当然だと言わんばかりに頷うなずく。こんなにあっさりと了承してくれるとは。少し拍子抜けした俺だが、これまでの言動を見ていた分、にわかには信じがたくて……。

「ほ、本当なのか…………？」

「本当ですよ。そもそも、私は初めから言うつもりなんて無かったですし……って何ですか、その驚いた表情は……」

「いや、そう言うがさっきから隙あらば俺の正体を暴露しようと試みていたじゃないか」

「隙あらばって、心外ですよお。もう、私がそんな鬼畜なことをする人間に見えますか？」

「……………………」

「そこは何かしら答えてほしかったですけど、まあいいです。颯そう太た先輩の気持ちも分かりましたし、黙っていてあげます……でも、どうでしょうか？」

「どう、とは？」

「……もし、仮にですよ？　颯太先輩が浪人生だとバレたとします。でも果たしてそれだけで、クラスのみんなの態度が大きく変わったりするでしょうか？　私が思うに、みんなそんなの関係なく仲良く接してくれますよ、きっと。先輩は少し心配し過ぎなような気がしますけど」

「いや、でもなあ……やっぱり、抵抗があるんだよ……バレた瞬間、俺はクラスの中で異質な存在、少数派になってしまう気がして……」

「少数派、ですか？　よく分からないですけど、そんなことないと思いますよ。浪人生だというだけで、そんな風に区別して見たりする人なんていませんって、普通」

「そ、そうか……？」

「そうですよ、だから先輩はもっと自信持ってください！」

「それからさ、ずっと言ってるその『先輩』っていうの止やめてくれないか？　それが一番危険なんだよ。高校生がクラスメイトに先輩っておかしいだろ？　勘が鋭い人なら気づくかもしれないしさ」

「えぇ～、でもぉ、颯太先輩は颯太先輩ですしぃ～」

「急に甘えだしても無駄だぞ。もう昔と違って同級生になったんだから、藤ふじ本もとに先輩なんて呼ばれる筋合いは無いんだ」

「あなたにお義か母あさんなんて呼ばれる筋合いは無いわ、ってやつですね。ドラマで聞いたことがあります。まさか高校生のうちに言われるなんてっ」

「俺は姑しゆうとめじゃねえよ。ってかお前はいつの間に結婚したんだ」

　無邪気に目をつむり、両手を当てた頬ほおをポッと赤らめる青海。何だか楽しそうに見えるが、少なくともその場面は喜ぶシーンじゃないと思うぞ。

「というわけで、これからは高たか村むら君って呼んでくれ、な？」

「嫌です」

「即答!?」

「それだけは譲れないです」

「なんでだよ？」

「だって颯そう太た先輩は颯太先輩ですし」

「またそれか……」

　俺が溜ため息いきをついていると、青あお海みは頬ほおにかかった青髪を手で軽く払った。彼女の形の整った白い耳が露あらわになる。

「その代わりと言ってはなんですが、颯太先輩に私から一つ提案があります」

「提案？　何だ？」

「これからの高校生活、先輩の正体がバレないよう私が先輩をサポートしてあげます」

「サポートだと？　いや、別にいらないぞ。むしろ、藤ふじ本もとと関わると余計にピンチが増えそうだし、さっきみたいに……」

「ひっ、酷ひどいです先輩！　きょ、今日だって、ずっと悪目立ちしてばっかりだったじゃないですか！　良いんですか、そんな体たらくで！」

　グサッ。青海の言葉が俺の胸に突き刺さる。確かにその通りだ。「目立たず平穏な高校生活を送ろう」、そう誓って入学したはずなのに、ここまでの俺は明らかに目立ちすぎている。だがその悪目立ちの多くはあなたが原因じゃないですかね……？

「そんな颯太先輩が安心して学校に通えるように、私がお手伝いしますから。ねっ、良いですよね？」

　青海はそう言うと、俺との距離を詰め、俺の顔をリスのようなウルウルとした大きな目で見つめてきた。彼女の方が俺より二十センチほど背が小さい。よって、彼女は上目遣いで俺のことを見ていることになる。正直、この構図の破壊力は絶大だ。俺がこんな美少女に間近で見つめられるのは、あの遠足のときの倉くら咲さき千ち春はる以来かもしれない。

「わわわわ分かったから！　ちょっとだけだぞ？」

　俺は慌ててそう答えた。このままの状態でずっといたら、頭がクラクラしておかしくなってしまいそうだったのだ。それにこの様子をもし他の人に見られたら、また面倒なことにつながりかねない。

「本当ですか！　嬉うれしいです！」

　俺の答えを聞いて、青海はこの日一番……とも思える満面の笑顔を見せた。

「頼まれたからには、全力で颯太先輩のサポートを頑張りますからね。任せてください」

「いや、別に頼んでないし、そんなの全力でやることじゃあ……」

「毎日学校内を、颯太先輩は浪人生じゃないですよ、って叫んで回りますから！」

「絶対にやめてくれ！」

「ふふ、冗談ですよ」

　青あお海みなら冗談じゃなく本当にやってしまいそうで怖い。だがなんとか俺の伝えたいことは伝えられたようだ。口止めもできたし、理由はよく分からないが、俺の正体がバレないように色々してくれるらしいし、これで一件落着だろうか？　……不安でしかないが。

「話が長くなったな、じゃあそろそろ教室に戻るか。ほら、行くぞ？」

「センパイっ」

　階段を上り始めた俺に後ろから掛けられる呼び声。俺がその声の方へと振り返るとそこには、踊り場の窓から差し込む光に照らされた、後輩クラスメイトの明るい顔があった。

「これからよろしくお願いしますね、颯そう太た先輩」

「……ああ、よろしく。お手柔らかに頼むぜ」




　────こうして始まったのである。同じ教室に自分のことを先輩と呼ぶ後輩がいる、俺の奇妙な高校生活が。
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　今日の学校は午前中で終了である。帰りのホームルームを終えた俺は、人ひと気けの少なくなった教室で帰る支度をしていた。

　ちなみに青海の先輩呼びの理由については、あの後雄ゆう介すけ相手になんとか誤ご魔ま化かすことに成功した。やれやれ、これで一安心である。

　その雄介はサッカー部の見学に行くとかで、放課後になるや否やすぐに教室を飛び出して行ってしまった。どうも中学のときもサッカー部だったらしい。特技がサッカーというのはでまかせではなかったようだ。

　だが彼の今までの言動から推測して、俺の中では雄介の年齢は四十五歳ということになっているので、少々不安である。その年でサッカーなんて激しいスポーツをして、果たして大丈夫なんだろうか。

　なんて、俺が余計な心配をしていると……。

「颯太先輩、行きますよ」

　いつの間にか俺の背後に青海が回り込んでいた。

「……行くって、どこに？」

「どこって、家に帰るんですよ。あれっ？　もしかして何か用事でもありましたか？」

「いや、俺も今から家に帰るつもりだが……」

「なら良かったです。ほら、帰りますよ」

「あ、ああ……」

　俺は荷物を持って立ち上がると、教室の外へと歩いて行く。そして廊下に出ると、後ろに付いてきていた青あお海みに声を掛けた。

「それじゃあな、また明日」

「はい、また明日です…………って違いますよ！　どこ行くんですか！」

「いや、だから家に帰るんだけど……」

「私もこれより下校する予定なんですが」

「そっか、気を付けて帰れよ」

　俺はそう言い残すと、佇たたずむ青海を置いてスタスタと下げ駄た箱ばこへと歩き始める。するとその後ろから、青海が禁句を叫ぶ声が聞こえてきた。

「ちょっと、何一人で勝手に帰ろうとしてるんですか、颯そう太た先輩、颯太先輩！」

　青海の奴やつめ、それは反則だろ。俺は慌てて後ろを振り返る。

「ストップストップ！　藤ふじ本もと、さっきの話もう忘れたのか？」

「さっきの話って……？」

「誰が聞いてるか分からないんだから、そんな大声で先輩って呼ぶなってことだよ。壁に耳あり障子に目ありって言うだろ？」

「？　この辺に障子なんか無いですけど……」

「……それで、さっきからどうしたんだよ、藤本。俺は早くおうちに帰りたいんだが」

「そんなの、私だってそうですよ」

「ならさっさと帰ればいいじゃないか」

「分かりました、じゃあ行きますよ」

　青海はそう言って廊下を歩き始めた。だがその後ろ姿を見ていた俺には、彼女の異変が手に取るように分かった。遠ざかる彼女の様子はどうにもそわそわと落ち着きがない。左右をキョロキョロしながら、その歩き方には迷いが見られる。そして数秒後、突然俺の方を振り返った彼女は、驚いたように目を見開いたのだ。

「颯太先輩、どうして付いて来てくれないんですか！」

「何なんだよお前は！　初めてのおつかいか！」

　目の前の後輩はさっきから一体何がしたいのか。俺の所に戻ってきた彼女の顔を見ていると、ふと思い当たる説が脳裏に浮かんだ。

「……ひょっとして、お前、俺と一緒に帰りたいのか？」

　彼女はその言葉に即座に反応した。照れ隠しのように、顔の前で勢い良く手を振る。

「ち、ちちちちち違いますよ！　な、なななな何言ってるんですか！」

「……そうか、じゃあ俺は先に帰るな」

「待ってくださいっ」

　昇降口に向けて俺が一歩踏み出したとき、その俺の制服の裾が青あお海みによって掴つかまれる。俺は足を止めた。

「……先輩、約束したじゃないですか」

「約束？」

「先輩が浪人生だとバレないよう、私がお手伝いしますって。だから、帰り道でも何が起きても良いように、私が一緒に付いて行ってあげます、って言ってるんです。幸い、私たちは帰り道が同じですし」

「ああ、今までの異常行動の意味はそういうことだったわけね」

「そうですよ。もう、本当に察しが悪いですね、先輩は」

「だが、帰り道なんてそんなに危険じゃないような……」

「あー、またそんなこと言って、どうなっても知りませんよ。せっかく私が一緒に帰ってあげますって言ってるのにぃ～」

「分かったよ、分かったから…………じゃあ、一緒に帰るか、藤ふじ本もと」

「は、はいっ！」

　こうして俺たちは二人揃そろって歩き始めた。俺の左を歩く青海が小さく囁ささやいてくる。

「……念のため言っておきますけど、別に、私が先輩と一緒に帰りたいってわけじゃないですからね。勘違いしないでくださいよ？」

「…………はいはい」




　校舎を出た俺たちを、春のポカポカした陽気が包み込む。吹奏楽部の練習と運動部の掛け声が、風に乗って聞こえてきた。雲一つない青空。揺れる桜の木。外を出歩くには絶好のシーズンだ。

　すると俺たちの視界に、校内をランニングしているユニフォームを着た生徒たちの姿が映った。それを見た青海がポツリと呟つぶやく。

「……懐かしいですね。私たちもああやって毎日練習していましたよね」

「そうだな。もうかなり昔のことのように感じるよ」

　中学時代、俺と青海は陸上部で長距離走をやっていた。俺はとりたてて大会で活躍できるほどではなかったが、青海の方はその身軽さを武器に結構な好記録を叩たたきだしていたのを覚えている。何だか懐かしさを覚えた俺は、隣を歩く青海に目を向けた。

「それにしても、まさか藤本とこんなところで再会するなんてなぁ……思ってもいなかったよ」

「は、はい、そうですね……」

「……藤本は高校では部活、どうするんだ？　陸上を続けるのか？」

「うーん、そうですね……まだ部活は全然考えてないです」

「そっか。そういや、中学のときは何で陸上部に入ったんだ？」

「あれ、話してなかったでしたっけ？」

　軽く首を傾かしげてから、青あお海みは笑顔になって続ける。

「私、小さいときから走ることが大好きだったんです。だってほらっ」

　そして青海は駆け出した。軽やかなステップで俺の数メートル先まで走ると、そこで立ち止まってこちらを振り返る。その表情はとてもにこやかだった。

「風を切る感覚が爽快で、とっても気持ち良いじゃないですか！」

　風に揺られて舞い散る桜の花びらが、そんな青海の姿を一層華やかに彩っていた。

　そんな姿を見ていた俺の脳内には、ふとあの頃の映像が蘇よみがえってくる────
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　────三年前、俺が中学二年生のときの春。

『颯そう太た先輩、ちょっと良いですか？』

　放課後、部活を終えて備品を体育倉庫に片付けに行っていた俺。突然名前を呼ばれて振り返ると、そこに立っていたのは、数週間前に入部したばかりの彼女だった。

『なんだ、一年の藤ふじ本もとか。どうかしたか？』

『先輩、家でできるトレーニングメニューについて教えてください、お願いしますっ』

　彼女はそう言って、ポケットからメモ帳とペンを取り出した。

『トレーニングメニューか、そうだな……やっぱり腕立て伏せ、腹筋、スクワットの三つは基本だな。あと、体幹を鍛えるためのトレーニングとしては……』

　俺がそうやって説明している間、青海は真剣に俺の話を聞きながら、その紙にスラスラとメモを取っている。

（藤本って、すごく勉強熱心な子なんだな……）

『とても参考になりました、ありがとうございます』

『どういたしまして、少しでも役に立てたら嬉うれしいよ』

『それであの、少しお願いがあるんですけど……』

『ん？　なんだ？』

『この後、自主練に付き合ってくれませんか？』




　そして数分後、俺と青海はグラウンドでストレッチなどのトレーニングを行っていた。脚を伸ばして座り込んだ青海の背中を、俺が優しく押してあげる。

『藤本って本当に体が柔らかいよな』

『そうですか？』

『ああ。その身軽さと体のバランスの良さは、陸上をする上で必ず武器になるぞ』

　俺に褒められて嬉うれしかったのか、青あお海みはさらに勢いよく体を前に倒し始めた。

『ところで、なんで自主練の相手が俺なんだよ。もっと女子の先輩とかいるだろ』

『それは……だって、颯そう太た先輩が一番暇そうなんですもん』

『なっ、失礼な……』

『って、冗談ですよ。本当は……先輩が一番優しく教えてくれそうだったから……』

『そ、そうか……？　そんなことないと思うけどな』

『そんなことありますよ。トレーニングの方法を一から丁寧に教えてくれたじゃないですか』

　そこまで言ってから、青海は体を起こした。立ち上がった彼女に俺は言う。

『まあ俺たちは長距離だから持久力も大事だぞ。筋トレも効果はあるけど、やはりジョギングなどの有酸素運動を続けることが重要だな。繰り返し運動することで、次第に体が慣れていくんだよ』

『なるほど、有酸素運動ですね』

　納得したように顔を上下させながら再びメモを取ろうとした彼女は、ふと慌てたようにキョロキョロしながらポケットを両手でポンポンと叩たたき始めた。

『あれっ、あれっ？』

　そして次の瞬間、彼女は何かに気付いた様子で顔を上げた。

『メモ帳とペンを体育倉庫に置き忘れてしまいました！　すぐ取ってきます！』

　そう言い残して、急いで走って行く青海。その後ろ姿を見ながら、俺は何気なく思うのだった。

（藤ふじ本もとって、真面目そうに見えて実は意外とドジっ子なのかもな）と。




『夕方の風が気持ち良いですね～』

『そうだな』

　今、俺たち二人は学校近くをジョギングしているところだった。自主練の後の帰り道、青海の提案で少しだけ辺りを走ることになったのだ。

『藤本は来月の大会が、人生初めての大会なんだよな』

『そうですね、ちょっぴり緊張します……』

『藤本ならかなり良いところまで行けるんじゃないか、今の感じだと』

『そ、そうですかね……』

『だってさ、千五百メートルでは先輩で男の俺よりもタイムが速いんだからな。中一女子の平均よりかなり上だし。だからもっと自信を持って良いと思うぞ』

『ほんとですか？』

『ああ、期待しているからな。ただ無理はするなよ、怪け我がしたら意味が無いからな』

『分かりました、ありがとうございます！』

（おや、もうこんな所まで来ていたのか）

　気付けば俺たちは学校から少し離れた所にある、とある丘の手前まで来ていた。

『じゃあ藤ふじ本もと、そろそろジョギングも終わりに────』

『先輩、丘の頂上まで競走しませんか』

『はい？』

『では、よーいスタートですっ！』

『あっ、おい！』

　俺が瞬まばたきする間もなく、青あお海みはそう言って丘の傾斜を駆け上がり始めた。俺は慌てて後を追う。だが悲しいことに、俺と彼女の距離はどんどん広がっていくばかりだった。




『はあ、はあ……』

　数分後、俺が息を切らしながら丘の頂上までたどり着いたとき、青海は疲れの色など微み塵じんも感じさせない表情でこちらに手を振っていた。

『もう～、先輩。遅いですよ』

『お前な、あんなに練習した後によくそこまで体力が残ってるよな』

『えへへ～』

　すると、青海はくるりと反対側に向き直って言った。

『見てください、とてもきれいな景色ですよ』

　その丘の頂上からは、俺たちの住む街が一望できた。西日に照らされ、赤く幻想的な空間に包まれる家々。俺も暫しばしその景色に目を奪われていた。

（そう言えば、ここの丘って確か……）

『……颯そう太た先輩、今日は私のわがままに付き合ってくれて、ありがとうございました』

『ん？　ああ、どういたしまして』

　俺がそう返すと、青海は少しだけこちらに目を向けながら、上目遣いでおずおずと尋ねてくる。

『……あの、これからもまた、時々で良いので、私の自主練に付き合ってくれますか？』

『もちろん。可愛かわいい後輩の頼みだもんな、先輩として当然だよ』

『か、かわいい……!?　そ、それでは私はそろそろ帰ります！　私の家、この近くなので！』

　そう言って逃げるように走り出す青海。俺はそんな彼女に向かって大声で呼びかける。

『おう、また明日なー！』

　すると彼女は一瞬立ち止まってから、笑顔でこちらを振り向いた。

『はいっ！』
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　その屈託のない彼女の笑顔が、夕ゆう陽ひを浴びて紅あかくキラキラと輝いていた────
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　────俺と青あお海みは、再び横に並んで帰り道を歩き始めていた。

「……なるほど。だから中学で陸上部に入って、長距離走を始めたんだな」

「はい、そうなんですよ。それで、そこで先輩と初めてお会いしたんですよね」

「ああ、そうだったな。あのときのことは良く覚えているよ。最初の測定でいきなり好記録を出して、周りから期待の新人って言われていたよな、藤ふじ本もとは」

「やだなぁ～、褒めても何も出ませんよ～」

「……お前、中学のときそんなキャラだったっけ？　本当に変わったよな、その見た目と言い……前はこんなに今風な感じじゃなかったのに」

「も、もう、その話は良いじゃないですかぁ」

　若干照れつつ顔を逸そらす青海。そんな彼女に俺は尋ねる。

「でもそんなに好きなんだったら、高校でもまた陸上部に入ったら良いんじゃないか？」

「確かに陸上は好きですけど……だけどほら、今の私にはしなくちゃいけないことがありますし」

「しなくちゃいけないこと？」

「なに首を傾かしげてるんですか、颯そう太た先輩のサポートに決まってるじゃないですか！」

「ああ、それね……」

　笑顔でそう言う青あお海みの横で、俺は小さく苦笑いするのだった。




「はぁー、もう疲れ果てて死にそうだ……」

　その後、電車を乗り継ぐこと約一時間、ようやく自宅に生還した俺はそのままバッタリとベッドに倒れ込んだ。その姿は制服のまま。着替えるのすら億おつ劫くうだ。

　時刻は午後二時を回った頃。今日朝に家を出てからまだ数時間しか経たっていないのに、なんだか自分の部屋がとても懐かしく感じられる。自室の天井を眺めながら、俺は今日の出来事を思い返していた。なんか色々ありすぎて、頭の整理が追い付かない。講堂での不慮の事故、自己紹介での失言、それに雄ゆう介すけとの出会いや青海との再会。

（だが、それよりなにより、今日の俺にとって一番の収穫は…………）

　俺はベッドから起き上がると、勉強机の引き出しを開けて、中から中学の卒業アルバムを取り出した。俺はパラパラと紙をめくり、あるページでその手を止める。そしてそこに載っている一人の少女の写真に、俺の目は釘くぎ付づけになった。

（倉くら咲さきさん……久しぶりに見たが、相変わらず可愛かわいかったなぁ……）

　そう、俺の最大の収穫は、講堂から教室へと向かう途中、偶然にもこの想おもい人を見かけたことである。一年振りに見たその生の姿は、この卒業アルバムに載っている写真の姿と比べ、その可愛さに一層磨きがかかっていて……。

（長い浪人生活を乗り越えて、やっとここまで来たんだ。憧れの倉咲さんとお近づきになれるよう、これから頑張っていかないと）

　決意を新たにした俺は、卒業アルバムを閉じて元の場所に戻そうとした。そのとき、机の引き出しの中のある物に目が留とまる。

　それはピンク色をした、手の平サイズの封筒だった。三角の形をした口の部分は水色のシールで留められ、その表には「高たか村むら颯太様」と可愛らしい字で書かれている。少ししわくちゃになり、汚れも目立つそれは、引き出しの端にポツンと置かれていた。

　一瞬その封筒に手を伸ばしかける俺。しかし数秒の躊躇ためらいの後、その手はピタリと止められた。結局俺はそのままアルバムを片付けると、封筒に触れることなく引き出しを閉める。

（気にしてもしょうがない。もう、過去のことだ……）

　そして俺は大きく伸びをすると、再びベッドの上へとダイブした。
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　そしていよいよ、俺の一年遅れの高校生活が本格的に始まった。しかし俺の学校生活はやはり一筋縄ではいかないようだ。なぜなら……。

「颯そう太た先輩、次移動教室ですよ！」

「颯太先輩、帰りますよ！」

「颯太先輩、昼休みです。食堂に行きますよ！」

「先輩、先輩、颯太先輩！」




「────何か疲れてるな、高たか村むら。大丈夫か？」

　入学から早くも数日が経過した。しかし、青あお海みの「颯太先輩」押しはとどまることを知らない。俺は次第に抵抗力を失っていった。今もうなだれ、教室の机に突っ伏している。

「や、やあ。柏かしわ木ぎ君じゃないか。元気そうだね。いやあ、若いって良いね」

「ああ、俺は元気だが……何か本当に先輩感が出てきたな。いや、先輩感どころか、これはまるで親せきのおじさんのような……」

「な、何を言っているんだ。俺はキミのクラスメイトじゃないか、ははは」

　一方、俺から少し離れた座席では、青海がクラスメイトの女子数人と話をしていた。

「藤ふじ本もとさんは休みの日とか何して過ごしてるの？」

「私？　えーっとね、ホラー映画を見たりしてるよ」

「へえ～、怖いの得意なんだ、すごいね」

「今度、おすすめの作品紹介してあげるね」

「わ～、楽しみ～」

　俺の前では変人の青海だが、クラスの中では基本的にクールである。それでいて、クラスメイトと話すときはこのようにフレンドリーで親しみやすい（おまけに俺や雄ゆう介すけと話すときとは違いタメ口である）。なので今やすっかりクラスにも溶け込み、仲の良い女子友達も数人できているようだった。

（藤本も、俺が絡まなければ普通の可愛かわいい女子高生なんだがな……）

「無人島に何か一つだけ持っていくとしたら何にする？」

「スマホかなぁ」

「浄水器」

「船」

「颯太先輩」

「やっぱ日焼け止めでしょ！」

　女子高生たちの話のネタは尽きない。何か途中で変な回答が聞こえたような気がしたが、聞こえなかったことにしよう。俺は雄介に話しかけた。

「部活はどうだ？　順調なのか？」

「順調と言えば順調だな。まあ部員も多いし、一年がいきなりレギュラーはきつそうだけどな～」

　雄ゆう介すけは結局サッカー部に入部したらしい。ディフェンダーとして練習を頑張っているそうだ。

「……それで、入学式の日に言っていた、彼女を作るって目的は果たせそうなのか？」

　俺がそう尋ねると、雄介の顔は途端に暗転した。

「それが全然なんだよな～。せっかく華の男子高校生になったって言うのにさ～」

「なんか今、聞き慣れないワードが……」

「その点、高たか村むらは良いよな～」

「何が？」

「藤ふじ本もとさんみたいな可愛かわいい女の子がいてさ。で、実際どうなんだ？　本当に二人は付き合ってないのか？」

「だから、藤本とは全然そういう関係じゃないって。前から言ってるだろ」

「でも休み時間も放課後も、いつも一緒にいるような気がするんだが」

「それは向こうが勝手に俺と一緒に行動したがるだけであって、俺は別に……」

「やめてくれ！　のろけ話なんか聞きたくない！」

「そっちから話を振って来たんじゃないか。あとのろけじゃないから」

「あ～あ、俺も欲しかったな～。先輩って言って自分を慕ってくれる可愛い女の子。しかもその子が同じクラスにいるんだぜ？　一日中ずっと先輩って呼んでくれるわけじゃん？　後輩好きにとってはたまらない環境だよなぁ」

　雄介は何やらスイッチが入ったらしく、一人明後日あさつての方向を見ながら妄想を始めてしまった。

　だが確かに、自分のことを先輩と呼ぶ女の子が同じクラスにいるというのは、何だか不思議な感じだ。以前は後輩だった子と、同じ教室で同じ授業を受ける。時間割も、宿題も、校外学習も、担任の先生だって一緒だ。もしかしたら俺は、普通だったらまず味わうことのないだろう経験をしているのかもしれない。

　そんなことを思ってふと教室を眺めまわした俺は、ドアの外、廊下の方から誰かがこっちを見ているような、そんな得体の知れない気配を感じた。急いでそちらに目を向けたが、しかし特に怪しい人影は見当たらない。

「ん？　どうした、高村？」

「……今、そこから誰かが俺たちのことを覗のぞいてなかったか？」

「……そうか？　俺は気づかなかったが。廊下じゃなくて明後日の方向を見ていたからな」

「……俺の気のせい、かな？」

　俺がそう言って首を一ひと捻ひねりすると、雄ゆう介すけは俺の肩を優しく叩たたいた。

「高たか村むらさ、やっぱり疲れてるんだよ。今日はゆっくり休んだ方が良いぜ」

「ああ、そうだな、そうすることにするよ……」

　確かに何か気配を感じたのだが……。やはりこの疲労が幻覚を生み出したのだろうか。しかしどうにも腑ふに落ちなかった。
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　翌週の月曜日の朝、いつものように満員電車を乗り継いだ俺たちはようやく学校に到着した。校門をくぐって校内に入ると、たくさんの大きな木々が俺たちを出迎えてくれる。

「それでですね、主人公が後ろに何か気配を感じるんですよ。そして、体ごと振り返るんです」

「そしたらそこにゾンビがいたってわけか」

「ちっちっち。颯そう太た先輩、そいつは単純すぎますよ」

　青あお海みは左手の人差し指を左右に揺らす。彼女の顔には不敵な笑みが浮かんでいた。

「後ろを振り返るがそこには誰もいない。ほっと安心する彼。しかし、彼が再び前を向くと、目の前には……体中を血だらけにした、人間の成れの果てが……！」

「おお、ぞくっと来るな」

「ですよね！　そうだ、今度一緒に見ましょうよ、先輩！」

　俺は数分前から、青海が昨日の休みの日に見たと言う映画の話に付き合わされていた。好きなものの話をしているからだろうか、今日の青海はいつにも増してご機嫌だ。

　少し歩いて校舎の入り口を抜けると、そこは昇降口である。俺と青海は高一の下足箱へと向かう。

「そして次のシーンではですね……」

「まだあるのかよ」

　と、そのとき……。

（ん？　何か後ろから嫌な雰囲気が……）

　俺は咄とつ嗟さに後ろを振り返った。しかし、そこには他の登校中の生徒たちが数人いるだけで、この不気味な感じの原因になりそうなものは見当たらない。

「どうしました、先輩？」

「いや、何か背後から変な気配を感じたんだが……」

「ひょっとして、ゾンビですか？」

「そんなわけあるか。ここは平和な現代の日本だぞ」

　どうやら気のせいだったらしい。俺は気を取り直してもう一度前へと向き直った。すると、なんとそこには！

（あ、あれは……！）

　その姿を見て、俺の全ての動きがストップしたのは言うまでもない。なぜなら俺の視線の先、数メートル離れた下足箱の前に、俺の意中の女の子が不意をつくように立っていたのだから。

（倉くら咲さきさん……！）

　彼女は靴を履き替えている最中だった。その見た目と彼女の動きはどれをとっても美しい。俺が千ち春はるの姿を目にするのは、あの入学式の日以来だ。

　千春が笑顔で話すその隣には、友達らしき黒髪ショートカットの女の子の姿が見える。確かあの子は、以前見たときも千春と一緒にいた子だ。恐らく二人は仲良しなんだろう。

　と、そんなことを俺が考えている間に、二人は二年フロアの方へと行ってしまった。後に残された俺は、隣に立つ後輩のセリフで我に返る。

「颯そう太た先輩……」

「はっ！　いや、悪い悪い。さあ、靴を履き替えに行こうか」

　金縛りが解けた俺は、そう言って再び歩き始めた。するとそのときだった。俺の耳に、彼女のか弱い声が聞こえてきたのは。

「好きなんですか、彼女のこと……」

「は？」

　俺は慌てて青あお海みを見た。そして、そこで初めて彼女の異変に気付いたのである。

　その場に立ちすくむ青海は、俯うつむいたまま動こうとしない。さらにその声のトーンは、さっきまでとは打って変わって低くなっていた。明るさの消えた表情が、ただ事ではない彼女の雰囲気を物語る。

「好きって……何の話だ？　藤ふじ本もとが何を言っているのか、俺にはさっぱり────」

「とぼけないでくださいよ」

「なっ……！」

「颯太先輩は、あの女の子のことが好きなんですよね。さっきの反応を見てたら、誰だって分かりますよ」

「いや、えっと……あ……その……」

　俺は返事に詰まる。青海の様子も少しおかしいし、ここはどう返すべきなのだろうか。俺が思案していると、しかし彼女は再び口を開いた。

「あの人、倉咲千春さん、ですよね？　私たちと同じ中学出身の」

　そこまで気づいていたのか。これはもう言い逃れできそうにない。さらに彼女は追い打ちをかけるかのように、続けてこう言ってきた。

「ひょっとして、颯太先輩がこの高校を選んだ理由って────」

「ちょっと待った！」

　その言葉に、青あお海みは口をつぐむ。そして俺は、彼女の目を見ながら小さく頷うなずいた。

「…………分かったよ。話すから」




　その後、靴を履き替えた俺たちは例の場所へと向かった。そこはあの入学式の日に、俺が腹痛を訴えて青海と共に教室を抜け出したときに来た、人ひと気けのない階段の踊り場であった。教室からは遠いため、朝のこの時間も人出は少ない。秘密の話をするにはうってつけのスペースだ。

　そこで俺は青海に打ち明けた。中学のときからずっと千ち春はるのことが好きだったと。だが接点が見つからず時は流れ……。

「そしてあの日、俺は交通事故に巻き込まれたんだ」

「交通事故……」

　俺は深呼吸してから、あの日の出来事を話し始めた。

「あれは今から一年ちょっと前の中学三年生の冬、年も明けてもうすぐ高校受験という日のことだった。その日の放課後…………」

　そこまで言って、俺は暫しばし言葉を止めて考える。その二秒後、俺は先を続けた。

「…………その日の放課後、とある用事で道を歩いていた俺は、遭遇したんだよ。一人の女の子が、今まさにトラックに轢ひかれそうになっているところに」

「……」

「俺は咄とつ嗟さに飛び出してその子を庇かばった。結果的に彼女は無事だった。でも代わりにトラックと衝突し、撥はね飛ばされた俺は数か月の入院生活を余儀なくされたんだ。もちろん学校にも行けず、さらには高校受験も受けられず。こうして俺は倉くら咲さきさんに何も言えないまま、晴れてレアキャラの高校浪人生になっちまったってわけさ」

　さらに俺は続けた。その後千春がこの高校に進学したと聞いて、彼女を追って一年遅れで入学したこと。そして、何とかしてお近づきになりたいと思っていること。

　青海は俺の話をずっと黙って聞いていた。たまに頷いたり、反応を見せることもあったが、大部分は動きを見せなかった。

「────交通事故に遭って、学年が変わってしまって、実際のところ結構ショックだったんだよ。でもさ、こうして同じ高校に入れたんだから、ちょっとは頑張ってみたいなって、そう思うんだ。この一年のブランクを取り返そうって」

　俺が最後にそう告げると、青海は下を向いて小さく溜ため息いきをついた。と同時に、彼女の肩から力が抜ける。そして────




「……そっか、まあ、そうだよね…………」




　彼女はぽつりとそう呟つぶやいた。

「……そういうわけなんだ。今まで黙ってて悪かった。だが、別に藤ふじ本もとにわざわざ話すことでもないかなと思って……」

　俺がそう言うと、彼女は頭を上げる。

「いえ、そんな、颯そう太た先輩が謝ることじゃ────」

「えっ？」

　俺は青あお海みの顔を見て、思わず声を出してしまった。不思議がる後輩。

「何ですか？」

「藤本、お前…………」




　────────なんで泣いてるんだ？




「えっ……」

　俺は見てしまったのだ。彼女の目から、一筋の液体が頬ほおを伝って流れ落ちるのを。

　俺の言葉を聞いて、青海は右手の人差し指で頬の涙をぬぐった。

「あ、ほんとだ。わたし、なんで泣いてなんか…………」
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　そう言ってから、軽く目をこすり何度か瞬まばたきをする彼女。一体どうしたのだろうか、俺はそう心配しながら、そんな彼女の様子をしばらく見守っていた。そして数秒後……。

「…………大丈夫か？」

　俺がそう問いかけると、青あお海みはようやく、その可愛かわいらしい顔に小さな笑みを浮かべた。

「はいっ、大丈夫です。心配をおかけしてすみませんでした」

「それは構わないんだが、その、何かあったのか……？」

　すると俺のその疑問に、青海は途端に視線を左右に泳がせ始める。

「えっ、えっと、それはですね……そうだ！　あの、昨日の夜に見たホラー映画のワンシーンを思い出しちゃって……」

「そ、そうなのか……？　あのタイミングで？」

「本当ですよお。もう、信じてください」

　青海はそう言って首を何度も縦に振るが、なんとも非常に怪しい。あなた、今思いっきり「そうだ！」と叫んではいませんでしたかね……。

（だがまあ……）

　これ以上追及するのは良くないだろうな。そう思った俺は、そのまま口を閉じることにした。




「……颯そう太た先輩、私、決めました」

　二人の間に訪れた暫しばしの沈黙の後、青海はそう言って真っすぐに俺の顔を見つめた。

「藤ふじ本もと……？」

「私、先輩の恋に協力します」

「協力？」

「はい。先程の先輩の話を聞いて、私思ったんです。先輩の恋をできるだけ応援してあげたいって。だから、颯太先輩が倉くら咲さき先輩と仲良くなれるように、是非私にお手伝いさせてください」

　そう話す青海の目は、今まで見たことが無いくらいに真剣だった。

「そ、そう言ってくれるのは嬉うれしいが……どうして俺なんかのためにそこまで……」

　俺がそう聞くと、彼女は俺から少し目を逸そらした。そして、耳にかかった髪を手でさらりと払はらい除のける。

「それは…………そうしなくちゃいけないから、ですかね」

「そうしなくちゃいけない……？」

「まあ、でももうこれで大丈夫です！　私が協力するからには、先輩はきっとすぐ倉咲先輩と仲良くなれますよ。私が保証します。任せてください」

「お、おう、それは心強いな」

「では手始めに、今から私が倉くら咲さき先輩のところに、颯そう太た先輩と付き合ってあげてくださいって賄賂を渡しに行きたいと思います！」

「やめてくれ！　手始めにすることがそれかよ！　そういう援助系の交際は望んでないんだ、俺は！」

「えー……でもそうでもしないと、颯太先輩が倉咲先輩と付き合える確率なんて、ゾンビから逃げる最中に忘れ物を取りに戻ったキャラが無事に生き残れるくらいの確率しかないですよ」

「それは低すぎるだろ。てか何だよその例え」

「だって先輩、入学してから倉咲先輩と何一つ接点を作れていないじゃないですか。もう入学式から半月も経たつんですよ？」

　グサッ、痛いところを突かれてしまった。確かに入学以来、俺は第一のミッション「絶対に浪人生だとバレてはならない」の方にばかり気を取られて、二つ目のミッションにまで手が回っていなかったのだ。だが……。

「正直、学年が違うっていうのは相当なハンデだよな。仲良くなるどころか、姿を見かけることすら叶かなわない。中学のときよりもはるかに難易度が高いのは間違いない」

「そうですね……せめて倉咲先輩が何か部活をしているのかどうかとか、そういった情報が分かればまだ動きやすそうなんですが……」

　そう言って頭を巡らせる青あお海み。するとまさにそのとき、俺たちの背後から、一人の男子高校生の声が！




「話は聞かせてもらったよ」




「誰だ!?」

　俺と青海は即座に振り返った。踊り場から見下ろす、静けさに包まれた下り階段の先。次の瞬間、廊下へと通じるその角から颯さつ爽そうと現れたのは……。




「柏かしわ木ぎ、お前何でここに……」

　そう、そこにいたのは、高校一年生、四十五歳、独身、サッカー部の我らがクラスメイト、柏木雄ゆう介すけだったのである。

　雄介はゆっくりと階段を上り、俺たちのもとへ近づいてきた。やがて二人の傍そばまで来た彼に俺は尋ねる。

「……ど、どこから聞いてた？」

「藤ふじ本もとさんの『とぼけないでくださいよ』、の辺りからかな」

「かなり序盤からじゃねえか、おい」

「それにしても……なかなか大変な状況じゃないか、高たか村むら」

　腕組みしながら自分を見つめる友人に、俺は自嘲気味に笑って答える。

「びっくりしただろ？　まさか俺が浪人生だったなんて。ハハ、ホント情けない話だよな」

　だがそんな俺の言葉に対して、雄ゆう介すけの返事は意外なものだった。

「ま、確かにびっくりはしたな。だが別に、そこまで恥ずかしがって隠すようなことでもないんじゃないか？」

「いや、だけどなあ、クラスで変に浮いたりしないか心配で……」

「そんなことないさ。高村が浪人生だと知ったくらいで、急に周りの目が変わったりなんかしないと思うぜ？　もしそれでお前のことを仲間外れにしたり、色眼鏡で見るような奴やつがいたとしたら、俺が絶対許さねえ！　この俺がそいつの机に思いっきり落書きをしてやらあ！」

「柏かしわ木ぎ……」

（……気持ちはありがたいが、なんで仕返しの手段がそんなに陰湿なんだ。もっとぶん殴るとかそれらしい方法あるだろ。いや、暴力はダメだけど）

「な？　だからさ、そこまで心配し過ぎなくても良いと思うぞ？」

「……ありがとう、柏木」

　俺は素直に感謝の言葉を述べた。すると、青あお海みが得意げに両手を腰に当てながら言う。

「ほらあ、だから私が前に言った通りじゃないですか。先輩は気にし過ぎなんですよ。もっと自信持ってくださいって」

「……ああ、そうかもしれないな……」

　俺が青海の言葉を脳内でかみ砕いていると、雄介が再び口を開いた。

「……それでさ、悪気は無かったとは言え二人の話を盗み聞きしてしまったお詫びと言っては何だが、俺にもお前の恋の手伝いをさせてくれないか？」

「なんだって？」

　そして雄介は自信満々に続けた。「俺だったら、きっとお前の役に立てるはずだ」と。

「俺サッカー部だからさ、二年の先輩に聞いたりして、倉くら咲さき先輩の情報を仕入れたりできるってことだよ」

「おー、それは素晴らしいアイデアです」

　胸の前で両手を合わせた青海が感嘆の声を上げる。

「なるほど、その発想は無かったな。助かるよ、柏木」

　俺がそう言うと、雄介は力強く首を縦に振った。

「おう、任せとけ！」

「私もいますからね、先輩。一緒に頑張りましょう！」

「ああ、よろしく頼む、二人とも」

　こうして雄ゆう介すけが仲間に加わり、今ここに、「高たか村むら颯そう太た恋愛成就プロジェクト」が秘密裏に開始されたのである。俺の二つ目のミッションがようやく本格的に始動した瞬間だ。俺は自分の秘密を知った目の前の二人を見ながら思うのだった。

（これで倉くら咲さきさんとの距離が少しでも縮まれば良いな……）




「……それにしても高村、お前もの凄すごくカッコいいじゃねえか」

「へ？」

「女の子を助けて自分が身代わりになるなんてさ。そんな理由だったら、ますます浪人を恥じる必要なんか無いと思うぜ」

「柏かしわ木ぎ……」

　雄介にそんな熱い言葉を掛けられて、俺の心はフッと軽くなる。

「そういえば、その助けた女の子ってのは誰だったんだ？　高村の知っている子か？」

「……それが、分からないんだ」

「は？」

「あのときは冬で、日が暮れるのが早かったからもう辺りは真っ暗だったし……彼女はトラックのライトに背を向けていたから、顔が見えなかったんだ。制服が一緒だったんで、同じ中学の女子だということまでは分かるんだけど……」

「でもさ、後で助けてくれてありがとうって言ってきてくれる女の子はいなかったのか？　ほら、入院している高村のところにさ」

「それが……」

　俺のその回答に、雄介は憤慨した。

「そいつはちと冷たくないか？　身を挺ていして自分のことを守ってくれた命の恩人に対して、感謝の気持ち一つ伝えないなんて……」

「それは、まあ、そうだけど……」

　そのとき、青あお海みの姿がふと俺の目に留とまった。その彼女の顔が曇っているのに気付く。そんなどことなく悲しげな表情が気になった俺は、彼女に声を掛けてみた。

「……藤ふじ本もと、どうした？」

「はい!?　な、なんですか、先輩」

「大丈夫か？　顔色が悪いけど」

「だ、大丈夫ですよっ。何でもないです」

「そうか？　なら良いんだが……」

　すると、俺がそう返事をするのと同時に、どこからかチャイムの音が聞こえてくる。

「やべえ！　朝のホームルームが始まっちまう！　高村、藤本さん、急ぐぞ！」

　雄介の言葉を合図に、俺たちはすぐさま教室に向けて走り出した。

（なんか朝から色々あったけど、これで少しは前進できただろうか……頼もしい？　協力者たちもできたし、ようやく一筋の希望の光が見えてきたかな……）

　俺たち三人は目的地に向け、本当に一心不乱に走った。だから、一番後ろを走る青あお海みの表情なんて、俺には全く見えなかった。




　ではここで、俺の高校生活におけるミッションの途中経過を評価してみることにしよう。





　①　絶対に浪人生だとバレてはならない。



　評価──〇　雄ゆう介すけにはバレてしまったものの、あんなに修羅場を迎えながら被害を最小限に抑えた事実は評価しても良いだろう。





　②　倉くら咲さき千ち春はると親しくなり、そして告白する。



　評価──×（赤の他人）　全く進展ナシ。千春の姿を二回目撃しただけである。まだまだこれからだ。
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　────人は皆、誰しも多数派にいたいと思っている。少数派に属したって、何も良いことなんてないのだから。どんなに意見を強く訴えたって、数の暴力には敵かなわない。いつの時代だって少数派は虐げられる運命だ。

　ならば人はわざわざ進んでそちら側に行こうとはしない。多数派に属し、波風立てずにいれば安泰である。自分は多数派にいる、その事実だけで人は安心する。自分の意見なんて主張せず、目立つこともせず、平和に普通の生活を送りたい人にとっては最適な環境だ。そしてそれは、学校のクラスという狭い世界の中であっても、また同じことである。

　────俺はずっとそう思っていた。少なくとも、あの女の子と出会うまでは。





　　　　　　　　◇






　俺が小学五年生の頃、同じクラスに一人の女子がいた。その子は小学生にしては珍しいほど落ち着きがあり、決して騒がず、一つ一つの行動に品格があった。馴なれ合あいを好まず、休み時間もいつも一人。俺の記憶では、彼女が誰かと事務的な用事以外で話しているところを見たことが無い。顔も整っている方で、その服装や立ち振る舞いは明らかに周りの児童とは異なっていた。一言で言えば、お嬢様。

　しかしそんな女の子なら普通、他のクラスメイト（特に男子）からは人気となりそうなものだが、彼女は違った。なぜなら彼女はとてもしっかりしていて、自分の意見を持った女の子だったから。

『ちょっとあなたたち、ちゃんと掃除してくれないと困るんだけど』

　掃除の時間、真面目にしない他のクラスメイトに注意している姿なんて何度見ただろう。皆が適当に済ませることが当たり前になっていた空間を、彼女は許さなかった。

『○○君たちが隠れて学校にゲームを持って来ていました』

　帰りの会での彼女の発言だ。教室がざわつく。ほとんどの児童はその事実を知っていながら、あまり気にせず黙認していた。そんな中で彼女は一人、それを告発したのだ。

　そう、彼女は決して周りに合わせたり、教室の空気に染まったりはしない。たとえそれがその他大勢の考えと相反するものであっても、良くないことであれば良くないと言い、常に自分の考えを堂々と述べる子だった。

　しかし当然、そのことでクラスの中では彼女は浮いた存在だった。教室という狭い空間の中で目立つ異分子。そんな彼女のことを目障りだと、疎ましく感じる人たちももちろん大勢いて……。

『なんなのあの子？　掃除くらいでいちいち注意してきてマジでむかつく』

『みんな何も言わなかったのに、なんであの子はすぐ先生にチクるのよ。ホント、空気読めないんだから』

　そんな陰口はよく俺の耳にも聞こえてきた。彼女の味方はクラスにはほとんどいないようだった。彼女は確実に、このクラスの中での「少数派」だった。

　そんな彼女の姿が俺にはずっと気になっていた。どうしてわざわざ多数派に楯たて突ついて、自ら不利な少数派でいようとするのだろう。そんなことをして、何もメリットなど無いではないか。その他大勢の一人であった俺には、それが純粋に不思議でならなかった。




　たまたま彼女と二人きりになったとき、俺はほんの興味本位で聞いてみたことがある。

『なあ、なんでわざわざ目立つようなことするんだ？　憎まれ役を買って出ているのか？』

　その問いに、彼女は意外そうに俺の方を見た。そんなこと、今まで誰にも聞かれたことが無かったのだろう。ややあって、彼女はいつもと同様落ち着いた様子で答えた。

『別にそんなつもりは無いわ。ただ自分が正しいと思ったことをしているだけよ』

『でも少数派にいたって良いことなんかないぞ。皆に疎まれるし、味方はいないし……』

『たとえ少数派になったとしても、私のやることは変わらないわ』

　そう言って、彼女は俺の目をじっと見てくる。

『でも、なんでそんなことを聞くの？　あなたには関係ないじゃない』

『いや、単純に気になったんだよ。でもすごいな。周りを気にせず、自分の意見を貫けるなんて』

　俺のその言葉に、彼女は戸惑ったように少し顔を赤らめた。しばらく経たってから、彼女はポツリと呟つぶやく。

『……すごい、か。そんなこと、初めて言われたわ』

『そうなのか？』

『ええ。悪口や馬鹿にする言葉なら、たくさん受けたことはあるけどね』

　そこまで言って彼女は再び顔を上げ、興味深そうに俺の顔をまじまじと見つめ始める。

『……ええと、あなたは確か、竹たけ村むらくん、だったかしら？』

『高たか村むら颯そう太ただけど……』

　俺がそう訂正すると、彼女は決まりが悪そうに小さく頭を下げた。

『ご、ごめんなさいっ。私、人の名前を覚えるのが苦手で……』

『別に良いよ。俺はクラスでも目立たない方だしな』

『もう忘れないわ。高村君、高村君、ね……』

　脳内に刻み込もうとしているのか、何度も繰り返し俺の名前を口にする彼女。その姿は普段の落ち着き払った彼女とは違って、なんだか新鮮だった。

（この子も、こんな表情をすることがあるんだな……）

　やがてまたこちらを向いた彼女の表情には、どことなくいつもより柔らかさがあった。普段他のクラスメイトには決して見せることのない、柔らかさが。

『高村君はうちのクラス、どう思う？』

　彼女からこんな質問をされるなんて思ってもいなかった俺は、少し驚く。

『まあ真面目にやらない奴やつらもいるけど、小学生だしみんなあんなもんじゃね？　確かにちょっと注意したくなるようなときもあるけどな』

　俺がそう言うと、彼女はちょっぴり嬉うれしそうに顔を近づけた。

『そ、そうよねっ。高村君にだって、それはおかしいって思ったり、自分の意見を言いたくなるときがあるわよね。だったら……』

　しかしそのときの俺は何も考えず、素直な気持ちを口にしてしまったのだ。

『そりゃそんなときもあるけど、どうせ少数派の意見なんて、絶対正義の多数派の前に軽く捻ねじ伏ふせられてしまうだけだ。それをすることで変に悪目立ちするくらいだったら、俺は何もしない方を選ぶかな。平和な学校生活を送りたいし』

『そ、そう…………』

　その俺の答えを聞いて、先程から彼女の顔にうっすらと表れていた、俺への期待の気持ちが一気に消えていってしまったような、そんな感じがした。がっかりしたように肩を落とした彼女の顔は、数分前までのあの堅い表情に戻っている。

『……まあ、初めから理解してもらおうなんて思ってなかったから。別に良いけど。でもね、これだけは言っておくわ』

　そう前置きしてから、彼女は続けた。

『自分の気持ちも言えず、多数派の中に丸く収まって偽りの自分を演じ続けるなんて、そんなの本当に生きているって言えるのかしら？』

　そう言い残して、彼女は俺の前から去って行った。後に残された俺はその場にポツンと立ち尽くす。そのときの俺には、彼女の最後の言葉の意味がよく分からなかった。だけど、去って行く彼女の後ろ姿がなんだかかっこよく見えた、それだけは事実だった。




　それからしばらく経たったある日の昼休み、俺は渡り廊下に数人の女子が集まっている場面に遭遇した。壁を背にした一人の女の子の前に、三人の女子が立ち塞がっている。そして彼女たちは、目の前のその女子──例の彼女相手に、次から次へと心無い言葉を浴びせかけていた。

『ねえ、いい加減ウザいんだけど。いつもいつも空気の読めないことばかり言ってさ。何様のつもり？』

『みんなと違うこと言ってる私カッコいい！　とか思ってんの？　ダサいよ、それ』

『気付いてないの？　あんた、クラス中から嫌われてるんだよ。良いい子ちゃんの振りをするのもう止やめたら？　今だったらまだみんな許してくれるよ？　ほら、謝ろう？』

　口々に発せられる、容赦ない暴言の数々。思わず泣き出してしまってもおかしくないような、そんな酷ひどい言葉をかけられても、彼女はしかし何も言い返さない。黙ったままその顔はキッとした表情で前を向き、三人に鋭い視線を向けている。しかし俺は気付いてしまったのだ。彼女のか細い脚が、小刻みに震えてしまっていることに。

（なんだよこれ……こんなの、いじめじゃねえか）

　三人対一人。これこそまさに多数派と少数派という構図の最たるものではないか。彼女はたった一人で、三人からの言葉の暴力に必死に耐えていた。そんな光景を見ていた俺は、次第に腹が立ってくる。

（『謝ろう？』ってなんだよ？　彼女は何も悪いことなんてしていない。それなのに、なぜこんな風に責められなくてはならないんだ。あいつらは人数が多いだけで自分たちが正しいと思い込んで、優位に立ったつもりでいる。でもそんなのおかしくないか？）

　今ここで俺が飛び出して彼女を助ければ、俺も彼女と同じ立場になってしまうかもしれない。「悪目立ちせず、多数派の中で平和に生きる」、そんな俺の理想が崩れてしまうかもしれない。だけど、今の俺にはそれ以上に守りたいものがあったのだ。

　俺は迷うことなく走り出すと、勢いよく彼女たちの前に飛び出した。

『おい、やめろ！　それ以上彼女を傷つけるようなことを言うなら俺が許さないぞ！』

　その場にいた全員がこちらを向く。彼女は少し驚いた表情で俺のことを見つめていた。

『は？　誰、この男子…………あっ、よく見たら地味で目立たない高たか村むらか』

『何よ急に。もしかして、この子を助けに来たの？』

　挑発的な表情でそう聞いてくる女子たちに、俺は答えた。

『地味で目立たなくて悪かったな。ああ、そうだ。お前ら、さっきから聞いてれば好き勝手言いやがって！　いつも正義を貫く彼女のどこに非があるんだよ？　寄ってたかって集団で一人をイジメるお前らなんかより、よっぽどカッコいいだろ！』

　その俺の言葉に、彼女の身体からだが少しだけピクッと反応したような気がした。

『何言ってんの？　あっ、もしかして高村、この子のことが好きなんじゃない？』

『あはは、なるほどね。そっかー、正義のヒーローってやつだ。ダサーい』

『なっ、いや……っておい！　ふざけてる場合じゃないぞ！』

　すると、女子の一人が彼女の方を向いて言う。

『あんたってさ、普段生意気言ってるくせに、私たちに責められたらビビって何も反論できないんだね。それで結局男に助けてもらうなんて、情けないと思わないの？』

『そうそう、これに懲りたらもうクラスの邪魔しないでね』

『そこの高村と二人でイチャイチャしていたら良いんじゃない？　お似合いだと思うわ』

　そこまで一気に散々言い放ってから、その女子たちは楽しそうに走って行ってしまった。

『こら待て！　まだ話は終わってないぞ！』

　ところがそんな俺の叫びも虚むなしく、渡り廊下には俺と彼女の二人だけが残される。彼女は俯うつむいた状態で、ずっと俺の隣で佇たたずんでいた。その表情は隠れていてよく見えない。

『大丈夫か？　ホント、あいつら最低だよな。でも俺がさっき言ったことは本当だから。お前は何も悪くないし、すごくカッコいいぞ。だからさ、あんな奴やつらの言葉なんて気にする必要無いからな』

　俺は彼女にそう優しく声を掛けた。しかし反応が無い。彼女はわなわなと体を震わせながら、ずっと口を閉じたままだ。

『えっと、あの────』

　すると俺がそこまで言ったとき、彼女は僅かに顔を上げた。しかしその顔はなぜか怒りで歪ゆがみ、目は俺を睨にらみつけている。そして、そんな彼女の口から飛び出したのは、俺が予想もしなかった言葉だった。

『何も分かってないくせに、余計なことしないでよ……』

『えっ……』

『…………迷惑なのよ、勘違いしないで』

　彼女が小声で発したのはそれだけだった。次の瞬間、後ろを振り返った彼女はそのまま走り去ってしまう。呆あつ気けにとられ、何も言えずに固まる俺。それからしばらくの間、俺はその場所から一歩も動けなかった。




　それから数日間、他のクラスメイトたちによる彼女への嫌がらせはますますエスカレートしているようだった。だが俺は、それを近くで見ていることしかできなかった。

『勘違いしないで』

　あのときの彼女の言葉が何度も蘇よみがえる。俺が彼女のためを思ってしたことは、ただの自己満足でしかなかったのだろうか。彼女にとっては迷惑だったんだ。そう思うと、どうしても体が動かない。それに、あれから彼女は俺を露骨に避けていた。目が合ってもすぐに逸そらされる。俺のことを嫌っているのは明白だった。そんな彼女に、俺は何も話しかけることができなかった。

　さらにいつの間にか俺が彼女と付き合っているみたいな噂うわさが流れ、俺は彼女と一緒にからかわれたり、馬鹿にされたりすることが多くなっていった。きっとあの女子三人組が広めたんだろう。

『あんな女の子のことが好きなんて、高たか村むら、お前変わってるな』

『いや、いつも彼女が一人で可哀かわい想そうだから、お情けで付き合ってあげてるだけじゃない？』

　口々に勝手なことばかり言うクラスメイトたち。ところが彼女はそんなからかわれ方をされても、何も反論せず、いつもじっと我慢していた。

　その週末、日曜日の夜、俺はベッドの上で横になりながら考えていた。

（……やっぱり、このままじゃダメだ。明日、彼女にちゃんと謝ろう。余計なことをしてごめんなさいって。嫌われても仕方ない。ただ、それだけは伝えないと）

　俺はそう覚悟を決めて、眠りに就いた。




　しかし翌日、月曜日の朝、朝の会が始まる時刻が近づいても、彼女は一向に姿を見せない。やがて担任が教室に入ってきて、朝の会が始まってしまった。

（どうしたんだろう？　朝会ってすぐ、彼女に謝ろうと思っていたのに。今まで学校に遅刻なんかしたこと無かったのに、珍しいな……）

　そんな風に首を傾かしげる俺の前で、担任が話し始めたその内容に、俺は絶句するしかなかった。

『皆さんにお知らせがあります。急な話ですが、彼女はお家うちの都合で、今日から別の学校に転校することになりました』

『……………………え？』

　俺は愕がく然ぜんとした。聞き間違えたんじゃないかと思った。自然と体が震えてくる。先週までいつも彼女が座っていた席に目を向ける。そのぽっかり空いた空席を見ながら、俺は何か、とても大切なものを失ってしまったような、そんな感じがした。

（そんな、ウソだろ……）

　彼女は何も言わずに、突然俺の前から姿を消してしまった。彼女に謝るという俺の決意は、結局果たされないまま終わってしまったのである。




　それからというもの、彼女がいなくなったクラスでは俺が少数派というレッテルを張られ、仲間外れにされるようになった。きっかけはやはりあの渡り廊下での事件だ。あれ以来、仲の良かった友達も次第に離れていき、俺は孤立するようになっていった。直接的ないじめこそ無かったものの、やはり俺はクラスで一人浮いた存在になっていた。

　俺は誰も味方がいない、孤独の怖さを知った。多数派にいたときはどれだけ楽だっただろう。彼女はいつもこんな思いをしながら学校生活を送っていたのだろうか。

　そして俺は、次第に色々と考えるようになっていた。

（なんであのとき、俺は彼女の前に飛び出したりなんかしたんだろう。彼女にも迷惑をかけ、俺も多数派から少数派に転落して、何も良いことなんか無かった）

『勘違いしないで』

　彼女のあの言葉が再び頭に浮かんでくる。

（やはり俺は勘違いをしていたんだ。余計なことをするべきじゃなかった。俺みたいな何の力も無い一般人は、その他大勢の中で安全に生きていく方が合っている）

　こうして俺、高たか村むら颯そう太たは、これからは目立つようなことはせず、多数派の中で普通の生活を送るようにしよう、そう子供心に強く誓うようになったのだった。





　　　　　　　　◇






　────「高村颯太恋愛成就プロジェクト」の発足から数日経たち、ゴールデンウィークも明けたある朝のこと。プロジェクトのメンバー三人は、校舎内の人ひと気けの少ない一角にて作戦会議を開いているところだった。

　作戦会議はまず雄ゆう介すけによる報告から始まった。

「まずは俺からだ。喜べ、高村。早速いくつか情報を仕入れてきたぜ」

　彼が手に入れた倉くら咲さき千ち春はるに関するデータはこうだ。





　・二年三組の文系クラスに所属

　・帰宅部

　・同じクラスに野の田だ栄えい子こという仲の良い友人がいる

　・その外見と性格から、クラスでは男女問わず大人気

　・去年の文化祭で行われた白雪姫の劇で、主役を演じて大好評だった






「とりあえずこんな感じだな。どうだ高たか村むら？　なかなか有益な情報ばかりだっただろ？」

「なるほどなるほど。倉くら咲さきさんは二年三組なのか……」

「帰宅部ですか。何か部活をしていたら、そこに入るという手が使えたんですけどねー」

「やっぱり高校でも人気者なんだな、倉咲さん。そりゃあ、あの美貌と性格なら当然か……」

「文化祭の劇で主役だなんて、すごいですね～」

（倉咲さん主演の劇か、見てみたかったな……去年、文化祭に行くべきだったよ）

　それから俺たちは、今後の方針について話し合うことに。

「やはり一番の問題は、倉咲先輩と話すきっかけをどうやって作るかだが……」

「学年が違うという大ハンデがありますからね。恐らくこちらから動かないと、彼女と接触する機会は卒業まで一度もやって来ないかもしれません」

「それは……確かにそうかもしれないが……」

　青あお海みの言うことはもっともだ。自分から何かアクションを起こさなければいけない。だが、どうする？　何か良い手は無いだろうか。

「確認なんだが、倉咲先輩は高村のことを本当に覚えてないのか？」

「恐らくな。三年間クラスが違ったし、あの遠足以来話した事もない。間違いないだろう」

　そう、俺の見立てでは、千ち春はるの中から俺の記憶は完全に無くなっているはずだ。遠足のときに少し会話しただけの赤の他人のことを、どうして未いまだに覚えているなんてことがあるだろうか。

「ふむ……だがどうだろうな？　本当に覚えていないものなのだろうか？」

　腕組みをしながら考え込む雄ゆう介すけ。続いて口を開く。

「だけど、覚えているいないに関係なく、同じ中学出身という事実はアドバンテージだよな。それを利用してどうにか接点を作れないか？」

「どうやってだよ？」

「だからさ、お前が二年の教室に行ってこう声を掛けるんだよ。『久しぶり、倉咲さん。俺のこと覚えてるかな？　中学のとき同じ学年だった高村なんだけど、今は浪人して一年生なんだ。これからよろしく』ってな」

「新手のナンパかよ、普通に文面が気持ち悪いんだが。『は？　なにコイツ？』って思われそう」

「人の案に文句ばかり言ってないで、自分も何か意見を出せよな」

「ごめん……」

「うーん、違う学年の子と接点を作るのってやっぱり難しいよなあ……」

　そう零こぼした雄ゆう介すけは、やがてしびれを切らしたのか、大きく息を吐き出すと言った。

「もういっそのこと、初対面でいきなり告白するってのはどうだ？　ラブレターかなんかで先輩を呼び出してさ」

「ええっ!?　そ、それはちょっと、怖いよな……いきなり告白なんて……」

　渋る俺を見て、雄介と青あお海みはお互いの顔を見合わせる。

「なんか、思うんだが、高たか村むらってさ……」

「はい、私もずっと思っていました。颯そう太た先輩って……」

「な、なんだよ……？」

　そして二人揃そろって俺を見ながら（おまけになぜか青海は嬉うれしそうな顔をしながら）、息ピッタリにこう告げた。

「「ヘタレだよな（ですよね）……」」

「なんでそんなに綺き麗れいにハモるんだよ！」

「でもさ、どうしてそこまで怖がるんだ？　高村って、浪人生のこともクラスのみんなに必死に隠しているけど、そんなにバレたくないのはなぜなんだ？」

　雄介のその問いに、俺は言葉が詰まる。

「えっと、その、それは……」

　俺の脳裏には、数年前のあの日々の記憶が蘇よみがえってきた。自然と俺の口からは小さな声が漏れる。

「……誰も好き好んで、少数派になりたがる奴やつなんていないだろ……」

「ん、なんか言ったか？　少数派？　なんだそれ？」

　その雄介の声を聞いて、俺は瞬時に我に返る。

「えっ、い、いや、何でもない。今のは気にしないでくれ」

「そうか……？」

　釈然としない様子の雄介の前で、俺はそう言ってなんとか誤ご魔ま化かした。




　────結局その日の作戦会議では、これといった結論は出なかった。





　　　　　　　　◇






「皆さん、おはようございます。入学から一か月が経たち、そろそろ高校生活にも慣れてきた頃だと思いますが、二週間後には高校最初の定期テストがあります。良いスタートダッシュを切れるよう、勉強の方もしっかり頑張ってくださいね」

　担任の話を聞きながら俺は考える。

（定期テスト、ねぇ……）

　これもまた俺には懐かしい響きの言葉だ。だが今の俺には自信がある。なぜなら俺は他のクラスメイトたちと違って、一年多く勉強しているのだから。

　千ち春はると同じ高校に行きたい、その一心で昼夜問わず勉強に明け暮れた浪人時代の日々。その努力のおかげで、俺の学力は以前と比べ大幅に向上していた。

「……さてそれでは、ここで先月実施した実力テストの結果を返却します。順番に取りに来てください」

　そう言って担任は生徒たちの名前を読み上げ始めた。名前を呼ばれた生徒が一人ずつ教卓へと足を運び、彼女から答案用紙を受け取っていく。

　それはいわゆる新入生テストである。入学までの間に出された課題をどれだけ理解しているかが問われる試験。内容は中学の範囲が中心で、しっかり勉強していればそこまで難しい問題ではないのだが……。

「高たか村むら君」

「はい」

　教卓にて俺は担任から答案用紙を受け取った。科目は英・国・数の三教科だ。俺は結果を見て安あん堵どした。どの教科もかなり高得点である。予想はしていたが、いざこうして得点を見ると嬉うれしいものである。

「藤ふじ本もとさん」

「あっ、はいっ」

　席に戻ってテスト用紙を眺めていた俺は、その声に顔を上げた。担任に名前を呼ばれた青あお海みが、ゆっくりと教卓へと歩いていく。その雰囲気はいつも通りの落ち着いた様子だ。

　しかし何気なくそんな彼女の姿を見ていた俺は、次の瞬間、思わず目を見張ってしまった。そう、担任から答案を受け取った途端、青海の表情は一変したのである。その顔は青ざめ、紙を持つ手はここからでも分かるくらいに震えている。動揺しているのは明らかだ。そしてそのまま彼女は、重い足取りで座席へと戻って行った。その足元はおぼつかない。

（あいつ、まさか……）




　時は流れ放課後。雄ゆう介すけや他のクラスメイトも皆教室を出ていき、残っているのは俺と青海だけ。帰り支度をする青海の隣で、俺は思い切って聞いてみた。

「そういえばさ、藤本って、今朝返ってきた実力テスト、どうだった？」

「ひゃい!?」

　バサバサー。青海が驚いて手を離した拍子に、机の中から教科書やノートが床に散乱する。

「おいおい、大丈夫か？　手伝うぞ」

「いえ、お構いなく」

「そう言わずにさ」

　俺がノートを拾おうと屈かがんだとき、床に落ちた一枚のプリントが目に留とまった。それを見た俺は、思わず声を出してしまう。

「に、にじゅうさんてん……」

「あああああ！　ちょっと、見ないでくださいよ！　私の答案！」

　慌てて彼女がその紙をひったくるが、時すでに遅し。一度見てしまったその映像は、俺の脳内に強烈に刻み込まれてしまう。その紙は正真正銘、今朝の実力テストの答案だった。

「二十三点って、マジかよ……」

「ううぅぅ……」

「なあ藤ふじ本もと、残り二つの答案も見せてくれないか？」

「それは無理です。企業秘密なんで」

「馬鹿言ってないで、ほら、見せなさい」

「うぅぅ、これです……」

　青あお海みは観念したのか、おずおずと二枚の紙を俺に差し出した。藤本青海。可愛かわいらしい字でそう書かれた名前の横に、赤ペンで大きく記されていた点数は……。

「嘘うそだろ、おい……」

「ううぅぅぅ……」




　その帰り道、俺は思わず言葉を漏らした。

「いやー、まさか藤本がこんなに勉強が苦手だったなんてな……」

「べ、別に！　苦手ってわけじゃないですよ！　今回はたまたまです、たまたま！」

　青海は必死にそう弁解するが、それはちと言い訳が苦しい。ほぼ中学レベルの問題ばかりのこのテストで、三教科ともこんなに低い点数というのは……。

「そう言う颯そう太た先輩はどうなんですか？　人のこと言えるんですか？」

「言えるさ、ほら」

　俺は鞄かばんの中からテストの答案を取り出すと、青海に広げて見せた。それを見た彼女、せっかくの反論する余地を潰されてしまい、ぐうの音も出ない様子で塞ぎ込んでしまう。しかししばらくして、何かを悟ったように口を開いた。

「そ、そりゃあ、颯太先輩は私より一つ年上なんですし、これくらいできて当たり前じゃないですか。むしろ、先輩が私みたいな点数だったらそれこそ大変ですよ～」

「なに開き直ってるんだよ。言っておくが、柏かしわ木ぎや、クラスの他の子も、俺が知る限り藤本より点数良かったぞ」

「グサッ。それは言わない約束です……」

　心臓に手をやり俯うつむく青あお海み。そのポップな動きに、この後輩が現在の状況をちゃんと理解できているのかどうか不安になる。

　中学時代は学年が違ったのもあって、同じ部活と言えど彼女の成績を知ることは無かった。だがまさかこんなに酷ひどかったとは……。

　そして俺の頭には、当然ともいえる疑問が浮かぶ。

「藤ふじ本もと、お前、なんでこの高校に入れたんだ？」

「それは…………神が、かかったと言いますか……」

「奇跡ってことかよ」

　そこまで言ってから俺はふと思う。

（……妙だな、なんで藤本はわざわざこの高校を受験したんだ？　地元から距離も遠いし、学力も到底足りていない。何か理由でもあったのか？　不合格になるかもしれないリスクを背負ってまで、この高校じゃなければ駄目な理由が……？）

　と俺がそこまで考えたとき、青海が意外そうに言葉を漏らした。

「でも、少しびっくりしました。颯そう太た先輩って、顔に似合わず結構頭良いんですね」

「顔に似合わずってどういう意味だ。お前は俺の顔を何だと思っている？」

「えっと、交番とかに貼ってある、下に値段が書かれた……」

「指名手配犯って言いたいのか？」

「そうっ、それです！」

「失礼過ぎるだろ。俺は普通の善良な市民だぞ。それにあの写真の下の数字は値段じゃない、懸賞金だ。お前はあれを商品だと思っているのか」

「えっ、違うんですか？」

「違うに決まってるだろ。懸賞金っていうのはだな、その人物の逮捕につながる有力な情報を警察に提供したら、その額のお金がもらえるんだよ」

「指名手配犯を警察に売る……分かりました、つまり買取価格ってことですね？」

「だから違うって！　なんでそうすぐに人身売買の話に持っていこうとするんだよ」

「へぇ～。でもそれはさておき、颯太先輩が頭良いのは意外でした」

「まあ俺だって、人より一年多く勉強しているわけだからな。それに、周りの一つ下の同級生たちよりは良い成績を取らないと、って気持ちもあるんだ」

「まだまだ若いもんには負けてられん、ってやつですね」

「なんかちょっと違うような気もするが……」

「颯太先輩、三教科とも高得点なんですね……。すごいです。私、先輩のこと、保健体育だけ満点のイメージだったんですけど……」

「どんなイメージだよ。偏見にも程があるだろ」

　そんなことを話していると、俺たちは程なくして学校の最寄り駅へと到着した。部活の無いうちの高校の生徒たちが、チラホラと改札を潜くぐり抜ぬけているのが見える。そんな姿を見ながら、俺は隣を歩く後輩に告げた。

「……俺、藤ふじ本もとに勉強を教えてやるよ。今度の中間テストに向けてさ」

「えっ、勉強を……？」

「そうだ。多分このままだと、中間テストでも酷ひどい点を取りそうだからな。今の授業だって、全然付いていけてないんじゃないか？　この感じだと」

「それは……まあ……」

　青あお海みはモジモジしながら顔を俯うつむかせ、遠回しに肯定の意を示す。

「だろ？　高校には中学とは違って、留年ってのがあるからな。成績が悪すぎると、上の学年に進級できなくなるんだ。そうなったら大変だろ？　…………いや、待てよ？」

　俺はそこで、腕組みをしながら考え込む。

「もし藤本が留年になったら、俺とお前は再び一学年差になり、藤本にとって俺は正真正銘の先輩になるのか…………それはそれで、悪くはないな……」

「そんな、酷いですよお、先輩！」

「ははは、冗談だよ」

「むぅ……」

　頬ほおを膨らませる青海。俺たちは地下鉄のホームへと降りてきていた。構内に電車の接近アナウンスが鳴り響く。

「だからさ、藤本が留年しないように俺が協力してやるよ。藤本には普段から色々と世話になってるし。たまには俺にもお返しさせてくれよ、な？」

「颯そう太た先輩、優しいです……」

「それに、先輩として、後輩に勉強を教えてあげるのなんて当たり前だしな。先輩として」

「先輩をやたら強調するんですね。私たち、クラスメイトなんですよ？」

　青海がそこまで言ったとき、駅に電車が滑り込んできた。

「日頃のお返しだよ。じゃあ明日から、マンツーマンでみっちり特訓してやるからな。覚悟しておけよ」

　電車の扉が開く。車内に乗り込み、扉付近に立つ俺たち。すると俺の方を向いた青海が微笑ほほえみながら、小さな声で俺に囁ささやいた。

「ありがとうございます、颯太先輩っ」

「ああ、どういたしまして」

　そして俺たち二人を乗せた電車は、そのまま駅から走り去って行った。





　　　　　　　　◇






　翌日の放課後、俺と青あお海みは早速学校の図書室で勉強していた。テスト勉強の開始である。テキストと睨にらめっこすること数時間、気付けば時刻は午後六時を回っていた。俺は今の時刻を確認するとペンを置く。

「今日はこれくらいにしておくか。そろそろ下校時刻だし」

「ふぅ～。疲れました」

　俺の合図に、青海はそう言って伸びをした。全く、疲れたのはこっちの方なんだが。

「集中して勉強すると疲れますよね」

「何言ってんだ、途中うとうとしてたくせに」

「だって～、眠いんですもん。集中力がなかなか続かなくて……」

　実際、青海はあまりモチベーションが高くないようだった。雑談をしているときは笑顔で楽しそうにしているのだが、いざ問題を解き始めるとすぐにうつらうつらする。

「……藤ふじ本もとって、中学のときの成績はどうだったんだ？」

「中学の成績、ですか？」

「ああ。ほら、俺と藤本って部活でしか接点が無かったから、あまり知らないんだよ。どうだったのかなーって思って」

「そ、そうですね……普通ですよ、普通！　至って普通です！」
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「本当か……？」

「あーっ、疑ってますねっ！」

「いや、でもこの惨状を見せられたらな……」

　俺はそうぼやいて、目の前の机に広げられたテキストやノートへと目を向けた。その俺の動作にややうろたえた様子の青あお海みは、弁解（？）を始める。

「私だってテスト前は頑張って勉強していましたよ。だってもし欠点を取ったら、その後しばらく部活に参加できなくなるって決まりだったじゃないですか」

「そう言えばそうだったな」

「なので私はテストの時期は日課にしていたホラー映画鑑賞も封印して、一生懸命テスト勉強に取り組んでいたんですから！」

「なるほど、部活に行けなくなるのがそんなに嫌だったってことか。やっぱり、陸上が好きなんだな、藤ふじ本もとは」

　俺がそう言うと、彼女は途端に言葉を詰まらせた。

「えっと、それは……陸上ももちろん好きですけど、それ以上に……」

「それ以上に？」

「…………いえっ、何でもないですっ！　そうです、前にも言った通り、私は走るのが好きなんですよっ」

「そ、そっか……」

「私が二年生のときの春の大会、覚えてますか？　実はあのとき、直前のテストの結果があともう少し悪かったら、私出場できなくなるところだったんですよ。だから本当に死に物狂いで勉強しましたね～、絶対に大会に出たかったですから」

「そんなことがあったのか……でもよく頑張ったな、偉いぞ」

「はいっ」

　俺に褒められ、微笑ほほえみながら喜ぶ青海。

「……その大会って、確か藤本がかなり惜しいところまで行ったやつだったよな？」

　俺がそう尋ねると、彼女はさらに嬉うれしそうになって身を乗り出した。

「そうですよ！　覚えていてくれたんですね！」

「当たり前だろ。はっきり覚えてるよ、あのときのことは────」





　　　　　　　　◇






　走り終え、待機場所へと戻ってきた青海は今、一人椅子に座って休憩していた。その表情は、先程他の部員たちと話していたときとは明らかに違う。なおも競技が行われている陸上トラックの方を、じっと悔しそうに見つめている。

　実際、あと僅かにタイムが短ければ決勝に進める記録だったのだから、彼女の気持ちもよく分かる。青あお海みは入部当初から好記録を連発し、陸上部の期待の星だった。今回の大会も、ここ最近調子を上げてきていた彼女にとって、次のステップに進む大きなチャンスと言えた。だがその結果は……。

『みんなごめんね、次、また頑張るから』

　数分前、みんなの前では笑みを絶やさずにそう答えていた青海。本人が一番悔しいはずなのに、全くそんな様子など見せず、気丈に振舞っていた。しかし今は違う。

（あいつ、やっぱり落ち込んでるな……みんなの前ではあんなに元気そうだったのに……）

　そんな青海の姿を遠くから見つめていた俺は、右手にペットボトルを持って、彼女の所まで歩いて行く。

『お疲れ、藤ふじ本もと』

『あっ、颯そう太た先輩』

　そこで初めて俺に気付いたのだろう、青海の顔にはうっすらと笑顔が戻る。

『今日はよく頑張ったな。ほら、これは俺からのおごりだ』

『あ、ありがとうございますっ』

　俺は彼女にそのスポーツドリンクを手渡してから、彼女の隣に座った。

『……あの、飲んでも良いですか？』

『ああ、もちろん』

　俺がそう答えると、青海は早速それをゴクゴクと飲み始めた。それを俺は黙って待つ。やがてペットボトルを口から離した彼女は、一息ついてから言った。

『先輩、すみません。決勝に進めなくて……』

『なんで謝るんだよ？』

『だって、みんな応援してくれていたのに、私があともう少し頑張っていたら……』

『藤本は十分頑張ったよ。それは俺もよく知ってる。だから気にすることない。また次、頑張ればいいだけじゃないか』

『そう、ですけど……』

　青海はそう返して、暫しばし口をつぐんだ。そして数秒後、彼女は話し始める。

『私、入部した当初はただ陸上が好きで、走るのが楽しくて、それだけだったんです。記録を伸ばしたいとか、大会で高成績を取りたいとか、そんな気持ちは全く無くて。でもみんなに期待されて、一生懸命練習するうちに、徐々に欲が出てきたんです』

『欲、か……』

『はい。どうせやるなら、上を目指したいって。そう思って挑んだ今回の大会でしたけど、やっぱりそう甘くは無かったですね。上には上がいるって、そう痛感しました』

　そこまで言って、彼女は大きく伸びをした。

『こんなに悔しいだなんて思いませんでしたよ。こんな気持ち、生まれて初めてです』

『……それだけ真剣にやっていたってことだろ。凄すごいことだと思うぞ。俺なんかまたいつものように予選落ちだけど、そこまでの感情は湧いてこないもんな』

『凄いこと……』

『ああ、だから落ち込んだりしてる場合じゃない。その悔しさをバネに変えて、また頑張れば良いんだよ。そんな気持ちがある藤ふじ本もとだったら絶対にできる』

『本当ですか……？』

　青あお海みが首を傾かしげて俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

『本当だって。人は失敗しながら学んで、少しずつ成長していくんだよ。俺もそうだったし。だから今日の経験は必ず力になる。もっと自信を持つんだ』

『自信…………どうやったら、私も自信を持てるようになりますか？』

　青海は真剣な表情で、俺にそう尋ねてきた。

『今日一緒に走った他の選手たちは、みんなとても落ち着いた様子で、凄く自信がありそうでした』

『……そう見えるだけじゃないか？』

『と、言いますと？』

『意外とみんな緊張しているものだぞ、ああいう場所って。最初の頃は自分だけがって錯覚しがちなのも分かるけどな。向こうだって、藤本を見て同じように思ったかもしれない。世の中藤本が思っているほど、自分に自信がある人なんてほとんどいないよ』

『そう、でしょうか……？』

『それでも少しでも自信を強めたければ、やはり練習あるのみじゃないか？　日頃から好タイムを頻繁に出せるようになれば、つまり結果が付いてきたら自信に繋つながるだろうし。何事もそうだと思うけど、日々の努力の積み重ねじゃないかな。まあ、俺が言えたことじゃないけどさ』

『なるほど……』

　納得したように頷うなずく青海。その顔には不安が幾分か解消されたような、そんな晴れやかさがうっすらと浮かんでいた。俺の気持ちは、彼女にちゃんと伝わっただろうか。

『それに、良い意味で気楽にやるのも大事かもしれないな。ほら、気負い過ぎて体が固くなると、パフォーマンスにも影響が出るだろ』

『た、確かにそうですね……私、ちょっぴり気合いが入り過ぎていたのかもしれません』

『藤本らしく楽しんで走れば良いんだよ。無理せず、自分のペースでさ』

『そう、ですね……そう考えると、少し気持ちが楽になってきました』

　青海の顔にようやく明るさが戻ってきた。俺は一安心する。

『そうか、良かったよ』

『ありがとうございます、先輩』

『礼を言われるほどのことじゃない。たまには先輩らしいこともしないとな。正直、お前の方が能力は上なんだから、技術面で教えられることは俺にはほとんど無いし』

『そんなことないですよっ。先輩はいつも私の練習に付き合ってくれたり、アドバイスしてくれたりして、とっても感謝しているんですから！』

『そ、そっか……？　なんか照れるな……』

　改まってそう言われ、俺は恥ずかしさで頬ほおをポリポリと掻かく。すると青あお海みは、俺の顔をじっと見つめながら口を開いた。

『あの……そんな先輩にお願いなんですけど、私が走っているとき、少しで良いので私のこと応援してくださいよ』

『またそれか……いやだから、もちろん応援はしてるって』

『でも、全然先輩の声が聞こえないんですけど……』

『それは……』

　俺は他の部員の競技を見るときに、周りのみんなのように大声を上げて応援するタイプではない。黙ったままじっと見守っていることがほとんどだ。他の部員に、

『高たか村むらももっと声を出して応援しろよ』

　なんて言われても常にスルーしていた。というのも何となく恥ずかしいのだ。あまり目立った行動をとりたくない、そんな気持ちも影響しているのかもしれない。とにかく俺は今まで、応援で必死に叫んだりしたことなんてこれっぽっちも無かった。

『でも、先輩が私の名前を呼ぶ声が聞こえたら、私もっと力が出てくるような気がするんです。そしたら、今度こそ新記録を狙えそうな……だ、ダメですか……？』

　この後輩はそう言いながら、ウルウルと懇願するような目で俺に訴えかけてくる。その目に耐えきれなくなった俺は、仕方なくこう答えるしかなかった。

『……わ、分かったよ。じゃあ今度、もし気が向いたらな』

　ぶっきらぼうにそう告げると、彼女は途端に顔を綻ばせて言った。

『……本当ですか、嬉うれしいです！　楽しみにしていますねっ。約束ですからね？』

『あ、ああ……』

　俺はそう返して、トラックの方へと目を向ける。フィールドの上では、なおも白熱の競技が続いていた。暫しばしの沈黙の後、俺はその光景を見ながら呟つぶやく。

『また数か月後に次の記録会がある。そこに向けて、一緒に頑張ろうな』

『はい！　私、頑張ります！』

　俺の言葉に元気にそう答えてから、青海は再び美お味いしそうにスポーツドリンクを飲み始めた。その様子からは、先程までの落ち込んだ雰囲気はもう見られない。そんな彼女の姿を見ながら、

（藤ふじ本もとって、悩みなんか無さそうに見えて、意外とこんな一面があったんだな……）

　俺はそんなことを思っていた。





　　　　　　　　◇






（────それから、藤本は今まで以上に精力的に練習に取り組むようになったんだよな……だけど……）

「……先輩、聞いてますか？」

「はっ！　ごめんごめん、ちょっと考え事をしていたよ……」

　俺は謝りつつ隣に座る女の子の顔を見た。そこにいるのは、先程の回想シーンに出演していた三つ編みぐるぐるメガネの女の子とは違う、オシャレで今風な女子高生。時の流れはあるとはいえ、この二人は本当に同一人物なんだよな？　なんとも不思議な気分だ。

「もう、まったく……」

「で？　何の話だ？」

「ですから勉強の話ですよ！　要するにですね、私はここぞというときには頑張れるんです。この高校にだって、必死に勉強してこうしてなんとか合格できたわけですし」

「なるほど、つまり何か目標のようなものがあれば、今回のテストに向けてもやる気が湧いてくるということか……」

　そこまで考えたとき、ふと俺の中に一つの案が浮かんだ。

「……しょうがないな。よし、じゃあこうしよう。今度の中間テストで、全教科欠点を回避出来たら、何か一つお願いを聞いてやることにするよ」

「ほんとですか!?」

「ああ。何が良い？」

　俺がそう聞くと、青あお海みは腕組みをして考え始めた。その顔を見るに、何をお願いしようか、頭をフル回転させて考えを巡らせているようだ。できればその労力を是非勉強のときに使って頂きたいのだが……。

「藤本は好きな物とか無いのか？　もしあるなら、それをご褒美に買ってあげても良いが」

　その言葉を聞いて、青海は思い当たったように顔をピクリとさせる。

「それですっ」

「おっ。何か欲しい物でも思いついたのか？」

「いえ、違います。先輩って、いつも私のこと藤本って苗みよう字じで呼んでるじゃないですか？」

「おお、そうだな」

　すると青海は俺の顔を見て、真剣な表情に目を輝かせながら言った。




「────だから、今度のテストで私が全教科欠点を阻止出来たら、私のこと、『青あお海み』って、下の名前で呼んで欲しいです！」





　　　　　　　　◇






（おっ、あったあった）

　昼休み、混雑する食堂の中で空席を探していた俺。やがて、何とか二人分の席を確保することに成功した。席に座ると一息つく。隣のスペースはもちろんあいつの分だ。

（ふぅ、空いている席が見つかって良かったよ。さて、青海はまだかな……）

　青海は俺とは別のレーンに並んでいた。どうやらまだもう少し時間がかかりそうだ。先に食べ始めるのもなんだし、青海が来るまでしばらく休憩することにしよう。

　────なんて俺が考えていたとき、それは起こったのである。俺は少し、油断し過ぎていたのかもしれない。きっとそうだ。

「あれっ？　もしかして……高たか村むら君？」

「ふぇ？」

　突然自分の名前を呼ばれ、俺は変な声を出してしまった。本当に、不意打ちにも程がある。そして、俺がその声のした方に目を向けると、そこにいたのは…………。

（嘘うそ、だろ……？）




　────なんと、俺の目の前に立っていたのは、俺の想おもい人だったのだ。




「倉くら、咲さき、さん……」

「高村君？　高村君だよね！」

（な、何だよこの状況は！　一体どうすれば!?　いや待てよ？　そんなことより）

「……えっ、倉咲さん、俺のこと覚えているのか？」

「当たり前じゃない！」

　そう叫んだ彼女、倉咲千ち春はるは驚きと嬉うれしさが入り混じったような表情で、こちらに身を乗り出してきた。

「うわあっ、久しぶりっ！　同じ高校だったんだ！　知らなかったよー！」

「あ、ああ……」

　正直、このときの俺の頭の中はパニックに陥っていた。まず、いきなり千春が目の前に現れたのもそうだし、それになんと、彼女が俺のことを覚えてくれていただと!?

「同じ学年でこの高校に進学したの、私だけだと思っていたから、嬉しいな～」

　千春は純じゆん真しん無む垢くな笑顔で俺に話しかけてくれる。その様子は、あの四年前の遠足のときの彼女と何ら変わってなどいなかった。

「……ねえ千ち春はる。その冴さえない男、誰？」

　すると千春の隣にいた、黒髪ショートカットの女の子がそう尋ねた。この子は、俺が千春を見かけたときにいつも彼女と一緒にいた女の子である。それにしても冴えない男とは失礼な。

「ああ、えいっち。紹介するね。こちらは私と同じ中学出身の、高たか村むら颯そう太た君」

「ふーん……」

　えいっちと呼ばれたその女子は、自分から聞いておいて、その千春の紹介に対してあまり興味が無さそうだった。続いて千春は俺の方を見ながら、自分の左手をその黒髪少女の方へ向ける。

「高村君にも紹介するね。彼女の名前は野の田だ栄えい子こちゃん。私と同じクラスで仲良しなんだ。私はえいっちって呼んでるんだけどね」

「そ、そうなんだ。は、初めまして、野田さん」

　俺は頭が混乱する中で、最大限親しみを込めてそう挨拶をしたはずだった。だが、彼女からの返事は……。

「………………」

（な、なんで何も言ってくれないんだよ、この人は……）
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「あれっ？　え、えいっち、どうしたの？　なんか高たか村むら君に愛想悪くない？」

「…………別に」

　そう言って彼女は顔を逸そらしてしまった。どうしたんだろう、俺は何か彼女を怒らせるようなことでもしてしまったのだろうか。

　だがそれよりなにより気になるのは、なぜ千ち春はるが俺のことを知っていたかということである。ましてや、顔のみならずフルネームまで。それにこんなに明るく接してくれるなんて。中学時代、俺たちはそんなに親しかった覚えは全く無いのだが。

　しかしそんな俺の混乱をよそに、彼女は話し続ける。

「でも、高村君が同じ高校にいたことに入学してから一年以上も気付かなかったなんて、私びっくりだよー」

「ま、まあそういうこともあるんじゃないか？　この学校は生徒数も多いしさ。ははは……」

「ねえ、ところで高村君っていま何組なの？　一年生のときは？」

「なっ!?　い、いや、それはだな……」

　俺は言葉に詰まった。これは想像すらしていなかった展開である。彼女は明らかに俺のことを、自分と同じ高校二年生だと思い込んでいる。しかしそれも無理はない。誰が浪人生だと思うだろう。果たしてここはどう答えるべきなのか。確か前、千春は二年三組だと雄ゆう介すけが言っていた。ならばそれ以外のクラスを答えなければならないが……。

「えっと、俺のクラスは…………」

　返事に困り、俺は自分のことを見つめる千春から目を逸らす。するとその拍子に、千春の隣に立っていた栄えい子この姿が視界に入った。それを見て、俺は思わず息を呑のむ。

（な、なんだよ、あの目は……）

　なんと彼女は、不審者でも見るような目つきで俺のことを見ていたのだ。少し顔を傾かせ、探るような目つきで俺の姿を眺める黒髪少女。

（確かに俺の行動は挙動不審には違いないが、何かちょっと怖いぞ……）

　俺は彼女の鋭い視線から逃れるように千春に問いかける。

「でも、倉くら咲さきさんはどうして俺なんかのことを覚えてるんだ？　そんなに接点も無かったのに……」

「そんなの当たり前だよ！　だって────」

　千春がそこまで言いかけたそのとき、ついにその栄子が動いた。

「……ちょっと、そんなことより、私たち、今空いてる席を探しているのよ」

　彼女は俺に向かってぶっきらぼうにそう言った。それは彼女が俺に対して行った、初めてのコミュニケーションだったかもしれない。その言葉を聞いて、千春が思い出したように口を開く。

「あっ、そうだった。話に夢中になって忘れてたよ。私たち、座る席を探していたところなの」

　千ち春はるはそう言って辺りを見回した。食堂はなおも大勢の生徒で溢あふれかえっている。

「……えっと、確か高たか村むら君って言ったかしら？　見たところ、あなたの隣の席が空いているように見受けられるのだけれど」

　栄えい子こはそう言って、俺の横の空席に目を向けた。この満席の食堂の中、一際目立つポッカリと空いた一つの空席。だが、そこは俺が青あお海みのために取っておいた場所なのだが……。

「えっと、この席は、その……」

「でも、一つだけだったら、私たち二人は座れないよ？」

　千春が栄子にそうもっともな指摘をすると、しかし栄子は急にとんでもない暴論を唱え始めたのだ。

「簡単な話じゃない。高村君がそこをどけばいいのよ。そうすれば、私たちはそこで二人座って昼食を食べられるわ」

「はい？」

　彼女の口から飛び出したのは、とんでもなく自己中心的な考え方だった。しかも彼女はそれをいとも簡単に言ってのけたのである。さも当然のことのように。

（い、いきなり何を言い出すんだ、この人は……！）

「ちょ、ちょっと、えいっち！　ここは高村君が先に見つけた場所なんだから、私たちが後から横取りしちゃダメだよ～」

　千春がそう言って栄子をたしなめる。良いぞ千春、もっと言ってやれっ。

「もしあなたがここで席を譲らなければ、千春はこのまま路頭に迷うことになるわよ。高村君はそれでも良いのかしら？」

　栄子は少し意地悪な笑みを浮かべながら、俺にそう尋ねてきた。いや、でも路頭に迷うはさすがに大おお袈げ裟さだろ。

（こいつ……一体何がしたいんだ……）

「えいっちはさっきから何を言っているの？　高村君が困ってるじゃん」

　心優しい千春は俺のことを気遣ってくれている。だが、このままこうしていても埒らちが明きそうにない。千春に紳士的なところを見せられるチャンスでもあるし、ここは二人に席を譲ろうか……。俺はそう考えて、席を立ち上がった。

「二人でここ使って良いよ。俺は別の場所探すから」

「そんな、悪いよ！」

　すると、そのとき……。

「颯そう太た先輩、お待たせしました……って、あれ？」

　声のした方を振り向くと、例の空席の手前に、俺のクラスメイトの女の子が立っていた。彼女はそこでようやく俺たちの様子に気づいたのだろうか、手にトレーを乗せたまま、座りかけたその動きが止まる。明らかに驚いている様子だ。

「えっと……」

　彼女が口ごもっていると、突然の女の子の登場に、千ち春はるが納得したように声を出した。

「なあんだ。高たか村むら君、こんなに可愛かわいい後輩の彼女さんがいたんだね。もう～、それなら早く言ってよ～。それで二つ席を取ってたんでしょ？　それならなおさら私たちが譲ってもらうわけにはいかないよ」

「いや、こいつは彼女ってわけじゃなくて……」

　俺のそんな訂正は聞こえているのかいないのか、千春はそこまで言って、両手で持ったトレーの端を栄えい子この背中に軽く押し当てる。

「ほら、えいっち。他に空いている席がないか、探しに行くよ！」

「ま、まあ、千春がそう言うなら、別に私は構わないけれど……」

　千春にそう提案された栄子はやけに素直だった。さっきまでの俺に対する威勢はどこに行ったのか。千春は栄子を押して歩きながら、こっちを見て言った。

「じゃあまたね、高村君！　ほら、えいっち、行くよ！」

「ちょっと、押さないでっ！」

　やがて、笑顔の千春と、少し取り乱した様子の栄子は人ごみに紛まぎれて姿を消した。後には俺ともう一人、千春に俺の彼女と間違われた女の子だけが残される。

「……ふぅ……まさに台風一過だ」

　俺は息を吐いた。俺の今の頭の中は、まるで台風が過ぎ去った後みたいにぐちゃぐちゃだ。

（それにしても、なんか……）

　さっきあの場に青あお海みが現れて、心が少しほっとしたように感じたのはどうしてだろう。




　数分後、昼食を終えた俺たちはそのまま席に座って話し合っていた。緊急会議である。

「……それで先輩、さっきのあれは何なんですか？」

「さっきのあれって？」

「とぼけないでください。倉くら咲さき先輩ですよ。確か彼女は颯そう太た先輩のこと、完全に忘れてしまったはずだったんじゃないんですか？　でも今の様子は明らかに違いましたよね？」

「ああ、そうだな……正直俺も混乱しているんだ。まさか倉咲さんが俺のことを覚えてくれていたなんて……」

「それどころか、とても親しげでしたよね。どうするんですか？　一から新しく仲良くなるなんて杜ず撰さんな計画は、これでものの見事に破綻してしまいましたよ」

「そうなんだよな……」

　辛辣な言われようだが、まさにその通りだ。

「だけど見方を変えればこれ、かなりの好展開じゃないですか？　倉くら咲さき先輩の颯そう太た先輩に対する好感度は結構悪くなさそうでしたし。これをきっかけにすれば仲良くなれそうですよ。そういえば倉咲先輩に自分が一年生だって伝えたんですか？」

「いや……、思わず嘘うそをついちまった」

「はい？」

「彼女にいきなりクラスを聞かれたから、どう答えるべきかパニックになっちゃって、咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしてしまったんだ。結局有う耶や無む耶やになったけど……」

　その俺の答えに、青あお海みは大きく息を吐き出した。

「はあ……本当に何やってるんですか、先輩……ヘタレにもほどがありますよ」

「悪かったな。あまりに急展開過ぎたんだ。しょうがないだろ。それにあの状況で二年何組なのか聞かれて、実は一年生なんですなんて恥ずかしくて言えねえよ」

「そんな言い訳は良いですから、次会ったときに正直に言いましょう。浪人してまだ一年生なんですって。浪人生だとバレてはならないっていうのは、彼女だけは例外ですからね。分かりましたか？」

「ああ、頑張るよ……」

　クラスメイトの後輩にそう諭され、俺は渋々そう返事をしたのだった、が……。





　　　　　　　　◇






「それでですね、爪切りかと思って指の爪に当てたら、それは実はステープラーだったんですよ」

「何なんだよ、その話は」

　それは食堂で千ち春はると再会した日の翌朝のことだった。学校に到着した俺と青海は、いつものように昇降口で靴を履き替えていた。

「よし、じゃあ教室に行くか」

「はいっ」

　そして、俺たちが一年フロアの方に向かおうとした、そのとき……。




「あっ、颯そうくんだ！　おはよー」




　昨日聞いたばかりのあの声が、俺の耳に優しく届く。俺が声のした方を振り向くと、彼女は俺たちの所に歩いてきた。その傍そばにはもれなく例の友人も付いている。

「昨日に続いてまた会ったねっ」

「お、おはよう、倉咲さん……」

　千ち春はるを目の前にして、俺の心拍数は著しく上昇していく。昨日会ったのは昼だったが、朝の千春もそれに負けず劣らず可愛かわいいいいい！

「そんな他人行儀じゃなくても良いんだよ？　初対面じゃないんだし！」

「あっ、うん……それより、颯そうくんって？」

「高たか村むら颯そう太ただから颯くん！　その方がなんか言いやすいかなーって思って。良いでしょ？」

「あっ、うん……」

　思わず「うん」と答えてしまったが、千春にそんな呼び方をされて、舞い上がらない方がおかしい。しかし油断は禁物だ。調子に乗るとぼろを出す恐れもある。何より彼女の隣では相変わらず、栄えい子こが主人を守る猟犬のように目を光らせているのだから。

「ねえ、颯くん。颯くんって、結局二年何組なの？　昨日は聞けず仕じ舞まいだったけど」

（な!?）

　栄子に気を取られていた俺は、突然のその千春の質問に、完全に不意を突かれる形となってしまった。

「……どうしてそんなに驚いてるの？」

「いや、えっと、その……」

「あのね颯くん。私、昨日他のクラスの友達に聞いてみたの。そっちのクラスに高村颯太って男子はいない？　って。でもその子のクラスにもそんな人はいないって言ってて……」

「そ、そそそそうなんだ……」

「それにね、一年のときに学年全員で奈良に校外学習に行ったでしょ？　そのときに一年生みんなで撮った集合写真、もう一度見直したんだけど、颯くんの姿全然見つけられなかったんだよねー。颯くん、もしかして校外学習休みだった？」

「えっ、あ、ああ、た、たたた確かその日は熱を出して欠席したような……」

「そっかー」

　一応納得したような反応を見せる千春。だがこれは苦しい、苦しすぎる。というか俺は何を言っているんだ？　昨日青あお海みと約束したではないか。次会ったときにちゃんと伝えるって。なのに言えない。「俺、浪人生なんだ」。その一言が喉に引っかかって出てこない。苦し紛まぎれの言い訳が、自分をさらに引き返せない領域にまで連れ込んでいく。

「それじゃあ颯くんは何組なの？　一組？　それとも二組？　担任の先生の名前は？」

「そ、そそそそれは……」

　そしてそれから数秒間、俺と千春の間で睨にらみ合あいが繰り広げられた。俺の答えを純粋な顔で待つ千春。俺の体中から溢あふれ出でる冷や汗に、止まらない脚の震え。高村颯太、十七歳、高校一年生。本当の意味で絶体絶命である。

　もはやここまでか、俺がそう観念しかけたそのとき！

「すみません、倉くら咲さき先輩。私、早く教室に行きたいんですけど……」

　窮地の俺を救ったのは、そんなクラスメイトの一言だった。神様仏様青あお海み様である。俺が声の発せられた方へ目を向けると、複雑な表情をした後輩の姿がそこにはあった。





　　　　　　　　◇






　その日の放課後、俺、青海、雄ゆう介すけの三人は学校近くの某ハンバーガーショップに来ていた。店内にはうちの高校の生徒の姿もチラホラと見える。

「今朝はありがとな、藤ふじ本もと。おかげで命拾いしたよ」

「それは構いませんけど……それより颯そう太た先輩、本当に何してるんですか？　昨日約束したじゃないですか、次倉くら咲さき先輩に会ったら正直に話すって」

「それは……まさかすぐ次の日に会えるなんて思ってなかったから、心の準備が……」

　俺がそう答えると、青海は小さく溜ため息いきをつく。

「……まあ、颯太先輩らしいっちゃらしいですけどね。よく考えたら、ヘタレの先輩にそんな勇気があるわけないですもん」

　若干嬉き々きとした声色でそう言う彼女は、なぜかちょっぴり愉快そうだった。

「…………悪い」

　白状すれば楽になる。楽になるのは分かっているが、その後がどうなるか……。こうなるぐらいだったら、昨日すぐに打ち明けておくべきだった。一度誤ご魔ま化かしたら弾みがついて、どんどん言い出しにくくなる。

「……なあ、高たか村むらはなんでそこまでして隠そうとするんだ？」

　雄介が尋ねる。彼には昨日からのいきさつを全て伝えてある。その上で今日の作戦会議に参加してくれていた。

「そ、それは……」

「俺はそこまで恐れる必要無いと思うけどな。確かにびっくりはされるかもしれないが、それでお前に幻滅したりなんかしないだろ。ましてや倉咲先輩とのやり取りは結構良い雰囲気だったんだろ？　だよな、藤本さん？」

「はい、颯太先輩に笑顔で接してましたし、とても積極的でした。先輩と再会できて嬉うれしい、そんな様子でしたね」

「だろ？　そんな彼女が、お前が浪人生だと知ったくらいで急に態度を変えたりなんかすると思うか？」

「それは……そうかもしれないが……」

「おまけに彼女はお前のことを調べてたんだろ？　ならバレるのも時間の問題なんじゃないか？　だったらビクビクしながら過ごすより、早く正体を明かしちまった方が楽になると思うけどな」

「それに、本当のことを隠したままだったら、倉くら咲さき先輩とこれ以上仲を深められなくないですか？　せっかく再会できたのに、勿もつ体たい無ないですよ……」

　二人が言っていることは頭では理解している、理解しているのだが……。

　暫しばらくの沈黙の後、雄ゆう介すけはジュースを一口流し込んでから再び口を開いた。

「……じゃあ聞くが、結局、高たか村むらはどうしたいんだよ？」

「そりゃ俺だって、倉咲さんに本当のことを話して、俺の気持ちを伝えたい、その思いはもちろん変わらない。だけどいざその瞬間になると、別の感情が押し寄せてくるんだ」

「別の感情？」

「ああ。余計なことをして目立って、またあのときのような思いを味わうんじゃないかって。倉咲さんにも迷惑をかけてしまうかもしれない、そんな不安が……」

「あのときのような思い……ってどういうことだ？」

　俺のその言葉に首を傾かしげる雄介。俺は六年前の、あの出来事を思い返していた。俺の中に強烈な後悔とトラウマを植え付けた、あの事件のことを……。

　数十秒後、俺はゆっくりと顔を上げた。青あお海みと雄介は神妙な面持ちで俺のことを見つめている。そんな二人の前で、俺はポツリポツリと、当時のことを話し始めた。




　────そして数分後。

「それで俺はそれからずっと、少数派として一人辛つらい学校生活を送ることになったんだよ」

「そんなことが、あったんですか……」

「俺はあのとき誓ったんだ。これからはもう二度とこんな思いはしたくない。目立つことなく、多数派の中で平穏に生きて行こう、と」

「……なるほど、それが原因で、思い切った行動をすることに躊躇ためらいを感じるようになったのか。また失敗して孤立してしまうかもしれないって」

「颯そう太た先輩が必死に浪人を隠そうとするのは、そういう理由からだったんですね……」

「ああ。浪人生だとバレそうになると途端に過去の記憶が蘇よみがえってきて、俺は身震いするんだ。それをきっかけに、またあのときのような目に遭うんじゃないかって……」

　千ち春はるについても同じである。彼女への想おもいはもちろん本物だ。だがこのトラウマが、彼女にアタックする勇気を俺から奪い取っていた。

「今だってこんなにチャンスがあるのに、俺は自分から逃げている。倉咲さんに全てを伝えたいのに、不安の方が勝ってしまう。あのときからずっと、俺は臆病なままだ」

　俺はそう言って息を吐いた。

（彼女の『勘違いしないで』、あの言葉が未いまだに強烈に印象に残っている。彼女が転校してしまってから後悔しても遅かった。やはりあのとき彼女を助けるべきではなかったんだ。結果的に、あれがきっかけで彼女への嫌がらせがエスカレートしてしまったわけだし）

　しかし、俺の後悔はそれだけではない。

（だがそれ以上に、俺は一言で良いから彼女に謝りたかった。『余計なことをしてごめん』、彼女がいなくなってしまう前にそれを伝えられなかったのが、どうしても心残りなんだ）

「ふむ……」

　すると雄ゆう介すけは腕組みをしながら、ポツリと意外な言葉を漏らした。

「……俺は、高たか村むらのその行動は、決して間違ってはいなかったと思うけどな」

「……」

「そんな場面に遭遇して、咄とつ嗟さに間に割って入るなんてそう簡単にできる話じゃない。見て見ぬふりの他の多数派の奴やつらと比べたら、高村は何倍も素晴らしいことをしたと思うぞ」

「そうですよ！　先輩は自分を責める必要は全くありません。悪いのはイジメをしていたクラスの人たちです！」

「……」

（だけどなあ……）

　あの言葉が、俺の頭から離れない。震える小さな声で、彼女が俺に放った最後の言葉。

「俺の行動は彼女にとっては迷惑だったんだろう。結局彼女を怒らせてしまったんだ」

　するとそこで、青あお海みが思いもしなかったセリフを口にした。

「……でも、本当にその女の子は颯そう太た先輩のこと、怒っていたんでしょうか？」

「なに？」

「いえ、ただふと思っただけです。みんなにいじめられて苦しいときにそんな風に助けられたら、私だったら絶対嬉うれしいと思うんですけどね……」

「だがそんなはずは……」

（確かに俺は見たんだ、彼女のあの表情を。あれはどう見たって……）

「そうは言っても、もう何年も前のことだし、彼女の気持ちなんて今更分からないよな。それからもう二度と会ってないんだろ？」

　雄介の問いに、俺は頷うなずく。

「もう名前も覚えてないよ。どこに転校したかも不明だし。転校先で楽しくやってくれていたら嬉しいんだけどな。今頃どうしているんだろう……」

　俺はそう呟つぶやいてから、暫しばし彼女に思いを馳はせた。すると雄介がその沈黙を破る。

「とにかく、俺から言えるのはあまり気にし過ぎるなってことだ。過去は過去で、今は今だろ。もう周りは高校生なんだし、そんなことでお前を仲間外れにするような人間はいないと俺は思うぞ。第一、今の高村には俺や藤ふじ本もとさんがいるじゃないか」

「そうですよ、先輩には私たちが付いています！　もう一人なんかじゃありません！」

「……」

「倉くら咲さき先輩に関してもそうだ。高村はちょっと心配し過ぎじゃないか？　そんなの気にせずに、思い切ってアタックしに行けば良いんだよ。倉くら咲さき先輩と付き合いたくないのか？」

「そ、それはもちろん、付き合いたいけど……」

　俺はそこで言葉を切った。しばらく、俺たちの間に再び沈黙が流れる。

（……当たり前だ、倉咲さんと付き合いたいに決まっている。そのために勇気を出してこの高校まで来たんだ。だけどやっぱり……一歩を踏み出すのが怖い）

　そんな俺の様子を見ていた雄ゆう介すけは、優しい声で言った。

「……まあ、無理はするな。少しずつ自分のペースで、トラウマを克服していけば良い」

「そうですね、焦らず行きましょう、先輩」

「だけど俺思ったんだが、その件を抜きにしたら今のこの状況ってかなりの神展開だよな。少し前までどうやって彼女に話しかけようか、なんて議論していたのにさ。まさか向こうから声を掛けてくれただけでなく、なかなか良い雰囲気ときたもんだ。これはチャンスだぞ、高たか村むら」

（チャンス、か……）

　俺はその雄介の言葉を頭の中で繰り返した。ひょっとしたらそうなのかもしれない。こんな俺にだって、少しは可能性があるのかもしれない。しかし、今はまだ……。

　そして数分後、話を終えた俺たちは店を後にしたのだった。俺のトラウマを知った雄介と青あお海みは、終始俺のことを励ましてくれた。帰り道、夕方の空を見上げながら俺は思う。

　いつか届けられる日が来るのだろうか、憧れの彼女に、俺のこの想おもいを。





　　　　　　　　◇






　それからしばらく経たち、中間テストまであと数日となった。俺と青海はもうすっかりルーティーンとなった、放課後の図書室での勉強会を行っていた。幸か不幸か、俺はあれ以来まだ千ち春はるには遭遇していない。ほっとするような、寂しいような。

「先輩、この問題の答えって、ルート三で合ってますか？」

「おっ、正解だ」

「やったっ、また解けましたよ」

「やればできるじゃないか」

「えへへ～」

「それにしても、最近よく頑張るようになったな、藤ふじ本もと」

「もちろんですっ！　だって目標が達成出来たら、先輩は私のこと、青海って呼んでくれるんですよね？」

「ああ、約束したからな」

　あの約束以来、青海は人が変わったかのように勉強に打ち込むようになった。そのおかげか、解ける問題も少しずつではあるが増えてきている。理解が増すにつれて自信も付いてきたようで、勉強中に可愛かわいい笑顔を見せることも多くなっていった。教えがいがあるというものである。やはり、あのご褒美が功を奏しているのだろうか。

（藤ふじ本もとのやつ、そんなに俺に下の名前で呼んで欲しかったのか……？）

「そうだ、先輩。この、今日出た宿題で、分からないところがあるんですけど……」

「どれどれ……？」

　俺は彼女が差し出したノートに目を通す。それは俺がつい数分前に解いた問題だった。

「これはな……この式にこれを代入して……こう変形すると……」

「あっ、ほんとだ。先輩、すごいですね！」

　青あお海みは解き方が分かると、嬉うれしそうにノートに自分で解答を書き始めた。その様子を眺めながら、俺は思う。

　自分のことを先輩と呼ぶ、この後輩クラスメイト。普通なら、先輩と後輩が同じ内容のテスト勉強をするなんてことはあり得ない。しかし俺は今、この後輩と同じ単元の復習をし、一緒の宿題を解いている。改めて考えると、不思議で、奇妙な、何とも言えない感覚に包まれる。だがなんだろう……この感じ、悪くない。

「先輩、私ちょっとお手洗いに行ってきますね」

　青海はそう言って席を立った。一人になった俺は、何気なく青海のノートや筆記用具に目を向ける。女の子らしいカラフルなペンや筆記用具の数々に、きれいな字でびっしりと数式が書き記されたノート。そのノートを見ながら、俺はちょうど二年前の夏のことを思い返していた。





　　　　　　　　◇






　────あの春の大会以降、青海は今まで以上に練習に精を出すようになった。『みんなの期待に応えて、良い結果を出したい』、そんな彼女の秘めた想おもいを知った俺も、進んで彼女に協力した。日を跨またぐにつれて、次第に記録を伸ばしていく青海。するとそれに比例するように、周りの期待もますます高まっていく。

『藤本さん、かなり調子が上がってきているわね』

『これ、次の大会で結構良いところまで行けるんじゃない？』

『全中にも手が届くかも、楽しみよね！』

　そんな声も、部内ではよく聞かれるようになっていた。

『最近頑張ってるな、藤本。タイムも良い感じじゃないか？』

　俺はある日の練習中、青海にそう声を掛けた。

『はい、ありがとうございますっ、先輩』

　こちらを振り向いて笑顔を見せる青あお海み。だが次の瞬間、そんな彼女の顔にうっすらと影が差した。

『でももっと頑張らないと……標準記録までまだあと一歩、足りてないですから……』

　やや思いつめたようにそう漏らす彼女の様子を見て、俺は一抹の不安を覚える。

『……あまり無理はするなよ。これからは夏が近づいてより暑くなるし。適度に休憩や水分補給をするんだぞ。無理は禁物だからな』

『分かってますよ、それくらい』

　俺の忠告に、青海はそう言って軽く頷うなずいた。

　ところがそれから数日経たっても、この後輩のハードな練習は続いた。部活での過度なトレーニングに加え、放課後も毎日のように走り込みを行っているらしい。

『お前、最近張り切り過ぎじゃないか？　たまには体を休めないと壊れちまうぞ』

『私なら大丈夫ですよ。本当に、先輩は心配性ですね』

　そう言いながら首筋の汗をタオルで拭いている彼女に、俺はふと尋ねてみる。

『……なあ藤ふじ本もと。陸上、楽しいか？』

　青海はタオルを下げると、少し不思議そうにこちらを見た。

『……なんでそんなこと聞くんですか？』

『いや、ちょっと気になっただけだ』

『…………もちろん、楽しいですよ。楽しいに決まってるじゃないですか』

　そう言ったときの彼女の表情は────ほんの少しだけ、辛つらそうだった。




　そしてついに本番、大会の前日になった。明日に備え、軽めのストレッチのみで今日の部活動は終了。すると片付けの最中、ふと俺はあいつの姿が見当たらないことに気付く。

『なあ、藤本の姿を見てないか？』

　俺が二年の女子に尋ねると、彼女は部室の扉を指差した。

『藤本さんなら部活が終わってすぐ、荷物を持って出て行っちゃいましたよ』

『なに？』

　それを聞いた俺はすぐに学校を飛び出した。夕ゆう陽ひの差す街中を走りながら、彼女がどこかにいないか探し回る。

（あいつまさか……今日もどこかに走りに行っているんじゃないだろうな……）

　しかしそんな俺の予感は的中した。次第に辺りも暗くなってきたころ、角を曲がった所で、俺は青色の三つ編みを揺らしながら走る、一人の女の子と鉢合わせたのだ。

『藤本！』

『あっ、颯そう太た先輩……』

　俺の姿を見て、驚いたように立ち止まる青海。しかし次の瞬間、後ろを振り返った彼女は、なんと俺から逃げるように走り出したのである。

『おい、なんでだよ！　お前に全力で走られたら、俺は到底追いつけないんだぞ！』

　俺は叫びつつも、彼女を見失わないよう必死で追いかける。しかしそんな追いかけっこもわずか数秒ほどで終わりを迎えた。前を走っていた青あお海みが突如立ち止まったかと思うと、そのまま力無くふらりと体勢を崩してしまったからだ。

『あ、おい！　藤ふじ本もと、大丈夫か!?』

　すぐに傍そばまで駆け寄った俺は、座り込む彼女にそう呼びかけた。屈かがんでその顔を覗のぞき込こむと、彼女は疲れ切った表情を俺に向ける。

『大丈夫ですよ、ちょっとクラっと来ただけで……何でもありません』

『何でもないことないだろ。とりあえず、そこの公園で休むぞ。話はそれからだ』

　俺は青海と共に近くの公園まで行き、彼女をそこのベンチに座らせた。しばらく座って呼吸を整えていた彼女が、やがて落ち着いてきたところで俺は尋ねる。

『……なんで逃げたりなんかしたんだよ』

『いえ、なんとなく身の危険を感じて……』

『おい、俺のことなんだと思ってる……って本題はそこじゃない。まったく、何考えてんだよ。大会は明日だぞ？　今日は体をゆっくり休めないといけないじゃないか』

『だ、だって……走っていないとなんだか不安で……』

『大体普段から無理し過ぎなんだよ、藤本は。そこまで根を詰めなくても……』

　俺のその言葉に、青海は反論した。

『でも先輩、言っていたじゃないですか。自信をつけるには練習あるのみだって』

『そりゃ確かにそう言ったが、やり過ぎも良くないってことだよ。体に負担がかかって、逆に効率が悪くなってしまうんだ』

『で、でも……』

『それに俺、気楽にやれとも言っただろ？　上を目指すために努力しなきゃいけないのも分かるけど、肩の力を抜いて、藤本のペースで頑張れば良いんだよ』

　俺はそこまで言って、目の前の彼女の顔を見た。しかし彼女の顔は晴れない。

『……私は絶対に良い記録を出して、決勝に進まなければならないんです。じゃないと、部員の皆さんをがっかりさせてしまうから……』

　青海がポツリと零こぼしたその言葉に、俺はハッとした。

（もしかしてこいつ、みんなからの期待がプレッシャーになっていたのか？）

　練習の合間に時折見せるあの辛つらそうな表情には、そんな理由が……。彼女が抱えていた気持ちにようやく気付いた俺は、しばらく考えてから、彼女に優しく言った。

『……あまり周りの期待に敏感になり過ぎる必要は無い。でも期待されるっていうのは、それだけで凄すごいことなんだよ。それくらい藤本は努力もしているし、実力もある』

　黙って俺の話に耳を傾けている青あお海みの隣で、俺はさらに続ける。

『みんなからの期待や応援をプレッシャーに感じるんじゃなくて、エネルギーに変えれば良いんだ。辛つらいとき、もう諦めてしまいそうになるときに、その応援が必ずお前の背中を押してくれるはずだから』

『……』

　彼女は俯うつむいたまま一言も発さない。俺の気持ちは伝わっただろうか、俺がそう考えていると、しかし数秒後、青海はポツリと呟つぶやいた。

『……どうせ分からないですよ』

『……えっ？』

『常に周りから好記録を期待され続ける私の気持ちなんて、先輩にはどうせ分からないですよ！』

『なんだよ、その言い方……』

　突然の物言いに戸惑う俺。すると青海は不意にその場に立ち上がった。

『……すみません、今日はもう帰りますっ』

　俯き加減にそう言って、彼女はそのまま俺を置いて走り去ってしまった。




　大会当日。バスの車内でも、会場に到着した後も、会話が無い俺と青海。昨夜あんな別れ方をしてしまったために、どことなく気まずさがある。今日の彼女はずっと、他の女子と行動を共にしていた。その表情にはどこか元気が無い。

　そして結局何も話せないまま、青海の種目である女子千五百メートル予選が始まった。応援の声が辺りに響き渡り、会場は熱気に包まれる。俺を含め他の部員たちの視線は皆、彼女の走りへと注がれていた。

　序盤はいつものように上位をキープしていた青海。だが次第に異変が起こる。トラックを二周した頃から、青海は徐々に先頭集団から離され始めたのだ。これまではほとんど見られなかった光景である。

『藤ふじ本もとさん、どうしたのかな。ペースが落ちてきているよ……』

　部員たちは皆ハラハラとした様子で彼女を見つめていた。予想外の展開に驚いたのか、応援の声も静まってしまう。青海は体も重そうで、明らかに本調子ではなかった。

　やがて最後の一周へと差し掛かる。苦しそうな様子の青海だが、それでも全体の六番目の位置でなんとかしがみついていた。だがペース的に、このままでは……。

（だから言っただろ、無理し過ぎるなって……でも……）

　青海をじっと見守っていた俺は歯がゆく感じていた。俺は青海がこれまでずっと努力してきたのを知っている。なのにこんな結末なんてさすがにあんまりではないか。この健けな気げな後輩のために、俺に何かできることはないのか。そのとき俺の脳内にはふと、あのときした青あお海みとの約束が蘇よみがえってきた。

『先輩が私の名前を呼ぶ声が聞こえたら、私もっと力が出てくるような気がするんです』

『本当ですか、嬉うれしいです！　楽しみにしていますねっ。約束ですからね？』

　その青海の言葉と表情を思い出したとき、俺の体は自然と動いていた。

　俺は身を乗り出すと、必死に走る眼下の青海めがけて、あらん限りの大声で叫んだのだ。




『藤ふじ本もとー、頑張れー！！！！！』




　俺の意外な行動に、部員たちは呆あつ気けにとられた様子で俺のことを見る。一方、俺の声は風に乗って、彼女の所まで届いた。一瞬こちらに目を向けた彼女。その顔が驚いた表情からすぐに笑顔へと変わったかと思うと、次の瞬間、彼女の走りは一気に変貌した。腕の振りは大きくなり、軸はぶれずに前を向き、とても軽快な走りへと変わったのだ。

『見て！　急にペースが速くなったわよ、藤本さん！』

　応援席に明るさが戻る。さらに俺の大声にポカンとしていた皆も、それに触発されたのか再び応援の声を上げ始めた。すると青海もそれに応えるかのように、みるみる上位陣との差を詰めていく。その顔には充実した表情が広がっていた。そして────




　俺たちの待機場所に青海が帰ってくる。少し疲れて、かつ不安そうな表情を浮かべる彼女を、部員たちが出迎えた。

『……ごめんね、みんな。今回も決勝に進めなくて……』

　まず青海の口から飛び出したのは謝罪の言葉だった。結局あともう少しのところで、決勝進出のタイムに届かなかったのである。申し訳なさそうに頭を下げる彼女。ところが……。

『お疲れー、藤本さん！　よく頑張ったよー！』

『惜しかったなー、でも最後の追い上げ、感動したぞ！』

『やっぱ藤本さん、凄すごいね！　また次頑張ろう！』

『み、みんな……』

　部員たちの反応に、青海は意外そうに目をパチクリさせた。自分が思っていたリアクションとは違ったのだろう、ほっとした様子を見せる。とそのとき、なんと彼女は力が抜けたように膝から崩れ落ちると、そのままその場に倒れ込んでしまった。

『ちょっと、藤本さん、どうしたの!?』

　少し離れた場所から青海のことを見ていた俺は、すぐにそばへと駆け寄る。

『急いで医務室に連れて行かないと！　誰か手伝ってくれ！』




　数分後、医務室のベッドでスヤスヤと気持ちよさそうに眠る、一人の女の子。トレードマークのメガネは外され、髪も解ほどかれたその姿は、いつものあいつとはずいぶん違う印象を受ける。その横には俺を含め、何人かの部員たちが立っていた。

『それにしても、高たか村むらがあんな大声を出すなんてな～。お前ってそんなキャラだっけ？』

『そうそう、普段は全然声を出して応援したりしないのにね、高村君って。ほんと、びっくりしたわよ』

『ま、まあ、俺だってそんなときくらいあるさ……』

　そう言ってごまかす俺。看護師の話によれば、青あお海みはただの寝不足だという。しばらくぐっすり休めば良くなるらしい。そう聞いて一同は安心する。

（やはり体調が万全じゃなかったんだな。でもそれなのにあの最後の走りができるなんて、こいつは一体どれだけ化け物なんだよ……）

　俺は目の前で横になる女の子を見つめながら、そんなことを思うのだった。

　しばらくして、青海はようやく目を覚ました。他の部員たちは皆自分たちの競技に出場するため出て行ってしまい、残っているのは俺だけだ。

『こ、ここは……？』

　頭を起こした彼女は、そう言って辺りをキョロキョロし始めた。やがて横の台に置かれてあるメガネに気付く。それを掛けた彼女は、俺の方を向いて体を震わせた。

『……って、颯そう太た先輩！　いたんですか!?』

『気付くの遅いって。ここは競技場の医務室だ。お前、競技が終わった後みんなの前で突然倒れたんだぞ。覚えてないのか？』

『……そういえば……すみません、ご迷惑をおかけしてしまって……』

『気にするな。ただの寝不足らしいから、しっかり休めよ。それよりお疲れ。あともう少しだったな』

『はい……ちょっぴり悔しいですね。でも体調管理も実力の内ですから仕方ありません。次からは気を付けます…………先輩』

『ん？　どうした？』

『先輩、さっきは応援してくれて、ありがとうございました。私びっくりしちゃいましたよ。まさか先輩があんな風に大声で私の名前を呼んでくれるなんて』

『ま、まあな。前に約束したからな』

『あの約束、覚えてくれていたんですね。本当に嬉うれしかったです。私とっても力が出たんですから』

　青海はそう言って、俺を見ながら嬉しそうに微笑ほほえんだ。

『……私、先輩が昨日言っていた、応援は力になるっていうのが少し分かった気がします』

『そうか……』

『それにあんな結果だったのに、みんな笑顔で私のことを迎えてくれました。みんながっかりしているだろうなあ、どうしようって不安だったんですけど、全然そんなことなくて。すごく気持ちが楽になったんです』

『それで張りつめていた糸が切れて、思わず倒れ込んでしまったってことか』

『はい……私は自分で勝手にプレッシャーを感じていただけなんですね、きっと』

『良かったな、それに気付けて』

（これでもう、自分を追い込んだり、無理をしたりする心配は無さそうだな……）

　俺がそう安心していると、青あお海みは改まったように言った。

『颯そう太た先輩、昨日は色々言ってすみませんでした。本当に、全て先輩の言う通りでしたね』

『いや、別に良いよ。分かってくれたんなら』

『だけど私酷ひどいこと言っちゃったから、先輩に嫌われたんじゃないかと思って……今日もずっと話せませんでしたし。だから先輩の声が聞こえてきたとき、一気に心が軽くなったんです。もう倒れそうなくらい限界だったのに、途端にエネルギーが溢あふれてきたんですよ』

『何言ってるんだよ。俺がお前のこと嫌いになるわけないだろ』

　俺がそう返すと、彼女は『良かったです……』、そう呟つぶやいて安あん堵どの表情を見せた。その肩から余分な力が抜ける。

『まあ今回は残念だったけど、これからもまだ何度もチャンスはある。今日の経験だって決して無駄じゃない。また次に向けて頑張ろうぜ、お互い』

　俺のその言葉に、青海はとても晴れやかな顔を見せた。数時間前までの、あの思いつめたような表情をしていた彼女とは別人のようだった。大会が終わって緊張が解けたのか、それともしばらく眠ってスッキリしたのか、あるいはそれとも……。

『……藤ふじ本もと、陸上は楽しいか？』

　俺は青海に、以前と同じ質問を投げかける。するとこの少女は大きく頷うなずいて……。

『…………はい、もちろんです！』

　その彼女の笑顔には、あのときとは違って、一点の曇りも無かった。
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　────図書室の机に広げられた青海のノートを見つめながら、俺は思う。

（いざ目標ができてやる気が出たら、途端に一生懸命取り組むようになるんだよな、藤本って……。でもそれで自分を追い込んで、すぐ無理をしてしまうところがある。今回のテスト勉強も、ほどほどにさせないとな……）

　懐かしい感情に浸りながらそんなことを考えた俺は、暫しばし休憩しようと椅子の背もたれに体を預けた。だがそれによって前を向いた拍子に、俺の視界があるものを捉える。

（……ん？　誰かが、本棚の隙間からこちらを見ている……？）

　図書室の、俺が座る席から数メートルほど離れたところにある、一つの本棚。そこに並べられた本と本の間から、何者かの視線が感じられるのだ。そうだ、間違いない。あそこに誰かいる。誰かがいて、俺のことを監視している。もしかしたらあの謎の人物は、以前何度か俺が感じたことのある、あの謎の気配の正体なのでは……？

「誰だ!?」

　もはやいてもたってもいられない。俺はそう声を上げると、勢いよく立ち上がってその本棚へ向けて走り寄った。走りながら、俺はその本棚の向こう側から誰かが逃げだす気配を感じる。

「待て！」

　俺は本棚の後ろ側に回り込んだ。しかし、そのときもうそこに奴やつはいなかった。だが俺は確かに目撃したのだ。その道を突き当たった角を曲がる、金髪の女の子の後ろ姿を。

（くそっ！　逃げ足の速い奴め）

　俺は慌ててその角まで駆け寄ると、その女子が曲がった方向へと顔を向けた。ところが……。

（いない。どこに行ったんだ？）

　そこに、既に金髪少女の姿は無かった。




（逃げられてしまったか……）

　結局、俺はその少女を見つけ出すことはできなかった。多数の本棚で入り組んだ図書室の中、その謎の人物は俺の前から忽こつ然ぜんと姿をくらましてしまったのだ。時間にして、それはたった数秒間の出来事だった。

（いったい、あいつは何者なんだ？　それに、何の目的で俺のことを……）

　まったく、犯人には逃げられるし、俺は図書室の中を走り回ったせいで図書委員のメガネ女子に注意されるし、散々である。

　俺は奴が俺を監視していたであろう場所に戻って来ていた。現場検証のためである。試しに例の本と本の隙間を覗のぞいてみると、確かにここからなら、俺と青あお海みの座っていた席が一望できる。この位置から俺たちのことを見ていたのは間違いなさそうだ。

　俺は続いて、何か犯人に繋つながる物でもないかと辺りを見回してみた。するとビンゴである。犯人が立っていたと思おぼしき場所の床に、赤色のヘアピンが落ちていたのである。俺はそれを手に取った。さっきの後ろ姿と言い、犯人は女子である可能性が非常に高い。これは重要な証拠になるぞ。俺はそのヘアピンを、そっとポケットの中へと滑り込ませた。

「颯そう太た先輩、そんなところで何やってるんですか？」

　いつの間にか後ろには青海が立っていた。ちょうどトイレから帰って来たところらしい。

「何でもないよ。さあ、勉強の続きをしようか」

「？　はあい」

　俺と青あお海みは席へと戻った。それにしても……今までの謎の気配は、やはり俺の気のせいではなかったのだ。怪しげな金髪の少女が、俺たちのことをこっそりと監視している。いったい誰が、何の目的で……？

　正直謎は深まるばかりだが、とりあえず、今はテスト勉強に集中することにした。
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　こうして、俺たちの高校最初のテスト期間はようやく終わりを迎えた。テスト最終日は午前中の生物基礎と古典で、全ての教科が終了である。

　現在、俺と青海は食堂にいる。そしてなんと、俺たちの向かい側には千ち春はると栄えい子この姿もあった。食堂でバッタリ彼女たちと遭遇し、四人で昼食をとることになったのだ。

「中間テストお疲れー」

　席について開口一番、千春が口にしたのはそれだった。

「青海ちゃんは高校に入って初めてのテストだったんだよね？　どうだった？」

「そうですね……颯そう太た先輩が優しく教えてくださったので、結構とれたかなあと思います」

　そう言って微笑ほほえむ青海。千春と青海はいつの間にか打ち解けているようだった。

「そっか！　まあ青海ちゃんって、落ち着いていて頭良さそうだもんね！」

　その言葉に俺はカレーを吹き出しそうになった。千春さん、あなたにはもう少し人を見る目を養うことをお勧めしたい。

「颯くんはどうだった？」

　続いて彼女は俺の方を向いた。このとき特に深く考えずに答えてしまった自分を俺は殴りたい。

「……まあまあかな。今日の古典が少し難しかったけどね。あとはそこそこ────」

「今日の古典？　あれっ、今日って日本史とコミュ英（コミュニケーション英語）だったよね？　古典は二日目だったと思うけど……」

（しまったあああああ！　一年生と二年生では試験の科目が違うんだったあああああ！）

　なに自分から墓穴を掘りに行っているんだ、俺は。もっと注意して発言しないと、思わぬところからボロが出てしまうぞ。

「そ、そうだった、そうだった！　ごめん、言い間違えちゃったよ、あはは……」

「そ、そう？　じゃあさ、今日の英語の最後の問題、解けた？」

「へっ!?」

　英語の最後の問題ってなんだよ。二年のテストなんて受けていない俺には当然さっぱりだ。だが決してそれを悟られるわけにはいかない。ここはなんとか誤ご魔ま化かさないと……。

「……どうしたの？」

「……いや、何でも。えーっと、最後の問題かあ、あれは難しかったなー」

　とりあえず俺はそう答えておいた。最後の問題なんだからどうせ難しかったんだろう。するとやはりその予想は的中したようだ。

「だよね～。私、本文の意味が全然分からなくてさ～。問一の記号問題、答えを何にしたか覚えてる？」

（記号問題か……正直全く分からないが……まあ適当に言っておけばいいだろ）

「えっと……『イ』にしたような記憶が……？」

「あれっ？　確かＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの四択じゃなかったっけ？」

（なにいいいい！　知らねえよそんなのおおおお！）

　まずい。話せば話すほど苦しくなってきているのが分かる。すると目の前の千ち春はるは少し不思議そうに首を傾かしげた。

「……颯そうくん、ホントにテスト受けた？」

「も、もちろん受けたよ！　あ、当たり前じゃないか」

　挙動不審すぎるぞ、俺。さっきから動どう悸きは激しいし、背中には冷や汗がびっしょりだ。

（……て言うか俺は何をやっているんだ。勇気を出して、倉くら咲さきさんに本当のことを伝えないといけないのに……）

　いざ本人を目の前にすると、その勇気よりも不安の方が勝ってしまう。

（……みんなごめん。やっぱり俺はまだ、あのときの呪縛から逃れられないみたいだ）

　するとそんな風に葛藤している俺の前で、千春は唐突に話題を変えた。彼女は俺の顔をじっと見つめながら、ポツリと呟つぶやく。

「……私、颯くんに何か言わなくちゃいけないことがあったような気がするんだよね……」

「言わなくちゃいけないこと？」

「うん。だけどその内容が思い出せないの。凄すごく大事なことだったと思うんだけど……」

　千春はそう言って考え込む。どうやら、必死に過去の記憶を掘り返しているようだ。

（倉咲さんが俺に言わなくちゃいけない大事なことって……なんだろう）

　しかし結局、しばらく経たってもこれといった答えは浮かばなかったらしい。

「うーん、やっぱり私の気のせいなのかな……ごめんね、気にしないで」

「あ、ああ……」

　数秒後、そう言ってその話を終わらせた千春は、再び目の前の昼食を食べ始めた。




　和やかな（？）食事も終わり、食堂を出た俺たち四人。さあ帰ろうかといったとき、俺は突然あいつに呼び止められた。

「ちょっと良いかしら、高たか村むら君」

「はい？　野の田ださん……？」

　彼女が俺に直接話しかけてくるなんて珍しい。俺は少し身構える。すると彼女はやや真剣な表情をしながらこう言った。

「……あなたに大事な話があるの。一緒に来てもらえるかしら？」

「大事な話？　何だよそれは？　ここじゃダメなのか？」

「いいから来て」

「はい」

　その物言えぬ雰囲気に圧倒され、俺は歩き出した彼女の後ろへと、慌てて付いて行ったのだった。呆あつ気けにとられた様子の、千ち春はると青あお海みの二人をその場に残して。
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　俺は栄えい子こによってとある空き教室に連れて来られていた。俺が中に入り、部屋の中央付近にまで足を踏み入れると、その後ろで栄子が部屋の扉をピシャリと閉める。

「こんな場所で話って何だ？　二人きりじゃないとできない内容なのかよ？」

「……そうね」

　俺の質問に彼女は少しニヤリとした笑みを見せた。背筋が寒くなる。俺、無事にここから生きて出られるよな？

　そして彼女は俺の目をじっと見ながら、裁判官が判決を読み上げるときのような淡々とした声で、こう言い放ったのである。




「──────単刀直入に聞くわね。高村君、あなた一年生でしょ？」




「なん……だと……」

　俺の体は金縛りにあったみたいに動かない。

「あら、分かりやすい反応ね」

　そう言って栄子はクスリと笑いを零こぼした。俺は慌てて反論する。ここで引き下がるわけにはいかない。

「の、野田さんが何のことを言っているのか、俺、さっぱり分からないなあ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「とぼけても無駄よ。一向に答えようとしないクラス、千春と噛かみ合あわないテストの話。これだけ証拠が揃そろっていて、この私にバレないとでも思った？」

　さらに栄子は付け加えた。以前、食堂で俺と出会ったときから、ずっと俺のことを疑っていたのだと。

（あの不気味な視線の理由はそういうことだったのか……）

「どうせ大方、高校浪人でもしちゃったってところかしら？　大変だったわね」

「……………………」

「どう？　もう観念したら？　これ以上あがいても無駄よ」

「…………目的はなんだ？　金か？」

「あら、物分かりが早い子は私、嫌いじゃないわよ？　でも不正解。別にお金なんかに興味は無いわ」

「なら何が望みだ？　俺の身体からだか？」

「もっと違うわね……ところで話は変わるけど、私、あなたのもう一つの秘密に気づいちゃったのよ」

「何だよ、もう一つの秘密って。俺にはそんなもの────」

「あなた、千ち春はるのこと好きなんでしょ？」

「な!?」

「ふふっ、あなたって、本当に分かりやすいわね」

　彼女は堪こらえ切れない笑いを手で押さえていた。上品で、どこか気高さが感じられるその仕草は、今の俺にはとても尊大に見える。

「なぜ分かった？」

「あなたの千春への態度を見たら誰だって気づくわよ。まあ、当の本人は気づいてないみたいだけど」

「そうか……」

「千春って結構鈍感だから。あなたが一年生だって、未いまだに勘付いていないみたいだし」

「確かにそうだな。俺も倉くら咲さきさんの鈍感さに助けられてるよ」

　俺がそう言うと、栄えい子こはやや視線を下へ向けて、独り言を呟つぶやくように言った。

「……鈍感なのは、千春だけじゃないけどね」

「なにっ、どういう意味だ？」

「ふふっ、別に」

　こいつは一体どこまで知っているのだろうか。その油断ならない不敵な笑みが俺の警戒心を増幅させる。

「それで、あなたはどうするつもりなの？　千春に告白するつもり？」

「もちろんだ。だが、まずは彼女に俺が浪人生だって伝えないといけない」

「そうね……でもできるのかしら？　さっきだって、テストの件でバレそうになっても終始誤ご魔ま化かし続けていたじゃない。こんな調子じゃ、一体いつになるのやら」

「うっ、それは……確かに今の俺はまだ臆病なままだ。全てを打ち明けたら一体どうなるのだろうか、そう思うと怖くて一歩を踏み出せない」

「…………」

「だけど俺は決めたんだ。いつか必ず本当のことを話して、彼女に告白するって。そのために頑張ってこの高校にまで来たんだからな。これは俺のミッションなんだ」

　俺がそう告げると、彼女はしばらく黙って何かを考えていたが、やがて口を開いた。

「……分かったわ、そこまで言うならせいぜい頑張ることね。ありがたく思いなさい、このことは千ち春はるには黙っておいてあげるから」

　急に優しい言葉を掛けられて俺は戸惑う。こいつの目的は一体何なのか。

「この話をしたかったから、俺をここに呼んだのか？」

「それもあるわね。でも一番は、私に言い当てられた高たか村むら君がどういう反応をするかが見たかったのよ。ふふっ、さっきのあなたのリアクション、抜群に面白かったわ」

　そう言って愉快そうな笑みを浮かべる彼女に、俺は言う。

「なんだよそれは。人を弄んで楽しんでいるってことじゃないか。食堂の座席の件でも思ったけど、野の田ださんって俺への態度がきつくないか？　なんでだよ？」

「……さあ、なんででしょうね～」

　俺のその何気ない問いに、栄えい子こは少し俺から目を逸そらして答えた。その顔は少し意地悪そうに微笑ほほえんでいる。

（くそっ、こいつ……いったい何を考えていやがるんだ……）

　するとそんなことを考える俺をよそに、彼女は不意に後ろを振り返った。

「さあ、話はもう終わり。千春たちが待っているわ。ほら、早く戻るわよ」

「あっ、おい」

　そう言って、栄子はもう用は済んだとばかりにすたすたと出口の方へ歩いて行く。その彼女の後ろ姿から、

「…………ほんと、鈍感なんだから…………」

　そんな声が小さく聞こえた気がした。
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　数分後、青あお海みと二人での帰り道で、俺は彼女に事情を説明していた。

「なるほど、野田先輩と二人でそんな話をしていたんですね」

「ああ。それで俺は彼女に言ったんだ。必ず倉くら咲さきさんに想おもいを伝えてみせるって」

「先輩、カッコいいです……」

「いや、何もかっこよくなんかないさ。さっきだって、結局倉咲さんに何一つ言えなかったんだからな。みんな応援してくれているのに、本当に申し訳ない」

　俺がそう言って頭を下げると、青海は慌てた様子で手を振る。

「謝らなくて良いですよ！　先輩のペースで良いって言ったじゃないですか」

　そして、彼女は思いついたらしい考えを口にした。

「私思うんですけど、先程のような状況で告白するのって無理があると思うんです。周りにもたくさん他の人がいますし、急に倉くら咲さきさんとバッタリ会って、まだ心の準備もできていなかったじゃないですか」

「それは確かにそうだが……」

「なので、伝えるときは彼女をこちらから呼び出すってのはどうでしょうか。場所も時刻も指定して、心の準備ができた状態で倉咲先輩に全てを話すんですよ。そうすれば、先輩も覚悟を決められるんじゃないかなと」

「ふむ……それは良い案だな」

　俺は頷うなずいた。自分から千ち春はると会う約束をし、告白せざるを得ない状況へと持って行く。確かにそれは効果的かもしれない。

「分かったよ。俺が勇気を出せるときが来たら、そのときは倉咲さんを呼び出して、全てを打ち明ける」

「そうです、その意気です、先輩！」

「……でも藤ふじ本もとは良いのか？　それがいつになるのか分からない。長い時間がかかるかもしれないんだ。それでもお前は、その日が来るまでずっと待っていてくれるのか？」

「当たり前じゃないですか。私言いましたよね？　先輩のサポートをしますって。ですからそんなの気にしないでくださいよっ」

　青あお海みはそう言って笑顔を見せた。栄えい子ことのピリピリした修羅場を乗り越えた後だけに、この後輩クラスメイトの笑顔は俺をよりホッとさせてくれる。

「…………そ、それに、むしろ私はその方が……」

「ん？　なんか言ったか？」

「い、いえ、何でもないですっ。それにしても、野の田だ先輩に一発でバレていたなんてびっくりですね。思えば先輩の周りの人、みんな先輩の秘密を知ってません？　第一のミッション、大丈夫ですか……？」

「ま、まあ気にするな。被害は最小限に抑えてある。これくらいどうってことないさ」

　そう、まだ俺の正体を知っているのは青海、雄ゆう介すけ、栄子のたった三人だけなのだ。なにも問題無い……無いはずだ。青海は俺の制服の裾を掴つかむと、上目遣いで言った。

「でも安心してください。私は何があろうと、これからも颯そう太た先輩に協力しますからね」

「……ありがとな、藤本」

　俺は優しく、彼女に返事をした。




　では中間テストも終わったところで、再び俺のミッションの途中経過を評価してみよう。





　①　絶対に浪人生だとバレてはならない。



　評価──△　ついに栄えい子こにまで見破られてしまう。しかしあれほどボロを出してもバレないくらいに、千ち春はるが鈍感だったことは不幸中の幸いといったところか。





　②　倉くら咲さき千春と親しくなり、そして告白する。



　評価──△（友達）　前回と比べ、親しげに会話ができる仲にまで進展。飛躍的な進歩である。だが浪人生という大きな壁に苦しみ、もっと仲を深めるまでには至っていない。告白はまだまだ遠そうだ。
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　それから数日後の休み時間、俺と青あお海みは教室にてお互いの紙を見比べ合っていた。

「すごいですね、颯そう太た先輩！」

　俺の隣で青海が感嘆の声を上げる。そう、俺たちが今見ているのは、先程担任から渡されたばかりの中間テストの成績である。各教科の得点と平均点、それに学年順位などが一覧となって記載されている。そして俺の紙にはかなり良い数字が並んでいた。

「先輩、上位じゃないですか。さすがです！」

「ああ、ありがとう。結果が良くて一安心したよ」

　高校最初の定期テスト。あらゆる修羅場に振り回されながらのテスト期間だったが、なんとか好成績を取れて良かった。まあ正直に言えば、俺は本当は周りよりも一つ年上なんだから、これくらいの順位じゃなければまずいわけだが……。

「……まあ、俺もそうだが、藤ふじ本もとの方こそ……」

　そこまで言いかけた俺を、青海が手で制した。

「違いますよね、颯そう太た先輩？」

　俺の顔を下から覗のぞき込こむ彼女は得意げな表情だ。それを見て俺は小さく息を吐く。

「……ふっ、そうだったな」

　俺はそっと青あお海みの頭に手の平を乗せた。そして、その肌触りの良い艶つややかな青髪を撫なでながら、俺は彼女に優しく声を掛ける。

「────全教科欠点回避、おめでとう、『青海』。よく頑張ったな」

「えへへ～」

　頬ほおに両手を当てて喜ぶ青海。するとそんな俺たちのもとに雄ゆう介すけがやって来た。

「バカップルしているところ悪いが、喜べ高たか村むら。お前に朗報があるぜ」

「バカップルじゃねえよ……って、朗報だと？」

「実はさ、今度の週末にサッカー部の対外試合があるんだが、その試合で俺が初めてメンバーに選ばれたんだよ！」

　そして彼は続けた。なんでもその試合は夕ゆう陽ひ谷だに高校のグラウンドで行われ、生徒なら誰でも自由に観戦できるらしい。そして彼の口から飛び出したのは、その試合の観戦に千ち春はるを誘ってみるのはどうかという提案だった。

「な？　良いと思わないか？　高校のサッカー部の対外試合、そうなるとやっぱり誰だって母校を応援するもんだろ。そしたら応援にも熱が入って観戦も盛り上がって、お前も倉くら咲さき先輩との仲がちっとは縮まるんじゃねえか？」

「な、なるほど……」

「それ良いですね、私賛成です！」

　横で聞いていた青海も乗り気なようだ。

「高村はまだ倉咲先輩に真実を話せてないんだろ。ならこういう地道なイベントを繰り返しながら、彼女と仲を深めていくしかないよな。まあ俺も協力するから、頑張れよ」

「柏かしわ木ぎ…………分かった。俺、勇気を出して倉咲さんを誘ってみるよ」





　　　　　　　　◇






　その日の放課後、俺たちは帰る支度を済ませ、一年フロアの廊下を昇降口に向けて歩いていた。すると青海が何かを思い出したように、こちらに顔を向ける。

「あっ、そうだ。颯太先輩、明日は私、日直なので────」

　と、彼女がそこまで言いかけたそのとき、




「颯くん、いるー？」




（な!?）

　なんと、どこからか千ち春はるが俺を探す声が聞こえてきたのだ。いや、どこからかではない。この声は恐らく数メートル先の角を曲がった所にある階段からだ。俺は心臓が大きく脈打つのを感じた。まずい。ここは一年フロアだ。こんなところでもし彼女に見つかったら、俺が一年生だとバレてしまうかもしれない！

「颯そうくん、どこにいるのかなー？」

　声はさっきより近くなる。この調子だとあと数秒で俺たちとバッタリ出くわすだろう。それは避けなければ。俺は慌てて辺りを見回した。どこか、どこか隠れられる場所は……。すると、俺たちのすぐ傍そばに佇たたずむ茶塗りのドアが目に留とまった。

「青あお海み、隠れるぞ、急げ！」

「えっ!?」

　俺は即座に青海の腕を掴つかむと、そのドアを開けて彼女と一緒に中へと転がり込んだ。鍵が開いていて本当に助かった。急いで扉を閉めると、中は少し薄暗い。照明のついていない室内で、明かりと言えば窓から差し込む太陽光だけだ。見たところここは倉庫のようで、使われていない机や掃除ロッカーなどが無造作に放置されていた。この部屋自体も普段は人が入ることは少ないらしく、若干埃ほこりっぽい。

（それにしても、なんで倉くら咲さきさんが一年フロアに……それも俺のことを探して……？）

「ちょっと、どうしたんですか先輩、いきなり！」

「しーっ！　倉咲さんに聞こえるだろ！」

「あれっ？　今、この部屋の中から颯くんの声がしたような……？」

（！！！！！）

　壁一枚挟んだ向こう側から伝わる、俺の想おもい人の声。彼女はいつの間にやらこの部屋の前まで来ていたようだ。

「中、見てみよっか！」

「……やめておきなさいよ。その部屋、倉庫って書いてあるじゃない。勝手に開けて、怒られても知らないわよ？　それにそんなところに高たか村むら君がいると思う？」

「まあ、良いいじゃん、良いじゃん」

　どうやら彼女の隣には栄えい子こもいるらしい。栄子が千春を止めようとしているのが分かる。だが千春は、そんな忠告などお構いなしにドアへと近寄った。顔くらいの高さにある不透明なガラス越しに、彼女の影が大きくなるのが見える。

（まずいっ！　もうこうなったら……！）

「青海、こっちだ！」

「きゃっ！　むぐっ！」




　それから三秒後────

　ガチャ、というドアノブが回る音がしてから、倉庫の扉がゆっくりと開かれた。

「失礼しまーす。颯そうくん、いるー？」

　外から覗のぞき込こみながら、千ち春はるは中に問いかける。彼女の声は部屋中に響き渡ったが、しかし返事をする者は誰もいない。

　千春はそのまま部屋の中へと足を踏み入れた。続いて、栄えい子こも後に付いてくる。

「……いないね」

「だから言ったでしょ、中を見ても無駄だって。でも確かに、埃ほこりっぽくて陰気なこの部屋は高たか村むら君にはお似合いだけれど」

「うーん、確かに声が聞こえたんだけどなー」

「……ほら、もう良いでしょ？　そろそろ帰りましょうよ。高村君なんて探してもしょうがないじゃない」

「ダメ！　だって二年のフロアのどこ探しても颯くんがいないんだよ？　だからもしかしたら一年のフロアとか、他の場所にいるかもしれないじゃん。私、まだ探してみるから」

「はあ、分かったわよ。千春がそこまで言うなら、あともう少しだけ調べてみましょうか」

「ありがとう、えいっち！」

「じゃあとりあえず早くこの部屋から出るわよ。こんな場所にずっといたら気分が悪くなるわ」

「そうだね。次どこ行こっか」

「この階にはいないんじゃないかしら？　三年フロアの方に行ってみない？」

「良いいね！」

　そんな会話を残して、二人は倉庫から出て行った。静かに扉が閉められる。




　二人がいなくなった倉庫の中はしーんと静まりかえった。物音一つ聞こえない。だが、部屋の隅にポツンと置かれた掃除用ロッカーの中から、次第に何者かの声が漏れ始める。

「……む、ん、んんんん……」

（ふぅ、何とか命拾いしたぞ……。倉くら咲さきさんも野の田ださんも、二人とも出て行ったな？　じゃあ俺たちもそろそろ……いや、待てよ？　そうと見せかけて実はどこかに身を潜めている可能性もある。だとしたら今飛び出すのは危険だ。もう少し様子を……）

　俺は外の気配に全神経を研ぎ澄ませながら、思考を巡らせていた。そう、俺と青あお海みは千春たちが部屋に入ってくる寸前に、倉庫内に放置されていた掃除ロッカーの中に身を隠したのである。まさに間一髪だった。狭い空間の中で息を潜めた俺たちは、なんとかすんでのところで千春たちに見つからずに済んだのだ。

（それにしても一年フロアにまでやって来るなんて……どうして倉咲さんはわざわざこんな場所まで俺を探しに？　まさか、俺が二年生じゃないとバレたのか？　これは彼女が俺の正体に気付くのも時間の問題かもしれないぞ……くそっ、どうする？）

「んん、はあ、はあ……」

　俺のすぐ近くから、女の子の荒い息遣いが聞こえてくる。俺は声を出されないよう、ずっと青あお海みの口を右手で押さえていた。そこから発せられる彼女の息が、俺の右手を温める。その感覚に意識が向いたとき、俺はようやく気が付いた。

（……って、何だよ今のこの状況は！　狭い密室空間で、女の子と二人っきり……な、なんか良い香りもするし……こ、これは一体どうしたら良いんだ!?）

　さっきまでとは違う理由で、俺の心拍数がどんどん上がっているのが分かる。俺は左手を軽く青海の背中に回して、半分抱きしめるような体勢で彼女と密着していた。互いの制服と制服、靴と靴、そして肌と肌が触れ合う。さらに彼女が体を動かした拍子に、俺の胸のあたりに何やら二つの柔らかい膨らみが押し当てられて……。

（!?　も、もう限界だ！　これ以上このままでいたら、俺の理性が吹っ飛んでしまう！）

　俺は反射的に両手を彼女の身体からだから離すと、そのままの勢いで掃除ロッカーの外へ飛び出した。後ろを振り返ると、青海はロッカーの中に一人立ちすくんでいる。

「ごめん、悪かった！　急にこんなところに連れ込んだりして。でも緊急事態だったんだ」

「はあ、はあ、はあ……」

　青海はやっと解放された口を開いて、苦しそうに息を整えていた。

「……その、大丈夫か？　怪け我がとか、してないか？」

　俺がそう尋ねると、彼女はようやく小さな声で言葉を発した。

「……いえ、それは、大丈夫ですけど……」

　そこまで言って口をつぐんだ青海は、手を握りしめたまま恥ずかしそうに俯うつむいてしまう。

「青海……？」

　俺が首を傾かしげた次の瞬間、彼女は動いた。トマトのように真っ赤な顔をした彼女は、俺の隣を風のように駆け抜けると、勢いよくドアを開けて部屋から走り去ってしまったのだ。

「あっ、おい、青海！」

　やがて彼女の走る音が遠ざかり、静寂に包まれた倉庫には俺一人だけが残された。





　　　　　　　　◇






　翌朝、俺は学校の最寄り駅を出ると、高校へと向かう道を歩いていた。その隣に、いつもいる彼女の姿は無い。昨日はあの後、青海の携帯に電話をしてみたのだが繋つながらず、俺は結局一人で下校したのだった。そして今朝も、駅のいつもの場所に彼女はいなかった。

（やっぱり怒らせちゃったんだろうな、昨日のあれで……学校に着いたら青海にちゃんと謝ろう。許してもらえるかは分からないが……）

　俺がそんなことを考えながら歩いていると……。

（……ん？　なんか、誰かにつけられているような……）

　俺は背後に何者かの気配を感じた。その人物は俺と一定の距離を保ったまま、先程からずっと俺の後をピタリとつけている。間違いない、俺は尾行されている。

　その正体が気になった俺は、思い切って後ろを振り返ってみた。その瞬間、俺は目撃してしまったのだ。俺の数メートル後方にいた、同じ制服を着た金髪ツインテールの女の子が、慌てたように咄とつ嗟さに電柱の陰へと姿を隠した一瞬を。

「…………」

　その電柱の陰から、彼女はチラチラとこちらを覗のぞいていた。思いっきりバレているのだが、それで隠れているつもりなのだろうか。

（やはり、俺の気のせいじゃなかったか……ってかなにやってるんだよ、こいつは……よし、こうなったら！）

　数秒後、俺は動いた。再び前を向いた俺は相手の隙をつくように一気に走り出し、学校へ向けて一目散にダッシュしたのだ。無い体力を振り絞って、全速力で。すると……。

「あっ！　ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　背後からそんな女の子の叫び声と共に、俺を追いかけて来る音が聞こえてくる。俺は走りながら首を傾かしげるのだった。本当に何がしたいんだよ、この金髪少女は。




　学校の正門に着いたところで、俺は後ろを振り返った。見ると少し離れたところに彼女の姿があった。息を切らしながらツインテールを振り回しつつ、ヨタヨタとこちらに向かって歩いている。やがて、彼女は俺のすぐ近くまでたどり着いた。

「ぜいぜい、はあ、はあ……そんなに全速力で走らなくても……はあ、はあ……」

　息も絶え絶え、髪も乱れた彼女の顔はとても苦しそうだ。俺はそんな彼女を見下ろしながらこう問いかける。

「お前、一体何がしたいんだよ。俺の後をつけたりしてさ」

「はあ、はあ……そ、それは……」

「今まで俺のことをこそこそ監視したり、ストーカーしていたのもお前だろ。図書室で本の隙間から、勉強中の俺たちのことを盗み見ていたこともあったよな？」

「は、はあ？　な、何のことかさささっぱり分からないわね」

　この女はあくまでもしらを切るつもりだ。だが、俺にはとっておきの武器がある。

「……じゃあ、これはどうだ？」

「なによ？」

　俺はそう言って、ブレザーのポケットの中から、図書室に落ちていた例の赤色のヘアピンを取り出した。こんなこともあろうかと、常に肌身離さず持っていたのだ。俺がそれを顔の高さまで持ち上げると、朝日を反射して光るそれを見た彼女はすぐさま反応を示した。

「あっ、それ！　美み宇うのヘアピン！」

　彼女はそのヘアピンを俺の手からひったくろうと腕を伸ばしてきた。しかし俺はすかさずその手を高く上げ、彼女の手の及ぶ範囲外へと避難させる。

「ちょっと、返しなさいよ！」

　金髪少女はピョンピョンと飛び跳ねながら、俺の持つヘアピンを掴つかもうと試みるが、それらはいずれも空を切る。間近で見ると、彼女はとても背が低い。青あお海みよりも低いんじゃないだろうか。この背丈では、とても俺の高く掲げた手には届きそうになかった。

「ほう、これはやはりお前のヘアピンなんだな」

「そうよ！　ずっと前に無くして、一生懸命探したのに見つからなくて諦めていたの！　お気に入りだったのよ！　でも、あなたが盗んでいたのね！」

「人聞きの悪いこと言うな！　盗んでなんかいない、落ちてたんだよ、図書室の床に！」

「……えっ？」

　彼女は俺の言葉を聞いて、驚いたように手を引っ込めた。勢いが弱まった彼女に、俺はさらに畳みかける。

「あのとき、俺に気づかれてお前が図書室から逃げ出した後、お前が立っていた場所の床に、このヘアピンが落ちているのを俺が見つけたんだよ。それで証拠に取っておいたんだ」
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「ふーん、そうなの……」

「……で、これがお前の持ち物だってことは、お前はあのときあの場所にいたってことだよな？　じゃあ聞かせてもらおうか。お前はあそこで何をしていたんだ？」

「べ、別に……なんだっていいでしょ……」

　金髪少女は幾分動揺している様子だった。躊躇ためらいがちに俺から視線を逸そらしている。

「隠したって無駄だぞ。俺と青あお海みのことを覗のぞき見みしていたんだろ？　それにあのときだけじゃない。俺は入学以来、お前の気配を何度か感じているんだ」

　そして俺は、彼女の目を見つめながら尋ねた。

「────なあ、正直に教えて欲しい。お前の目的は一体何なんだ？」

　暫しばしの沈黙。俺が彼女の顔に視線を向けたまま、返事を待つこと数秒後、彼女はようやく観念したように口を開いた。しかし俺はそのとき気づかなかったのである。返事を待つ間のほんの一瞬、サブリミナル効果的に一瞬だけ、彼女の顔に悪い笑みがよぎったことに。

「────実は美み宇う、高たか村むら君のことを極秘に調査していたの」

「なに？　俺のことを極秘に調査だって？　それはまたどういうわけで……」

「だって……」

　彼女はそこまで言って、俺の耳元へ口を近づけてきた。あまり大声では言えないことなのか。俺は彼女の高さに合うように、背を少し屈かがめる。そして俺の耳元まで寄ってきた彼女は、不意打ちのようにこんなことを言ってきたのである。




「高村君って、学校のみんなに凄すごく大きな隠し事をしているでしょ？」




　次の瞬間、辺りに俺の大きな叫び声が木霊した。

「は、はいいいいいぃ!?　な、何のことかなぁ、俺には全然……」

「隙あり～！」

「あっ、こら！」

　うろたえた俺が手を下ろしたチャンスを、彼女は見逃さなかった。というか最初からそれが目的だったのかもしれない。金髪少女は俺の手から華麗にヘアピンを抜き取ると、正門を通り抜け校内へと走り去って行ったのだ。

「おい、待て！」

　俺は急いで追いかけた。だが彼女は目にも留とまらぬ速さで、俺の前から姿をくらましてしまった。図書室でのときと言い、なんであいつは逃げ足だけあんなに速いのだろうか。さっき俺を追いかけたときは、あんなにバテていたというのに。

（くそっ、また逃げられてしまったか……だが……）

　今回の出来事で、こちらもまた新たな情報を得ることができた。あの金髪ツインテールの女の子はなぜか俺の名前を知っていて、何らかの理由で俺のことを調査しているということ。また名前は「美み宇う」というらしいこと。そして何より、俺の重大な秘密を掴つかんでいるかもしれないということ。

　────彼女の正体、そして目的は何なのか。俺のことをどこまで知っているのか。

　正直余計に謎が深まったような気もするが、ひとまず一歩前進ということにしておこう。




　教室に入った俺には、予想外の出迎えが待っていた。

「あっ、颯そう太た先輩、おはようございます！」

「あ、青あお海み……おはよう……」

　そこには昨日の放課後、真っ赤になって俺の前から逃走したクラスメイトが立っていた。そんな彼女が普段と変わらない様子で、俺に向かって笑顔で声を掛けてきたのだ。昨日の件、何て謝ろうかと必死に考えていたのに、少し拍子抜けしてしまう。

「……怒ってないのか……？」

「はい？　何の話ですか？」

　そう言ってキョトンとする青海。

「ほら、昨日倉庫で……」

　俺がそう言いかけると、青海は思い出したように頬ほおを染め、視線を俺から逸そらす。

「ああ、あれですか？　べ、別に怒ってなんかいませんよ～」

「で、でも俺は謝りたいんだ！　あんな狭いところに押し込んだりして、本当に悪かった！」

　俺は深々と頭を下げた。その上から、彼女の優しい声が聞こえてくる。

「顔上げてください、先輩！　私、本当に怒ってないですから！　むしろ嬉うれし──いや、何でもないですっ」

　俺が再び顔を上げると、青海は困ったように斜め下の一点をじっと見つめていた。

「そうか……なら安心したが……じゃあ、なんで走って行っちゃったんだよ？」

「それは……その……ちょ、ちょっぴり恥ずかしくて……」

「電話にも出なかったじゃないか」

「あっ、それは電池が切れていたんですよ」

「なら、今朝は何で駅にいなかったんだ？」

「あれ？　私昨日言いませんでしたっけ？　明日は日直の仕事があるからいつもより早く登校しますって」

「いや、そんなの聞いた覚えは…………ひょっとして、あのときか？」

　俺は思い出した。昨日の帰り、廊下で千ち春はると遭遇しそうになる直前、青海が何か言いかけていたことを。

「ああ、そうです！　そういえば話が途中で終わっていましたね。颯そう太た先輩が嫌がる私を無む理り矢や理り倉庫に押し込むから……」

「表現に気を付けてくれ。ここ教室だぞ。だが本当に気にしていないのか……？」

「だからそう言ったじゃないですかあ～」

　笑顔を見せる青あお海み。その姿を見て俺は思う。昨日からの心配は何だったのか。彼女があまり気にしていないようなので、俺は少しホッとしたが……。

「……でもそれじゃあ俺の気が済まないんだ。頼む。何かお詫びをさせてくれ」

「そんな、お詫びなんて別に良いですよ」

　俺の提案を聞いて、一度はそう言ってそれを断った青海だったが、その直後、彼女は何かを考え始める。やがて彼女が再び口を開くまで、そんなに時間はかからなかった。

「……そうですね、颯太先輩がそこまで言うなら、お願いさせてもらっても良いですか？」

「なんだ？　何でも言ってくれ！」

「では今日の放課後、私に付き合ってください！」

「…………へっ？」





　　　　　　　　◇






　大阪・日につ本ぽん橋ばし。そこは東京の秋あき葉は原ばらと並ぶ西のヲタクの聖地である。俺たちの学校から数分歩いた所にあるそのエリアは、電化製品はもちろん、アニメ・ゲーム・鉄道模型・カード・フィギュアといった、サブカルチャーに特化した店舗が多数軒を連ねている。

　俺と青海はその日の放課後、その街にやって来ていた。学校を出て、いつもとは逆の方向へと進む。角を曲がってしばらく歩けば、そこはもうヲタク街の中心だ。沢山のアニメの看板やポスターが俺たちのことを出迎えてくれる。通りには、メイド服姿の女の子たちの姿もチラホラ見えた。

　今日俺たちがここに足を踏み入れたのは、もちろん青海の要望である。俺は青海に連れられ、いろんな店を廻まわった。彼女の楽しそうな様子を見ているうちに、俺も昨日のお詫びで付き合っていることをいつしか忘れ、心地良いひと時を過ごすようになっていた。




　レンタルビデオショップで青海がホラー映画をレンタルした後、次に二人がやって来たのはアニメグッズを多く取り扱う、青色の看板が目印の有名なチェーン店だった。

（へぇ、中はこんな風になっているんだな……）

　店内に入った俺たちは、店の商品を眺めながら歩いていた。俺の左右には沢山のアニメグッズが所狭しと陳列されている。

「あっ、これ私見たことあります！」

　青あお海みはキャッキャとはしゃぎながら、周囲のアイテムに目を奪われていた。全く、学校では一応クールキャラとして通っているのに、この様子を是非クラスのみんなに見てもらいたい。と、そのとき────

「うわあぁ、えいっち、見て見て！　これすっごく可愛かわいいよ！」

「そうね……」

「ほら、この衣装の再現性とかさ！　良くできてる～」

　俺たちの背後から届いてくる、聞き覚えのある二人の声。俺がそちらを振り返ると同時に、彼女たちもまた、近くに立つ俺たちの存在に気が付いた。

「く、倉くら咲さきさん……」

「あっ、颯そうくん……」

　そう答えた千ち春はるは、ついさっきまでの元気さとは打って変わって、気まずそうに顔を俯うつむかせた。そして、目を左右に泳がせながら静かに声を出す。

「そ、颯くんもこういう店来るんだね。アニメとか好きなの？」

「いや、特にそういうわけではないんだが……青海が来たいって言い出して……」

「そ、そうなんだ……ふうん……」

　やけに挙動不審なのだが、どうしたのだろうか。不思議に思った俺はふと、千春たちが先程まで話題にしていた商品へと目を向けた。

「それ、見てたのか？」

　そう言って俺が指差した先には、アニメキャラらしき女の子のフィギュアが置かれていた。サイズは電子レンジに入るか入らないかくらいの大きさで、ピンク系のオシャレな服に身を包んだ女の子が、ステッキのようなものを掲げて立っている。

「う、うん、まあ、ちょっとね……」

「フィギュアですか……へぇ～、とっても可愛らしい女の子ですね～」

　興味津々な様子でそのフィギュアを見つめる青海とは対照的に、千春の返事はどこかぎこちない。そんな彼女は視線をチラチラとフィギュアの方へ向けていた。その姿を見ていた俺の脳内にはある考えが浮かぶ。

（もしかして、倉咲さんはこれが欲しいんじゃ……？）

　先程の栄えい子ことの会話の内容や、今のこの態度から想像するに、実は千春はこういう物に興味があるのかもしれない。だが恥ずかしくて言い出せないのではないか。俺がそんな風に推測していたとき、ふと青海が驚いたように声を上げた。

「……って先輩、これの値段見てください！　ものすごく高いですよ！」

　そう言って、値段の書かれたプレートを指差す彼女。俺もそれに顔を近づけてみる。

（なに、どれどれ…………な、何だこの金額は!?）

　俺は思わず目を見開いてしまった。一、十、百、千、万……。俺が何度見直しても、そこに並ぶ五桁の数字が変わる様子は無い。

「驚きました、フィギュアってこんなに高価な物もあるんですね。私たち高校生が気軽に買える代物じゃないですよ、この値段は……」

「そうなんだよね……」

　そうポツリと呟つぶやいた千ち春はるの、少し残念そうな表情を俺は見逃さなかった。

（やっぱり俺が思った通りだ。倉くら咲さきさんはこれが欲しいんだ。でもお金が足りなくて……）

　そのとき、俺たちのやり取りをずっと黙って見ていた栄えい子こがついに口を開いた。

「ほら、もう良いでしょ、千春。そろそろ帰るわよ」

「そうだね……青あお海みちゃんたちはこれからどうするの？」

「私たちはもう少しこの辺を散策してから帰ろうと思ってます」

「そっか、じゃあまたね」

　俺たちに手を振った千春は、そのまま栄子と店の出口の方へと歩き出す。その後ろ姿を見ていた俺は、突然あのことを思い出した。慌てて彼女を呼び止める。

「あっ、そうだ。倉咲さん、ちょっと待って」

「え？　どうしたの、颯そうくん？」

　こちらを振り返った千春に、俺は言った。

「あのさ、話は全然変わるんだけど、実は────」




　目の前の巨大なケースの中を、アームが左から右へと流れていく。俺はタイミングを見計らってボタンを押した。しかしその腕の先は、思い通りに目的の品をキャッチしてくれない。

「おいっ、今の取れるだろ！」

「それにしても、無事倉咲先輩と試合観戦の約束ができて良かったですね」

「ああ。倉咲さんがＯＫしてくれて安心したよ（くそっ、もう一回だ！）」

　チャリン。俺は性懲りもなくまた百円玉を投入する。

「そうですね、私、当日が楽しみですっ」

　数分前、帰ろうとする千春を呼び止めた俺は、例のサッカー部の試合の応援に彼女を誘った。すると千春は「面白そう、もちろん行くよ！」と、二つ返事で了解してくれたのだ。俺も、今度の日曜日が次第に楽しみになってくる。

　その後、アニメショップから撤収した俺たちはゲームセンターに来ていた。そして俺は少し前からクレーンゲームとの格闘を続けている。しかし芳かんばしい成果は無い。それは俺の今の手元を見ていただければ分かるだろう。

「……今日の倉咲先輩、なんか様子が変じゃありませんでしたか？」

「それなんだが、俺の推測では倉くら咲さきさんはあのフィギュアが欲しかったんじゃないかと思うんだ（よし、今度こそ！）」

「なるほど……確かにあのフィギュアのこと、気になっているようでしたもんね」

　俺の横で青あお海みが納得したように頷うなずく。先程千ち春はるが店を出る際に俺が目にした、フィギュアを恨めしそうに見つめている彼女の姿が、俺には忘れられない。

　再び動き出したアームを眺めながら、俺はあのとき脳裏に浮かんだ考えを口にした。

「……俺があれを買ってやって、倉咲さんにプレゼントしたら、彼女は喜んでくれるだろうか。ひょっとしたら俺のこと、恋愛的な意味で興味を持ってくれるかもしれない？？？」

「そう一口に言うのは簡単ですけど、あの値段見ましたよね？　うまい棒何本分ですか、あれ。私たちのお小遣いじゃ果たして何か月かかるか……」

「だよな～、それが問題だ……（いいぞ、あそこだ、あそこまで行ったらボタンを……）」

「そうだ！」

「んなあぁぁぁ！」

　ポチ。

「あああ！（まだ押す所じゃなかったのに！）」

「先輩、良いこと考えましたよ！　アルバイトをしてお金を稼げばいいんです！」

「ア、アルバイトだと……？（こいつ、いきなり叫びやがって……）」

「そうです！　そしてそのお金で、倉咲さんにあのフィギュアをプレゼントしてあげたら良いじゃないですか！　そしたら彼女も颯そう太た先輩にメロメロになりますよ、きっと！」

「……まあ、確かにそれも悪くないな……」

　どうでも良い場所で急降下したこの役立たずアームは、くだらない空気ばかりをすくって、また落とし口の所へのんびりと移動していた。まったく、この動きを待っている時間ほど無駄な時間もそうそうありはしない。

「ですよね。それに限らず、お金はやっぱり大切ですからね。今のうちに貯ためておいて損は無いですよ」

「……ああ、俺はそれを今強く実感しているところだ」

　俺のなけなしの百円玉が、クレーンから落とされるただの空気へと変化した瞬間を目の当たりにした俺は、心からそう思ったのであった。

（なるほど、しかしこれは青海の言う通りだ。テストが終わって時間にも余裕ができたし、アルバイトに挑戦する良いチャンスかもしれないな。そして、欲しかった憧れのフィギュアを俺から受け取った倉咲さんは、それをきっかけに俺のことが…………）

「うおおおおおお！　そいつは最高の展開じゃないかああああ！」

　ガンガンガンガン！　気付けば俺は目の前の巨大なケースに、右の拳を力任せに打ち付けていた。

「ちょっとお客さん、困ります！　悔しいのは分かりますが負けた腹いせにクレーン台を叩たたかないでください！」

　結局店員に注意された俺は、とりあえずこのゲームセンターで働くことだけは諦めたのだった。




「いやー、今日は本当に楽しかったですね！　私のわがままに付き合ってくださってありがとうございました、先輩！」

「お礼なんか言われる覚えは無いよ。これは昨日のお詫びなんだからさ。でも楽しかったんなら良かったよ」

　日も傾き、赤い夕暮れの空が広がる時間帯、俺と青あお海みは電気街を離れていつもの駅へと帰宅の途に就いていた。青海は嬉うれしそうに今日の出来事を回想している。

「いろんな所を廻まわりましたね。アニメショップに行ったり、ゲームセンターに行ったり、メイド喫茶に行ったり……」

　するとそこまで言ったとき、彼女は急にその場に立ち止まった。

「先輩、あれ見てください！　アルバイト募集って書いてありますよ！」

　そこにあったのは、暖色系のシックな外装が特徴的な、一軒の飲食店らしき建物だった。そして彼女の指先は、その店の入り口に貼られた白い紙に向けられている。そこには整った字で、今まさに彼女が発した通り、「アルバイト募集」と大きく記されていた。

「高校生大歓迎ですって！　颯そう太た先輩、ここバイト先にどうですか？　良い雰囲気のお店ですよ。先程ちょうどアルバイトの話をしていたところですし、ピッタリじゃないですか」

「喫茶店か……」

「そうみたいですね」

　店先に置かれた黒色のボードには、トーストやコーヒーなどのおすすめメニューが値段と共に書き込まれていた。おしゃれな感じに落ち着いた雰囲気を兼ね備えた、個人経営のカフェのようである。

「おや、お客さんかい？」

　ふと気づくと俺たちのすぐ近くに、黒い服装をした、四十代くらいの体格の良い男性が立っていた。穏やかな顔つきに、細く処理された一筋の髭ひげ。恐らくはここのマスターだろう。こういった店のカウンターの中でコーヒーを注いでいる姿が、とても絵になりそうな人物である。

「いえ、俺たちはたまたま前を通りかかっただけで……」

　俺がそう言いかけると、突然青海が、そんな俺の言葉を遮るように身を乗り出してきた。

「あのっ、先輩がこのお店でアルバイトをしたいらしいです！」

「ちょっ、青海！」

「本当かい？　そう言ってくれるのは嬉うれしいね。見たところ、君は高校生かな？」

「は、はい、そうですけど……」

「それは良かった。今、ちょうど高校生のアルバイトを探していたところだったんだよ」

　その言葉を聞いて、青あお海みの顔がぱあっと明るくなる。

「良かったじゃないですか、先輩！　採用してもらえるみたいですよ！」

「いや、俺まだ何も言ってないんだが……」

「まあとりあえず一度面接をしてみないか？　そのときに履歴書を持ってきてもらって。日付はそうだな……早い方が良いだろうから、明日とかはどうだい？」

「……………………はい？」





　　　　　　　　◇






　トントン拍子に話が進むとはこういうことを言うのだろうか。というわけで翌日の放課後、俺は履歴書を手に再び店を訪れたのだ。

（急展開にも程があるだろ……でも、俺はこのチャンスを無駄にはしたくない）

　店の扉の前で、俺は深呼吸をした。少し緊張する。だがせっかく青海がきっかけをくれたのだ。ここは一歩前へ踏み出すときである。店の名前は「桜さくら井いカフェ」というらしい。その文字を一いち瞥べつした俺は意を決して、目の前の扉を開いた。

　数分後、店の裏手のスペースで俺の面接は始まった。一つのテーブルを挟んで、俺と例の男性が向かい合って座る。

「では自己紹介をさせてもらうね。私がこの店のマスター、桜井修しゆう一いちだ。よろしく」

「はい、よろしくお願いします」

　俺は履歴書を彼に手渡した。

「ふむふむ、高たか村むら颯そう太た君と言うのか。それで、今は夕ゆう陽ひ谷だに高校の一年生、と……」

「はい……」

　続いて、俺はマスターからの色々な質問に答えていく。するとそれらが一通り済んだのち、履歴書に目を向けていたマスターはふと何かに気付いたように顔を上げた。

「なるほど…………おや、高村君は高校浪人しているのかな？」

「ええ、ちょっとまあ、色々ありまして……」

　予想通りの質問に、平静を装ってそう答える俺。こうなることは予期していたため、このやり取りは事前にシミュレーション済みだ。

「そうか、ふむ……」

　俺の返事を聞いて、マスターは暫しばし考える仕草を見せる。そして数秒後、彼はテーブルに両手を乗せると、俺の方に身を乗り出してきた。

「よし、分かった。君を採用することにしよう」

「ほ、本当ですか！」

　まさか、こんなにあっさりと採用と言われるなんて、予想だにしていなかった。

「ああもちろん。君は真面目そうだし、不採用にする理由が無いさ。それに私にも少し思うところがあってね。君は私の喫茶店で働くのにこれ以上ない人材なんだよ」

「あ、ありがとうございます！」

　普段褒められ慣れていない俺にとって、マスターの言葉はなんだか照れ臭い。よく分からないが、彼は俺のことを歓迎してくれているようだ。

「それじゃあ、これからよろしく頼むぞ」

「はい、こちらこそよろしくお願いします！　俺、一生懸命頑張ります！」




　その後、俺はマスターに喫茶店の中を案内してもらった。この建物は三階建てで、一階が喫茶店、そして二階と三階はマスターの住居になっているらしい。

　一通り店内を見て回ってから、俺はふと気になったことを尋ねてみた。

「……あの、この店の従業員って俺だけなんですか？」

　俺の素朴な質問を聞いて、マスターは思い出したように口を開いた。

「ああ、そうそう。実はもう一人いるんだよ。まあ、あいつは従業員と言うよりお手伝いみたいなものなんだけれどね」

「はあ……」

　とそのとき、俺たちがその話を始めたのを狙い澄ましたかのように、従業員用の扉がゆっくりと開けられた。そこから誰かが入ってくる気配がするが、俺からは柱の陰になっていて姿は見えない。するとその柱の向こうから、可愛かわいらしい女の子の声がした。

「ねえ、補充用のコーヒー豆って、あの棚に入れておけば良かったんだっけ？」

「噂うわさをすればだね。ちょうど良い。美み宇う、ちょっと来なさい。紹介したい人がいる」

　俺はそのマスターの言葉に一瞬耳を疑った。

（美宇？）

　そして、その柱の影から現れた人物を見た俺は、目を見開いたままその場に硬直してしまったのである。

「なにー、パパー？　美宇に紹介したい人って？」

（な!?）

「紹介しよう、美宇。こちらが今日からうちで働くことになった、アルバイトの────」

「えっ!?」

　ドサッ。彼女の驚いた声と共に、辺りに重い衝撃音が響く。俺の目の前の女の子が、コーヒー豆の入った袋を床に落としたのだ。

「おっと、ダメじゃないか。大事な商品を床に落としたりしちゃあ……」

「ご、ごめんなさい……」

　俺の前で素直にそう謝った彼女は、急いでその袋を拾い上げると、近くにあった棚に乗せる。その一部始終を、俺は呆ぼう然ぜんとしながら眺めていた。彼女が屈かがむたびに揺れるツインテールに、暖色系の色に囲まれた店内で一際目立つ鮮やかな金色。さらに「美み宇う」という名前。それらはどれをとってもつまり…………。

（嘘うそだろ、おい……しかもこいつ、確かさっきマスターのことを「パパ」って……）

　コーヒー豆を収納した彼女は、再びこちらを向いて立ち止まった。その顔には若干の動揺の色が見える。

「改めて紹介しよう。こちら、今日からうちで働くことになったアルバイトの高たか村むら颯そう太た君」

　マスターが俺に手を向けて紹介する。俺は引きつった顔のまま、小さくお辞儀をした。

「ど、どうも……」

　続いて彼はその手の向きを、彼女の方へと移動させた。

「それで高村君。この小さいツインテールの女の子は、私の娘の桜さくら井い美宇って言うんだ」

（やっぱり、娘……！）

「小学生に見えるかもしれないが、実は君と同じ夕ゆう陽ひ谷だに高校の一年生なんだよ。なあ、美宇？」

　マスターが彼女に話を振るが、この金髪少女は不愉快そうに腕を組んだまま何も答えようとしない。

「あれっ、どうしたんだ？　そんな顔をして。いや、ごめんね高村君。この子は人見知りが激しくてね、初対面の人とは上う手まく話せないんだよ。だがいつもはもっとオドオドしている感じなんだが、どうして今日はそんなに不機嫌そうにしてるんだ？」

「べ、別に何でもないわ……気にしなくて良いわよ、パパ」

　美宇は苦笑いをしながらそう答えた。腕組みをする彼女の目は、マスターを見たり、横の壁を見たり、そして時折チラッと俺を見たり、何とも忙せわしない。

「……ひょっとして、二人は知り合いなのか？」

　そんな俺たちの間に漂う微妙な空気を感じ取ったのか、マスターは頭に浮かんだ疑問を口にした。しかしその目はなぜか俺に向けられている。えっと、俺が答えないといけないんですか、これは？

「いや、その、まあ一応……」

「なあんだ、そうだったのか！　それなら話は早い」

「どういうことですか？」

「いや実はね、さっきも話したけど、この子はとても人見知りでね……そのせいか、もう高校に入学して二か月が経たつのに、まだ学校に友達が一人もいないんだよ」

「ちょっとパパ！　余計なこと言わないで！」

「そこで私は高校生のアルバイトを募集することにしたんだ。美み宇うにはいつも店の仕事を手伝ってもらっているからね。一緒に仕事をする仲間ができたら、彼女が人見知りを直すきっかけになるかなと思ったんだよ」

「なるほど……そういうことだったんですか。だから同じ高校の同級生である俺が適任だったってわけですね」

「そうなんだよ。というわけだから、これからは二人で協力して頑張って欲しい。美宇も、高たか村むら君が仕事に困っていたらちゃんと教えてあげるんだよ。一応ここではお前の方が先輩なんだから。分かったかい？」

「…………」

　美宇は相変わらず腕を組んだまま、不満げに俺から目を逸そらしている。

「美宇？」

「あっ、え、えっと……わ、分かったわよ、パパ……」

　父親であるマスターには、案外素直な様子の彼女。渋々そう言って頷うなずいた。

　とそのとき、玄関の方からカランコロンとドアベルの鳴る音が聞こえてくる。

「おっと、お客さんだ。じゃあ私は行ってくるよ……いらっしゃいませ、何名様ですか？」

　さすがマスター、俺たちにそう言い残すとすぐさま営業スマイルに切り替えて、お客さんの方へと歩み寄って行ったのだった。




　数分後、俺たちは店の一角で他の人に聞こえないよう小声で話していた。

「それで、なんであんたがここにいるわけ？」

「それはこっちのセリフだ。何でお前がここにいるんだよ？」

「ここはパパの店よ！　美宇がいて当たり前じゃない。それにこの上は美宇の家だし」

　美宇はそう言って天井を指差した。

「……高村君、さてはあなた逆スパイね？　大方、美宇にストーカーされたから、逆に美宇のアジトへバイトとして潜り込んだってところでしょう」

「自分がストーカーしてたって自覚はやっぱりあるのかよ。それに、別にそんなつもりじゃねえから。お前がマスターの娘だなんて、ついさっきまで夢にも思ってなかったんだし」

「……本当かしら。実に疑わしいわね……」

「本当だって。信じてくれよ……」

「ふーん、まあ良いけど。スタッフが増えるとこっちも助かるしね」

　何だかよく分からないが、どうやら俺がここで働くことには反対ではないらしい。

「俺はこんな自分を雇ってくれたマスターのために一生懸命頑張りたいんだ。だからこれからよろしくな、桜さくら井い」

「！」

　俺が美み宇うに改めてそう言うと、彼女は一瞬驚いたような反応を見せた。そして、少し赤らんだその顔を見られないようにするためか、俺に背を向ける。やがて、

「よ、よろしく……」

　彼女の背中越しに、そうポツリと呟つぶやく声が聞こえてきた。

　その直後、遠くの席から客の女性がこちらに声を掛ける。

「すみませーん、店員さーん！」

「はい、ただいま参ります！」

　美宇はその声にすぐに反応すると、そう元気に返事をして客の方へと歩いて行った。

「お待たせいたしました、ご注文でしょうか？」

「えっと、このマンゴーパフェを一つと────」

　そんなやり取りを遠くから眺めながら、

（なんだよ。あいつ、ちゃんと笑顔でお客さんに受け答えできているじゃないか）

　俺はそんなことを思っていた。




「────というわけで、あの喫茶店で働くことになりました」

「わあ～、凄すごいじゃないですか！　おめでとうございます、颯そう太た先輩！」

　その日の夜、電話で青あお海みに今日の結果を報告した俺は、彼女から祝福の言葉を受けた。その元気な声を聴くと、彼女が自分のことのように喜んでくれているのが伝わってくる。

「これで先輩はたくさん稼いで、倉くら咲さき先輩にプレゼントができますねっ」

「そうだな…………青海」

　俺は数秒間の沈黙の後、電話の相手の名を小さく口にした。

「？　なんですか、先輩？」

　彼女の可愛かわいらしいキョトンとした声が、俺の鼓膜を揺さぶる。そして俺は、自分以外誰もいない部屋の中で、ポツリと囁ささやいた。

「…………ありがとな」





　　　　　　　　◇






　それから三日ほどが経過した、週末、土曜日。俺の仕事もいよいよ本格的に始まっていた。覚えることが多くて大変だが、やりがいのある仕事に俺は充実感を抱いていた。すると、テーブルを拭いていた俺にマスターが声を掛ける。

「高たか村むら君、お客さんが減って来たから、しばらく向こうで休憩してくれて良いよ」

「分かりました」

　休憩の許可が出た俺は控室へと向かった。ここは面接でも使われた場所だ。中央に置かれたテーブルを囲むように、四つのソファが並べられている。その内の一つに座って携帯を確認すると、青あお海みからの連絡が。それは、明日の待ち合わせ時刻についての返事だった。明日、日曜日は待ちに待った例のサッカー部の試合が行われる日である。

（昼の十二時に駅前で待ち合わせね……了解、と）

「なになに、デートの約束？」

「なっ!?」

　その声に驚いて振り向くと、そこには美み宇うが立っていた。どうやら画面を覗のぞき見みされていたらしい。

「違うって、そんなわけないだろ。それに勝手に人の携帯を覗き込むなよな」

「悪かったわね。コーヒー飲む？　お詫びに淹いれてあげるわよ」

「……そうだな、じゃあお願いするよ」

　美宇は机に近づくと、ポットの電源を入れてコーヒーの用意を始めた。コーヒー豆の袋を開けながら、彼女はなおも続ける。

「可愛かわいい女の子と日曜に待ち合わせだなんて、デート以外に何があるのかしら？」

「試合だよ。うちの高校のサッカー部の対外試合があるんで、それの応援に行くんだ。だから決してお前が思っているようなことじゃ……」

「へえ、そうなの、お熱いこと」

「だからなんでだよ」

（……でも休日に大好きな倉くら咲さきさんと試合観戦ができるなんて、これはある意味デートと言えるかもしれないな。まあ、一緒に青海もいるんだが）

　そんな話をしている間にも、彼女はテキパキと準備を進めている。

「……この前も思ったが、随分手際が良いよな」

「これのこと？　当たり前じゃない、美宇は小さいときからずっとやってるんだから。喫茶店の娘を舐なめないでよね！」

　その言葉は決して口から出まかせではなかった。確かに美宇は凄すごい。たった数日一緒に働いただけでもそれは分かる。調理の腕はもちろんのこと、接客技術やメニューの知識など、どれをとっても一級品なのだ。まさにマスターの右腕ともいえる活躍ぶりだった。

「当然でしょ。何年パパのお手伝いをしていると思ってるの。美宇の技術はプロ並みなんだから」

　そう言ってふふんと鼻を鳴らしてから、彼女は目の前に置かれた二つのカップに手を掛けた。

「そろそろできたわね。はい、美宇特製のコーヒー。たっぷり堪能しなさいよ」

「おう、サンキュー」




　俺と美み宇うはできたての一杯を口に運んだ。ほんの少し流し込むだけで、その至福の味が体中に染み渡る。さっきまでの仕事の疲れが一気に抜け落ちていくように感じた。

「うまい……」

「美宇が淹いれたんだもの、美お味いしいに決まってるわ」

　そう言う彼女も、一口一口味わうようにそれを嗜たしなんでいた。それを見て俺はふと思う。

（あれっ、桜さくら井いって今は休憩中じゃないよな？　なのにわざわざ俺の休憩のタイミングでここに来て、一緒にコーヒーを飲むなんて、何か企たくらんでいるんじゃないだろうな……）

　俺のそんな予感は的中した。突如静かにコーヒーカップをテーブルに置いた美宇は、俺の顔を見て改まったように言ったのだ。

「ところで、高たか村むらにちょっと聞きたいことがあるんだけど、良いかしら」

「聞きたいこと？」

　俺はコーヒーを飲みながら何気なくそう返した。すると次の瞬間、美宇の口からは信じられない言葉が飛び出したのである。




「────高村って、元浪人生なんでしょ？」




（なに！！！！！！！！！！）

「！！！！！！　げほっ、げほっ、げほっ！」

　あまりの衝撃に、飲み込もうとしていたコーヒーを目の前の彼女めがけてぶちまけてしまいそうになった。だが何とか耐えた俺は、それを飲み込むと激しく咳せき込こむ。

「ちょっ、大丈夫!?」

　俺の心臓は大きく脈打っていた。体は強こわ張ばり、皮膚からは一瞬のうちに冷や汗が溢あふれ出でて来る。コーヒーで落ち着いたはずの俺の心は瞬く間に搔かき乱されていた。

　やがて数秒後、少し呼吸が落ち着いた俺は美宇に向かって口を開く。

「あはは、何を言っているのかな、桜井さん。浪人生？　何のことやら」

「ふーん、今までもそう言って、いろんな人たちを騙だましてきたのね。この状況でまだ誤ご魔ま化かせると思っているところがおめでたいわ。これを見なさいよ」

　そう言って美宇は立ち上がると、書類が置かれた棚へと歩み寄り、そこから一枚の紙を取り出した。そして、見覚えのあるその紙を俺の顔の前へと差し出してくる。

「あっ、これは……」

「申し訳ないけど、あなたの履歴書を勝手に見させてもらったわ。ほら、ここにはっきりとあなたの年齢が書いてあるわよね」

　彼女の指差す箇所には「十七歳」と、俺の年齢がハッキリと記入されていた。そう、俺の誕生日は四月。つまり今の俺は高一にしてもう十七歳なのだ。

「これは一体どういうことなのかしら？　納得のいく説明を聞かせてもらえる？」

「えっと……その……」

「ほら、何も説明できないんじゃない。もう正直に言っちゃいなさいよ。全て吐いたら楽になるわよ」

　必死に打開策を考える俺。だがこれはさすがに誤ご魔ま化かせそうにない。どうする、ここは諦めて話すべきか？　しかし絶対に浪人生だとバレてはいけないという俺のミッションはどうなる？　既に栄えい子こにも知られてしまったし、これ以上秘密を漏らすわけには……。

　俺がそんな葛藤に苦しんでいると、美み宇うは突然、

「しょうがないわねぇ……」

　そう零こぼして、何も告げずに部屋を出て行った。やがて二分ほどが経たって、ようやく戻ってきた彼女。その手にはまたもや一枚の紙が握られている。

「これ、見てみなさい」

　俺はてっきり、俺が元浪人生だという更なる決定的な証拠を突きつけて来るのかと思っていた。だが、彼女から渡されたその紙は、俺の思いもよらないものだった。

「…………卒業証書？」

「そうよ。美宇の中学の卒業証書」

「ああ。それは見れば分かるが、なんでこんなものを俺に……」

「いいから、よーく見てみなさいよ」

　美宇がそう言うので、俺はその卒業証書の文章に一から目を通してみた。見たところ、そこに書かれた文面は特に代わり映えのしない、お馴な染じみの定型文である。だが……。

「えっ……」

　俺は気付いてしまった。いや、この俺だからこそ、いち早くその異変を感じ取ったのかもしれない。そのおかしな点とは、卒業証書に印字された、卒業年月日の部分だった。

「ね？　分かったでしょ？」

「おい、お前、まさか……」

　その卒業年を見て、俺がピンとこないはずがない。俺が恐る恐る顔を上げると、美宇は至って普通の表情を浮かべながら、俺にこう告げたのだ。

「そうよ。そのまさかよ」




「──────美宇はあなたと同じ。あなたと同じ、元浪人生なのよ」




「そ、そんな……」

　突如明かされた衝撃の事実に、俺は絶句するしかなかった。

（な、なんだって？　美み宇うが元浪人生？）

　にわかには信しんじ難がたいその告白も、しかしこの卒業証書を前にしては認めざるを得ない。そこに書かれた美宇の卒業年は、俺が中学を卒業した年と同じ、つまり去年の数字だったのだから。そして俺はふと思う。

（なるほど、あのマスターのセリフはそういう意味だったのか）

　それは面接のとき、俺が元浪人生だと知ったマスターが言ったセリフのことである。

『それに私にも少し思うところがあってね。君は私の喫茶店で働くのにこれ以上ない人材なんだよ』

　今ならその言葉の意味が分かる。自分の娘と同じ境遇を経験した人物だったからこそ、マスターは俺のことをあれだけ歓迎してくれたのだろう。

「どう？　びっくりしたでしょ？」

　躊躇ためらう様子も見せずそう言ってのける目の前の女の子。その姿が俺には不思議だった。

「……なぜ、そんな堂々としていられるんだ？　それに自分から浪人生だと明かすなんて、一体何を考えて……」

　いつもバレないよう必死になっている俺からすれば、彼女の行動はまさに奇想天外だ。俺のその問いかけに、美宇はクスリと笑った。

「そりゃあ美宇だって、他の人には明かしたりなんかしないわよ。でも高たか村むら、あんたは違う。あんたが美宇と同じ境遇なんだって知ったから、美宇は今こうして真実を話してるのよ。美宇の気持ち、高村だったら分かってくれるって思ったから」

　そう話す彼女の、俺を見る目は真剣だった。その言葉が俺の胸に刺さる。そんなことを言われて、もう俺に観念する以外の選択肢なんて残されて無いじゃないか。

「…………ああ、そうだよ。お前の言う通り、俺は高校浪人したんだ」

「…………やっぱりそうだったのね。美宇の思った通り」

「ってことはお前が言っていた、俺を極秘に調査していたっていうのはもしかして……」

「そうよ。美宇は入学してすぐ、とある噂うわさを耳にしたの。それは一組に、クラスメイトに先輩と呼ばれている謎の男子がいるという噂。他の人たちはあまり気にしていなかったようだけど、元浪人生である美宇にはすぐにピンと来たわ。もしかしたら、彼も美宇と同じ立場の人間なのかもしれないってね」

「それで俺のことをストーカーしたり、付きまとったりしていたってわけね」

「ちょっと、人聞きの悪い言い方しないで！　美宇がしてたのは調査よ！　極秘調査！」

「はいはい……」

「……ホント、大変だったんだからね。あんたの正体も突き止めないといけないけど、逆に美宇の秘密もバレないようにしないといけない。美宇たちの間では、どちらが先に互いの正体を握るか、殺やるか殺られるかのギリギリの闘いが繰り広げられていたのよ」

「いや、俺はお前とそんな闘いをしていた覚えは全く無いんだが……」

「でもそんな今までの努力の甲か斐いあって、ようやくあんたの正体を突き止めることができたわ。感無量ね」

「努力と言うが、結果的にただ単に俺の履歴書を盗み見ただけじゃないか」

「う、うるさいわねっ……こ、こうして無事に成果を得られたんだから良いいのよっ」

「そうですかい……」

「……でも、仲間がいてくれて助かったわ。最初は、この高校に浪人生は美み宇う一人だけだと思っていたから」

「桜さくら井い……」

　美宇は神妙な面持ちでそう呟つぶやいた。俺と同じく、彼女も彼女なりに色々と苦労があったに違いない。とそのとき、控室の扉からマスターが顔を出した。

「美宇、ちょっと店の方に来てくれないか？　料理を手伝って欲しいんだ」

「分かったわ、パパ。すぐ行くっ」

　美宇は明るい声で父親にそう返事をしてから、俺の方を振り返った。

「まあとにかく、同じ元浪人生同士、これからもよろしく。じゃあ美宇はそろそろ店に戻るから。高たか村むらは明日、大好きな人とサッカー部の応援に行くんだったわね。良かったじゃない、楽しんできなさいよね」

「あ、ああ、どうも……」

　そう言い残して、彼女は扉を開けて出て行った。あとに残された俺は、暫しばし呆ぼう然ぜんとしながら考えを巡らせる。

（まさか、桜井が俺と同じ元浪人生だったとは……）

　こんなに身近に似たような境遇の人物がいたなんて。改めて驚く俺。だが、なぜか不思議と安心感がこみあげてくる。やはり俺も、同じ立場の人に出会えて嬉うれしかったのだろうか。俺は一人じゃない、そう思うと、少しだけ勇気が湧いてくるような気がした。

（それにしても、ついに明日か……倉くら咲さきさんとのデート〈？〉、楽しみだな……さて、ではそのためにも、残りの仕事を頑張るとしますか）

　気合いを入れ直した俺は、コーヒーの最後の一口を流し込んだ。明日のことを考えるとついつい頬ほおが緩んでしまう。その光景を想像しながら飲んだコーヒーの味は、さっき飲んだときよりもちょっぴり甘く感じた。

（……あれっ、待てよ？　俺は桜井に、明日は誰と行くなんて一言も話してないはず。なのに確かあいつはさっき俺に、明日は大好きな人と行くんでしょって………………）

　背筋が凍りつく感覚を追い払うかのように、俺は急いで仕事場へ戻って行ったのだった。
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　そして翌日、いよいよやって来たサッカー部の対外試合の日。午後一時三十分、夕ゆう陽ひ谷だに高校のメイングラウンドの隅には俺と青あお海みの姿があった。試合開始まであと三十分ほど。学校のグラウンドが舞台であるため特に観客席などが設けられているわけでもなく、俺たち観客は各々フィールドの外周の好きな場所に立ってキックオフを待っていた。

「楽しみですね、試合！」

「そうだな」

「倉くら咲さき先輩はまだですかね？」

「もうすぐ来るはずだが……」

　そう言って辺りを見渡す俺の顔を、青海が覗のぞき込こんでくる。

「それで、バイトの方はどうなんですか？　順調ですか？」

「ん？　ああ、まあな。覚えることが多くて今はまだドタバタしているけど、じきに慣れると思うぜ」

「そうですか、良かったです」

「それにさ、結構楽しいんだよ。マスターはとても良い人だしな。こんな俺でも少しは役に立てているのかなと思うと、何だか自信がついてくるんだ」

「先輩…………では今度、先輩が働いているときにお邪魔させてもらいますね」

「おう、いつでも構わないぞ」

　するとそのとき、俺たちの背後から声がした。

「へえ～、颯そうくん、アルバイト始めたんだ」

「倉咲さん！」

　俺たちが振り返ると、俺の想おもい人がこちらに手を振っていた。

（夏服姿の倉咲さん、なんだかいつも以上に可愛かわいいな……）

　夏服を着た千ち春はるを見るのはこれが初めてだ。半袖から伸びる艶つややかな手が太陽の光を浴びて光る。今までより露出の高い格好に、目のやり場に困る俺。

「晴れて良かったね、今日」

「そうですね、もう梅雨ですから」

　空を見上げながら千春と青海が話す。今日は一日中、雲一つない快晴との予報だった。

「でもちょっと暑いね……」

　そう言って千春は制服の襟元を掴つかむと、パタパタと空気を送り始めた。露あらわになる彼女の白い肌に俺はドキッとする。その彼女の首筋には一滴の汗が流れていた。

「確かにそうですね……」

　青海が頷うなずく。六月の午後、強い日差しに照らされたグラウンドはそこそこの暑さだった。もうすぐ本格的な夏だな、そう感じさせられる空気だ。すると青海が言った。

「私、自販機でジュースを買ってきますね。皆さんは何が良いですか？」

「買いに行ってくれるの、ありがとう青あお海みちゃん。えっとね、私は────」

　千ち春はると俺から聞き取りを終えた青海は自販機へと走って行く。その姿を見送りながら、千春が口を開いた。

「……本当に可愛かわいらしい女の子だよね、青海ちゃん」

「まあ、そうかな……」

　確かに今の青海の見た目は、誰が見てもかなり可愛いと言える部類に入るだろう。中学時代はあんなに地味な女の子だったのに、すっかりＪＫになっちまって。

「それにしても、颯そうくんにあんなに可愛い後輩の彼女さんができたなんてね～」

「だからあいつは彼女なんかじゃないって、ずっと前からそう言ってるだろ」

「ふーん、本当なのかな」

「本当だって」

「じゃあ颯くんって、今は好きな女の子とかいないの？」

「なっ!?」

　俺は思わずそんな声を上げてしまう。突然何を聞いてくるんだ、この女の子は。ただでさえ動きが激しくなっていた俺の心臓は、さらに大きく脈打っていた。

「な、なんだって……？」

「だから、好きな女の子だよ！　颯くんにもいたりするのかなーって思って」

　俺の隣に立つ千春は、そう聞きながら興味津々な様子で俺の顔を見てくる。俺の体はもう汗びっしょりだった。

（好きな女の子、そんなのいるに決まってる！　って言うか今俺の目の前にいるんですけど!?　でも、そんなの言えない……これは一体どうすれば!?）

「ねえ、どうなの？」

「あっ、えっと、いや、それは、その……」

　しどろもどろになる俺。するとそんな俺のもとに、救世主であるあいつが帰ってきた。

「お待たせしましたー。買ってきましたよ、ジュース！　あれ、お取り込み中でしたか？」

　見るとそこには、俺のクラスメイトがペットボトルを三本抱えて立っていた。俺たちの様子を見て怪け訝げんそうな表情をする彼女に、俺は慌てて言う。

「いや、全然そんなことないさ！　サンキュー、青海！」

　俺は彼女からジュースを受け取ると、そのままゴクゴクと飲み始めたのだった。「サンキュー」、その俺の言葉に込められた二つの意味に、青海は気付いたのだろうか。




　やがて試合開始が近づき、両校の選手たちがグラウンドに現れ始める。そのとき、不意に千春がポケットから携帯を取り出した。どうやら着信があったらしい。だがその画面を見た彼女の顔が、途端に暗くなる。

「倉くら咲さきさん、どうかしたか？」

　彼女の表情の変化が気になった俺が尋ねると、彼女は苦笑いしながらこちらを向いた。

「……ちょっとね。ある誘いがしつこくて……」

「ある誘い？」

「あっ、ううん、颯そうくんは気にしなくて良いよ。何でもないからっ」

　慌てたようにそう言って、携帯を元の場所へと戻す千ち春はる。

（誘いってなんだ？　画面を見たときの倉咲さんは、明らかに困った様子だったが……）

　しかしそんな風に疑問に思う俺の傍そばで、彼女は前を見て呟つぶやいた。

「勝てると良いなー」

　その視線は、一箇所に集まったうちの高校の選手たちに向けられている。

「……そうだな」

　俺も頷うなずく。千春と一緒に過ごすことばかり考えていたが、こうして試合直前になるとその行方も楽しみになってくる。これから九十分、喜んだり、落ち込んだり、興奮したり、俺は千春（プラス青あお海み）とどんな時間を過ごせるのだろうか。

「勝てますよ、きっと！　頑張って応援しましょうね！」

「もちろんだ、任せろ」

「あっ、そろそろ始まるみたいだよ！」

　千春がグラウンドを指差した。礼を終えた両校の選手たちがそれぞれのポジションへと散らばっていく。その中には我らが雄ゆう介すけの姿も。

（あいつ、スタメンに抜ばつ擢てきされたのか。頑張れよ）

　────そして午後二時、審判のキックオフの笛を合図に、ついに試合が始まった。




　ホイッスルの音と共に一斉に走り出す選手たち。両校の応援が響き渡り、盛り上がるグラウンド。だがどちらのチームも守備が上う手まく、なかなか相手ゴール前まで近づけない。一進一退の攻防が続き、焦じれったいゲーム展開へ。次第に緊張感も高まり、試合は少しずつ白熱していく。雄介も、必死になって相手ボールへと食らいついていた。

「なかなかスコアが動かないね……」

「どちらも同じくらいの強さだな……」

　俺たちも試合観戦に夢中になっていた。高校生の試合とは言え、生で見るゲームはやはり迫力がある。

　結局前半はゼロ対ゼロのまま終了。ハーフタイムの休憩を挟んで、試合は後半に入る。しかし後半も全く点が入らない。一度夕ゆう陽ひ谷だに高校に最大のチャンスが訪れるが、惜しくもシュートが外れ、観客たちからは溜ため息いきが漏れる。両者ほぼ互角でまさに死闘。観戦する俺たち三人も目の前の熱戦に目を奪われていた。




　────それは試合時間残り数分という、クライマックスに差し掛かった頃のことだった。スコアは依然ゼロゼロのまま。どちらが勝ってもおかしくない展開に、試合は今日一番の熱気と迫力を見せていた。

　事件が起きたのはそのときだった。一人のディフェンダーが思いっきりクリアしたボールが、勢い余ってすぐ近くにいた観客の方めがけて猛スピードで飛んでいったのである。そしてなんと、そのボールの軌道の延長線上にちょうど立っていたのは……。

「危ないっ、倉くら咲さきさん！！！！」




　砂煙が上がる。地面に横たわる二人。試合は中断し、辺りは騒然となる。その場に居合わせた全ての人の視線が、その現場へと注がれていた。

　その瞬間、俺は咄とつ嗟さに千ち春はるに飛び掛かった。彼女をボールの魔の手から庇かばうと、二人揃そろって地面へと倒れ込んだのだ。幸いなことに、ボールは誰にも当たらなかった。まさに危機一髪だった。俺の動きがあと少し遅れていたら、千春はどうなっていたか……。

　俺は隣でうずくまる千春に優しく声を掛ける。

「倉咲さん、怪け我がは無いか？」

　だが返事が無い。彼女は一人グラウンドに倒れたままだ。一体どうしたのだろうか。見た所、特に外傷があるようには見えないが……。

「大丈夫、倉咲さん？」

　俺がもう一度尋ねると、しばらくして彼女はようやく体を起き上がらせた。

「う、うん、大丈夫だよ。颯そうくん、ありがとう……」

「良かった、倉咲さんに怪我が無くて」

　ほっと一安心した俺だったが、どこか心ここにあらずのような状態になっている千春の様子が気にかかる。彼女は上体を起こしたものの、未いまだに地面に座り込んだ体勢だ。そして何やらボーっと俺のことを見つめている。その表情には、どことなく驚きや戸惑いの色が見え隠れしているような気がした。

「そ、颯くん……」

「……倉咲さん？」

　俺は再び彼女の名前を呼んでみた。すると千春はハッとしたように俺から目を逸そらす。

「あっ、ううん、何でもないよ」

「やっぱりどこか痛めたんじゃないか？　一応保健室に行った方が……」

「平気だよ、これくらい！」

　俺の提案に千春はサッと立ち上がった。その顔にはぎこちないながらも笑みが浮かぶ。
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「本当か？　なら良いんだが……」

　半信半疑ながらも俺はそう答える。すると選手たちが何人かこちらに駆け寄って来た。

「申し訳ありません、大丈夫でしたか!?」

「大丈夫ですよ～、もう、そんなに心配しないでください」

　笑ってそう返す千ち春はる。その姿はいつもと変わらない、明るい彼女のように見える。

「悪い、高たか村むら。まさかこんなことになっちまうなんて」

　いつの間にか俺の傍そばには雄ゆう介すけがいた。千春に聞こえないよう小声で話してくる。

「柏かしわ木ぎは悪くないさ。注意していなかった俺が悪いんだ。でも全員無事で何よりだよ」

　結局、この事故で誰一人怪け我がをする者はおらず、それからすぐに試合は再開されたのだった。千春もそのまま俺たちと一緒に観戦を続け、試合の行方を最後まで見届けた。その彼女の様子はいつも通り、まるで何事も無かったかのように楽しそうだった。時折俺のことをチラリと見ながら、何か考え事をしているような仕草が見られる以外は────

（まあとにかく、大事に至らなくて本当に良かったよ）

　そう俺は安あん堵どしたのだった…………ところが、試合後の三人での帰り道、俺は若干の違和感を覚える。千春が俺に対してだけ、どこかよそよそしいというか、ぎこちないというか……。なぜか事故が起きる前よりも会話が弾まないような気がするのだ。普通に話自体はできているのだが、なんか引っかかる。やはり事故のことを少し引きずっているのだろうか、それとも……。

（俺が気にし過ぎなのだろうか、それだったら良いんだがな……）




　────ちなみに、試合の結果はゼロ対ゼロの引き分けだった。
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　週も明け、またいつもと変わらぬ日常がやって来る。俺は放課後、そろそろ日課になりつつある喫茶店での仕事をしていた。

「それでどうだったのよ、昨日のデートは？」

　美み宇うがニヤニヤしながら皿洗い中の俺に聞いてくる。

「デートじゃねえよ。でも楽しかったぜ。試合は結局勝てなかったけどな」

「そう、それは良かったじゃない。美宇も行ってみたかったわね」

「先に言ってくれれば誘ったのに」

「あいにく、美宇は昨日は一日中パパのお手伝いだったの。誰かさんが女の子二人とイチャイチャしている間、美宇はずっとお客さん相手に仕事をしていたんだから」

「なんだよその言い方……」

　俺はそう言って、チラリと美宇の方を見る。しかし相変わらず、こいつのウエイトレス姿は良く似合っているな。とそんなことを思っていたとき、店の入り口の扉が開く。

「いらっしゃいませ！　……って、あら？」

　入り口へと駆け寄った美宇は、そう言ってから俺の方を振り向いた。

「高たか村むら、あんたにお客さんよ！」

「なに？　俺に？」

　俺がその言葉にそちらを見ると、そこにいたのは青あお海みだった。俺の所まで歩いてきた美宇が、俺にそっと囁ささやく。

「彼女はあんたが案内してあげなさいよ。向こうもきっとその方が嬉うれしいでしょ」

「……分かったよ」

　俺はそう返事をして、自分のことを笑顔で待つクラスメイトのもとへと歩み寄った。

「いらっしゃいませ、何名様ですか？」

「一名です！」

「おタバコはお吸いになられますか？」

「吸うわけ無いじゃないですか！　分かってて聞かないでくださいよ！」

　そして俺は青海を席へと案内した。彼女は椅子に座るや否や、俺のことをじっと見つめながら顔を綻ばせる。

「接客姿の先輩、とってもカッコいいですぅ……」

「ああ、どうも……それで、ご注文は何になさいますか？」

「そうですね……」

　暫しばしメニュー表を眺める彼女の顔には、やがて満開の花が咲いた。

「では、このオムライスに、ケチャップで私へのメッセージを書いてくださいっ。とびっきりの甘い言葉をお願いします！」

「────いや、うちはそういうサービスやってないんで。他を当たってくれ」




　結局青あお海みはオムライスを注文した。メッセージは付いていないが、美み宇う手作りのその味はやはり絶品だ。青海はとても幸せそうに、モグモグとオムライスを頬ほお張ばっている。

「……それにしても昨日は二人とも怪け我がが無くて本当に良かったです」

「ああ、ホントにな」

「でも、ちょっと邪よこしまな考えかもしれないですけど、あれで颯そう太た先輩の好感度はさらに上がったんじゃないですかね？　だって先輩は命の恩人じゃないですか」

「そう、だったら嬉うれしいんだけどな……」

「？　どうかしたんですか？」

　青海が首を傾かしげる。そこで俺は話した、千ち春はるに対するあのちょっとした違和感を。実はあの日感じた彼女の態度の僅かな変化は、それ以降も続いていたのである。千春が少し俺を避けているような、そんな雰囲気。気のせいだと思いたいが、やはり引っかかる。

「うーん、それは先輩の考え過ぎだと思いますけど……」

「やっぱりそうだよな」

「私は全く気付きませんでしたし……ひょっとしたら、先輩の方が意識しちゃってるんじゃないですか？」

「なるほど」

「でも、もしその変化が本当なのだとしたら……………………」

　何か思い当たったような反応を見せた青海だが、そこで口をつぐむ。

「青海？」

「いえ、何でもありません。まあ私から言えるのは、彼女は先輩に決して悪い印象なんて持っていないということです。だって救世主なんですよ。だから先輩はあまり気にしないでください。大丈夫ですから、この私が保証します！」

「……そうだな。ありがとう、青海」

「はいっ、また何かあったら何でも相談してくださいねっ！」

　青海の笑顔が、照明の光を受けてキラリと輝いた。
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（ますます酷ひどくなってるな……）

　それから数日後、勤務中の俺は店の窓から外の様子を眺めていた。窓に打ち付ける大量の雨に、激しく揺れる街路樹。まだ夕方なのにもかかわらず、外は異常なまでに薄暗い。

　今日は朝から大雨だった。その勢いは時が経過するにつれて一層激しくなっていく。風も強さを増し、現在外はまるで嵐のような天候になっていた。

（こんな天気で、無事に家まで帰ることができるのだろうか……）

　するとその不安は的中した。しばらくして俺はマスターから、この嵐のせいで電車が全てストップしてしまったという事実を知らされたのだ。こうして、晴れて帰宅困難者になってしまった俺。しかしそんな俺に、すかさずマスターが助け舟を出してくれた。

「もし良かったら、今晩は私の家に泊まっていくのはどうかね？」




　こうして今晩、俺は桜さくら井い家に泊めさせてもらうことになった。店を早めに閉めた後、俺は初めて建物の二階へと上がり、桜井家の自宅へとお邪魔した。中はマスターのこだわりなのだろうか、店内と同じく絵や骨こつ董とう品があちこちに飾られたおしゃれな内装だ。俺はマスター手作りの絶品料理をご馳ち走そうになったり、マスターと美み宇うの三人で仲良くお喋しやべりしたりと、暫しばし楽しいひと時を過ごした。

　そして俺は今、床に敷かれた布団の上に横になっていた。ここは桜井家の三階にある空き部屋だ。俺はリビングのソファで寝るから大丈夫だと遠慮したのだが、客人をそんな所で寝かせるわけにはいかないと、マスターが俺のために空いている部屋を用意してくれたのだった。隣は美宇の部屋らしい。

　時刻は午前零時を回った頃、寝る支度を終えた俺は布団に入って目を瞑つぶった。しかし体は疲れているはずなのに、なぜか睡魔は一向に襲って来ない。いつもと違う環境で、緊張しているのだろうか。俺は気分転換でもしようと、起き上がって部屋を出た。

　皆を起こさないよう静かに階段を降り、一階の喫茶店へと入る。カウンターの小さな照明だけをつけ、客用の席に座って一息つく。誰もいない、静かで落ち着いた空間。見慣れた景色に、少し心が落ち着く気がした。薄暗い喫茶店を見回しながら、俺は考える。

（最近、倉くら咲さきさんとあまり話せてないな……）

　あの試合での事故以来、千ち春はると会話する機会は減ってしまった。それに、やはり彼女の様子が気にかかる。前に青あお海みに気にし過ぎと言われたが、本当にそうなのだろうか。

（……頑張ってお金を貯ためて、大好きな倉咲さんにあのフィギュアをプレゼントするんだ。彼女が喜んでくれる姿を、俺は早く見たい）

　と俺がそこまで考えたとき、不意に従業員用の扉がそっと開かれた。俺はビクッとしてそちらに顔を向ける。するとそこから顔を出したのは美み宇うだった。

「……あら、高たか村むらじゃない。何してるのよ、こんな所で」

「なんだか眠れなくてさ、考え事をしてたんだよ。桜さくら井いこそどうしてここに？」

「美宇もちょっと目が冴さえちゃって……」

　そう言いながら彼女は中に入ってくる。そして、俺から少し離れた席に腰を下ろした。カウンターの明かりが、そんな彼女の姿を僅かに照らし出す。

「……ねえ、せっかくだからちょっと話さない？　美宇、あんたに聞きたいことがあるの、ダメかしら？」

「いや、別に構わないぞ」

　話し相手が欲しい気分だったのでむしろ歓迎である。すると、美宇は俺の顔を見ながらこんなことを聞いてきた。

「高村ってなんで浪人生になったの？　どこの高校にも行けないくらいバカだったから？」

「なわけないだろ…………交通事故だったんだよ」

　そして俺は、気付けば普段なら絶対他人には言わないことまで美宇に喋しやべっていた。相手が美宇だったからだろうか、それともこの空間の雰囲気のせいだろうか。一度話し始めると、吹っ切れたように口が止まらなかった。

「……あれは中三の一月だった。実はその日、俺が学校から帰ろうとしたら、下げ駄た箱ばこにラブレターが入ってたんだよ」
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「ラブレター？　あんたに？　いたずらでしょ、どうせ」

「なんですぐにそう決めつけるんだよ。で、そこには『放課後、夢ゆめ見みの丘おかの上に来てください』って書いてあったんだ」

「夢見の丘」とは、俺の中学の近くにある高台になった場所である。西向きのその丘からは俺の住む街が一望できる。そして、その場所にはとある伝説があった。夕方、赤い夕焼けに包まれたそこで意中の相手に告白すると、絶対に成功して結ばれるという伝説が。

「なるほど、そう聞くと確かにラブレターっぽいわね……それで、結局どうなったの？」

「それが、実はその日の放課後、急に進路のことで担任から呼び出しを受けたんだよ。それで学校を出るのが遅くなってしまって。だから俺は、その丘に向かって急いで走っていたんだ。そしたら、その途中で……」

　そして俺は、以前青あお海みにも話した、その後の展開について美み宇うに打ち明けた。女の子を助けて、代わりに自分がトラックに轢ひかれてしまったという事実を。

「そのまま俺は病院送りさ。助けた女の子が誰だったのかも分からず仕じ舞まいだし、待ち合わせ場所の丘の上にも行けなかった」

「そっか……」

「今でも申し訳なかったと思ってるんだ。ラブレターの差出人は、恐らく俺のことをずっと待ってくれていたはずなのに……その子のことを裏切る形になってしまった」

「そういえば、そのラブレターには差出人の名前は無かったの？」

「それがどこにも書いてなかったんだ。だからその後も連絡手段が無くて……」

「じゃあ二人とも、誰だか分からないってことね……ひょっとしたら、同一人物かもしれないわよ。高たか村むらがそのとき助けた女の子が、実はラブレターの女の子だったりして」

「そんな、まさか……」

「いや、ラブレターの方は姿を見てないんだから、本当は男の子って可能性もあるわね」

「嘘うそだろ」

「まあ、でも真実は謎に包まれたままね……」

「そうだな。一年以上も前の話だし、俺ももうそんなに気にしてないんだ。向こうも俺のことなんかとっくに忘れてるだろうしな。だから良いんだよ。もう過去の話だ」

「……」

「とか言いつつ、そのとき貰もらったラブレターは、未いまだに捨てられずに自分の机の中に入れてあるんだけどな」

　俺は自分の机の引き出しの中に今も眠る、水色のシールが貼られた、そのピンク色のラブレターを思い浮かべながら言う。

「なによ。過去の話とか言っておいて、未練タラタラじゃない」

「いや、別にそういうわけじゃあ……」

「でも、そんなことがあったのね……高たか村むらも結構大変だったんだ……」

　しんみりとした様子でそう呟つぶやく美み宇う。俺はそんな彼女に問いかけた。

「……桜さくら井いって、四組だったよな？」

「そうよ、でもそれがどうかしたの？」

「桜井は、クラスのみんなに元浪人生だということを話したりはしていないのか？」

「前も言ったけど、誰にも話してないわよ。家族以外に明かしたのは、高村が初めて」

「そうなのか……」

「学校のみんなは誰一人として美宇の正体に気付いていないと思う。美宇はあんたみたいに、すぐ周りの人にバレるようなヘマはしないもの」

「うるせえ」

「とか言って、そもそもそんな話ができるような友達がいないんだけどね」

　自嘲気味にそう言って、美宇は小さく笑った。

「でもなんでそんなこと聞くのよ」

「いや、桜井がどうしてるのかなと思ってさ。ほら、俺は絶対に隠し通そうと必死になってるだろ。でも人によるのかなって」

「まあ、聞かれなければわざわざ自分から言う必要は無いんじゃない？　実際、レアな存在であることには変わりないし」

「そうだよな……」

「……でもそういや、高村は何でそこまで浪人を隠すのに必死なの？」

「…………実は────」

　そこで俺は以前雄ゆう介すけや青あお海みにも話した、小五のときの事件について美宇に打ち明けた。

「なるほどね。少数派にはなりたくない、と……確かに、高校で浪人生は少数派だものね」

「ああ。元浪人生だとバレたからって、またあのときのような目に遭うとは限らない。それは青海や柏かしわ木ぎに何度も言われて、俺も頭では理解しているんだ。だがやはり、俺の心の奥底にはまだ恐怖がある。俺は未いまだにあのときのトラウマを克服できていないんだよ」

「余計なことはしない方が良いって思い込んじゃうのね……。あの日その女の子に拒絶されたことが、よっぽど心に残っているのかしら」

「……かもな」

「そうは言うけど、中三のときに女の子を事故から救ったんでしょ。そんなトラウマがあったのに、よく飛び出せたわね」

「あれは命の危機だったからな。何も考えず、自然と体が動いていた。まあそのせいで、俺は浪人生になってしまったわけだけど。もちろんそれに関しては、後悔なんてこれっぽっちもしていない。その子を助けられて良かったと思っている」

　俺がそう言うと、美み宇うは俺の目を見ながら真剣な表情で言葉を紡いだ。

「そっか……それって凄すごいことだと思うわよ。自分を犠牲にしてまで他人を守ろうなんて、できる人少ないもの。それに、そのときは思い切って行動できたってことよね。高たか村むらって実は、自分で思っている以上に勇気を持っているんじゃない？」

「そんなこと無いさ。俺のこと買いかぶり過ぎだよ」

「いや、きっとそうよ。あんたが気付いていないだけ。一歩を踏み出せる力はあるんだから、あとはどうにかして過去の出来事を乗り越えることさえできれば……」

「……」

　俺には既に勇気が備わっている、それは本当なのだろうか。ただの臆病でヘタレだと思っていた、この俺に。

　数秒後、美宇はその場に立ち上がった。

「……さあ、もうそろそろ寝ましょ？　これ以上夜更かしすると明日に響くわ」

「そうだな、そうするか」

「たくさん話せて良かった。高村のこと、色々知れたし」

「俺もだよ。色々話せて、何だかすっきりした気がする」

　俺たちは階段を上り、各々の部屋へと戻った。その別れ際、美宇がポツリと呟つぶやく。

「じゃあおやすみ、高村」

「ああ。おやすみ、桜さくら井い」

「明日の朝、嵐が収まってると良いわね……」

「そうだな……」




　部屋に戻り、再び布団に横になった俺。なんだか美宇と話す前より少し心が軽い。今まで誰にも言えなかったことまで話せたからだろうか。その後しばらく真っ暗な天井をじっと見つめながら、俺は先程の美宇との会話を思い返していた。

（一歩を踏み出せる力はある、か……）

　それは本当なのだろうか。この俺に、果たしてそんな力はあるのだろうか。今までそんな風に考えたことなんてなかった。でも、俺と同じ立場の美宇にそう励まされ、少し自信が得られたような気がする。

（倉くら咲さきさん、俺は…………）

　そして暗闇の中に俺の想おもい人の顔を思い浮かべたとき、俺の心の中には勇気が、ヘタレを克服するための勇気が、少しずつ湧き上がってくるような────そんな気がした。

　気付けば俺は、いつの間にかぐっすりと眠ってしまっていた。翌朝目覚めた俺が窓の外を見ると、昨日までの暴風雨が嘘うそのように、空はすっかり晴れ渡っていた。





　　　　　　　　◇






　それからはあっという間だった。嵐が去って行ったのと入れ替わりでやって来たのは、期末テストだ。俺はバイトも続けながら、今回も青あお海みとのテスト勉強に精を出した。

　そしてそんなテスト期間も瞬く間に終了し、今俺たちは教室で、先程配られたばかりの成績表を眺めていた。俺の成績を見た青海が、例によって感嘆の声を上げる。

「颯そう太た先輩、凄すごいですね！　また高得点じゃないですか！」

「ああ、ありがとう。だが青海も頑張ったじゃないか。今回も目標達成だぞ」

　そう、青海は今回も無事、全教科欠点回避という課題をクリアしたのだ。

「はいっ、先輩のおかげです！」

　彼女はそう言って微笑ほほえんでから、急に少し躊躇ためらいがちになって呟つぶやいた。

「……それで、あの……」

「どうした？」

「今回は何かご褒美は無いんですか？　この前は私のこと、下の名前で呼んでくれるっていう、とっておきのがありましたけど……」

「ご褒美か……そうだな、何が良い？」

　俺が青海にそう聞き返すと、彼女はその俺の質問を待っていたかのように、こちらに少し前のめりになりながら口を開いた。

「……じゃ、じゃあ、今度、私と一緒にどこかに遊びに行きませんか？」

　そう言う彼女の顔はとても上気していて、頬ほおには一筋の汗が流れ、呼吸もやや荒くなっていた。勇気を振り絞って言ってくれたのだろうか。

「遊びに……？　青海が喜んでくれるのなら、俺は別にそれで構わないが……」

「ホントですか！　私、嬉うれしいですっ！」

　俺の返事に、不安そうだった青海の顔一面が、花が咲いたように一気に明るくなった。

「藤ふじ本もとさーん！　ちょっとー」

「あっ、今行くね！」

　クラスの女子に呼ばれた青海は笑顔で返事をしてから、彼女の方に向かって行った。





　　　　　　　　◇






　その日の放課後、昇降口には大きな人だかりができていた。下足箱の隣の少し広くなったスペースに集まる、多くの生徒たち。そしてそこには何本かの大きな笹ささと、何台かの長机が置かれていた。その笹には、既にたくさんの短冊が吊つるされている。

　そう、今は七月初め、もうすぐ七夕だ。そこで生徒たちは皆、机に用意された短冊に思い思いのお願いを書き綴つづっていたのである。そしてその中には、俺と青あお海みの姿もあった。

「颯そう太た先輩は何てお願いするか決まりましたか？」

「ああ、もちろん」

　当たり前である。俺がこの紙に記す願い事なんて、一つに決まっているじゃないか。

　────憧れのあの人に想おもいを伝えられますように　Ｓ・Ｔ

　これだ、これしかない。名前がイニシャルなところにまだヘタレの症状が現れているが……。俺は迷い無く数秒でそれを書き上げると、笹ささに吊つるしに行った。

（この辺りで良いかな……）

　短冊を吊るし終えた俺は青海の方を振り返る。すると、彼女はちょうどピンク色の短冊を笹に吊るしているところだった。俺はその傍そばまで寄って声を掛ける。

「おっ、青海、書けたのか」

「はいっ、バッチリですっ！」

「青海は何てお願いしたんだ？」

　俺がそう聞くと、青海は屈託のない笑顔を向けながら、少し小さな声でこう答えた。

「えーっとですね、『颯太先輩が絶対に元浪人生だとバレませんように』って……」

「おいやめてくれ！　お前ふざけるなよ！　気は確かか!?」

　俺はそう叫んでから、青海の耳元に寄ると他の生徒に聞こえないよう囁ささやく。

「何考えてるんだよ、全校生徒がこの笹を見るんだぞ。そんなの吊るしたら、これまでの三か月の努力と苦労が全て水の泡じゃないか」

「やだなぁ、冗談ですよ～。もう、この私がそんな悪魔のようなことすると思いますか？」

「……………………」

「そんなに真剣に考え込まなくても、すぐに答えて欲しかったんですけど……まあ、良いです。とにかく、あの短冊にはそんなこと書いてないですから、安心してください」

「じゃあなんて書いたんだよ？」

　俺が青海の短冊を覗のぞき込こもうとすると、しかし彼女は慌てて俺の動きを手で制止した。

「ダメです、先輩。見ないでくださいっ」

「なんでだよ」

「どうしても、です」

　自らの体で短冊を俺の視界から隠し、頑かたくなに俺にその文字を見せようとしない青海。なんだよ、そんなに俺に知られたくない内容なのか。正直そこまで秘密にされると余計に気になってくるのだが……。

「そ、そんなことより時間は大丈夫なんですか？　今日はこの後バイトでしたよね？」

「あっ、そうだった」

　時計を確認すると、バイト開始時刻が迫っていた。あまりモタモタはしていられない。

「悪い、じゃあ今から俺はバイトに行ってくるから。また明日な、青あお海み！」

「はい、また明日です、颯そう太た先輩！」

　俺は青海に別れを告げると、急いで靴を履き替えて走り出した。校舎を出ると、夏の熱い日差しが俺を照りつける。結局、青海の願い事の内容は分からず仕じ舞まいだった。





　　　　　　　　◇






　その日の夕方、仕事を終えて帰る支度をしていた俺のもとにマスターがやって来た。その手には一枚の、少し厚みのある封筒が握られている。

「高たか村むら君、ここでの最初の一か月、お疲れ様。これ、六月分のお給料だよ」

（お、お給料……！）

　十七年の人生で初の給料。俺はその封筒を若干緊張しながら受け取った。その重さは実際よりも重く感じられる。これまでの頑張りがこの中に詰まっているのだ。その中身を恐る恐る覗のぞいてみた俺は、次の瞬間、思わず声を出してしまっていた。

「えっ、こんな大金、頂いても良いんですか？」

「もちろんだよ。高村君は本当によく頑張ってくれているからね。それは君の働きに対する正当な報酬なんだ。だから遠慮せずに受け取って欲しい」

「あ、ありがとうございます！」

「良かったわね、高村。でもそんな大金、どうするつもりなの？」

　近くで帳簿を確認していた美み宇うが口を挟んでくる。

「あっ、ひょっとして、例の彼女とのデート費用にするんじゃ……」

「違うって。何度も言ってるが、あいつはただのクラスメイトで彼女じゃないから」

「ふーん」

　美宇はそう言って、もうこの話題に興味が無くなったのか再び帳簿へと目を落とす。

「お前、人の話聞いてないだろ」

「ほう、高村君には彼女がいるのかい？」

「い、いえ、いませんよ！　あいつが勝手に言ってるだけで……あはは……」

（そうだ、確かにその通りだ。今の俺には確かに彼女はいない。今は、な……）

　俺は自身の手に握られた封筒に再び目をやりながら、思いを巡らせた。

（これだけのお金があれば、『アレ』にも余裕で手が届くだろう……これまで色々あったけど、ついにこのときが来たんだ。倉くら咲さきさん、待っていてくれ！）

　俺は息を呑のむ。封筒を握る俺の手には、人知れず力が入った。




「で？　結局そのお金は何に使うのよ？」

　閉店後の薄暗い店内。マスターは二階に上がって行ったため、ここにいるのは俺と美み宇うの二人だけだ。帳簿を片付けた美宇が、改めて俺にそう尋ねてくる。

「なんだっていいだろ？　桜さくら井いには関係ねえよ」

「あら、そんな言い方しちゃって大丈夫なのかしら？」

「どういう意味だ？」

「美宇知ってるのよ。倉くら咲さきさんにプレゼントするフィギュアの購入資金なんでしょ、それ」

「な、なんでお前がそのことを……」

「あら、美宇が知らないとでも思った？　それくらいとっくに調査済みよ。それで、いつどうやって彼女にプレゼントするつもり？　何か考えはあるの？」

「そ、それは……」

　美宇のその鋭い質問に、言葉が詰まる俺。確かに、千ち春はるにどうやってフィギュアを渡すべきか、そこまでは考えていなかった。最近は前より彼女と会う機会も減っているし……。

　すると、そんな俺の悩む様子を見ていた美宇が、小さく溜ため息いきをつく。

「……しょうがないわねえ、美宇が一肌脱いであげる」

「なに？」

　そして美宇は首を傾かしげる俺の前で、堂々とした様子で言い放ったのだ。

「なにポカンとしているのよ。高たか村むらが倉咲さんにフィギュアをプレゼントするための、絶好の場所と機会を提供してあげるって言ってんの！」

「…………はい？」

　そんな彼女の大声と俺の小さな返事が、他に誰もいない店内に響く。その音が消えた後、部屋の中に残るのは静けさだけだった。一日の終わりの夕暮れ時、小さな喫茶店の店内で、俺たちの計画が動き出した瞬間である。




　ではここで、最終決戦に挑む直前の、俺のミッションの状況を再確認してみることにしよう。





　①　絶対に浪人生だとバレてはならない。



　評価──△　とっくの昔から美宇に勘付かれていたことが発覚。他にも青あお海みに短冊暴露をされそうになるなど相変わらず酷ひどい。





　②　倉咲千春と親しくなり、そして告白する。



　評価──△（友達？）　休日デートをするまでに仲が進展した……と思いきや、その日をきっかけに、どこか彼女の俺への接し方に違和感を覚えるように。未いまだに浪人生のことも彼女に話せていないし、なかなか前途多難である。こんな状況で本当に告白なんてできるのか、先が思いやられるが……。
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　七月初めのある日の放課後、「桜さくら井いカフェ」の店内は大勢の人で盛り上がっていた。中にいるのはマスターの他、俺、青あお海み、雄ゆう介すけ、美み宇う、栄えい子こ、そして千ち春はるの六人。夕方、いつもより早く営業を終了した店のテーブルの上には、マスター特製の絶品料理がずらりと並べられている。そして集まった俺たち六人は皆、その至福の味に舌鼓を打っているところだった。

　俺たちは今、一体何をしているのか。話は数日前に遡る。




「────えぇっ！　期末テストお疲れ様会!?」

　俺が初めての給料を受け取ったあの日、閉店後の薄暗い店内で、美宇の口から飛び出したのはそんな言葉だった。

「そうよ、いわゆる打ち上げってやつね。放課後、夕方になってからだけど、この店でそれを開催しようと思うの。高たか村むらの友達とか、みんな集めて盛大にね。それで、その会に倉くら咲さきさんを招待するのよ」

「倉くら咲さきさんを……」

「みんなで打ち上げをやるからぜひ来てほしいってね。そうすれば、高たか村むらも彼女とより仲を深められるでしょ？」

「確かに……」

「で、本題はここからよ。それが終わった後、あんたが倉咲さんと二人っきりで帰れるようにしてあげる」

「なにっ、二人きりだと？」

「そう、お疲れ様会で良い雰囲気になった後に、二人だけでの帰り道。これが何を意味するか分かるわよね？」

「な、なるほど、そこであのフィギュアを倉咲さんに渡すってことだな。『絶好の場所と機会を提供してあげる』ってのはそういうことか……」

「どう？　完璧な計画でしょ？」

　美み宇うがドヤ顔を俺に見せつける。確かに、それは文句のつけようのない案に見える。

「ああ、さすが桜さくら井いだな。だがどうしてだ？　なんで俺なんかのためにそこまで……」

　俺がそう疑問を口にすると、美宇は幾分照れ臭そうにそっぽを向いた。

「べ、別にっ。ただ同じ元浪人生として、協力できることがあればしてあげたいって思っただけよ。それに、なんか面白そうだしね」

「……」

「じゃあそういうことだから。高村は当日までにフィギュアの準備、忘れないでよ」

「ああ、分かったよ……」

　こうして、俺と美宇の計画が水面下で動き出したのであった。




　────そして数日後、「期末テストお疲れ様会」は美宇の喫茶店で盛大に開催された。俺たちは食事をしたり楽しく会話をしたりしながら、思い思いの時を過ごしている。

　マスターは今日はいつも以上に腕によりをかけたようだ。娘の人見知りを心配する彼にとって、娘がこんなに大勢の人を呼ぶなんてとても嬉うれしいことに違いない。俺のためを思って美宇がしてくれた行動だが、結果的にマスターにもほんの少し恩返しができているような気がして、俺はちょっぴり嬉しかった。

　俺と美宇は料理を堪能しつつ、マスターの料理や配膳の手伝いもしていた。離れたテーブルでは、千ち春はると栄えい子こがデニッシュを堪能している。栄子と楽しそうに話す千春。今日、彼女が来てくれて良かったと俺は胸を撫なで下おろした。だがチラチラと目は合うも、まだちゃんと話せていないことがもどかしい。

「柏かしわ木ぎ、ありがとな。倉咲さんを誘ってくれて」

「気にするな。この前の試合のお詫びをしたいんだって言ったら、すぐＯＫしてくれたぜ」

　俺が雄ゆう介すけと小声でそんな話をしていると、俺のもとに皿を手にした美み宇うがやって来た。

「ちょっと高たか村むら。このホットケーキ、倉くら咲さきさんに持って行ってくれない？」

　そう言ってから、俺の耳元へ近づいてそっと囁ささやく。

「ほら、せっかくなんだから、倉咲さんともっと仲を深めて来なさいよ」

「お、おう……」

　千ち春はると話せていない俺を見兼ねた、美宇からのご指令だ。美お味いしそうなホットケーキが乗ったその皿を受け取ると、俺は勇気を出して千春へと近づいていく。

「倉咲さん、ホットケーキがあるんだけど、どう？」

　俺がテーブルに置いたそれを見て、彼女は感嘆の声を上げた。

「美味しそう～。ありがとう、颯そうくん。じゃあ頂くね」

　この女の子が俺に向ける笑顔は、今までと何ら変わらないように見える。やはりあの違和感は俺の気のせいだったのだろうか。俺は少しほっとする。

　ホットケーキを食べながら、千春はキョロキョロと辺りを見回し始めた。

「颯くんがバイトしているお店、初めて来たけどおしゃれで良い喫茶店だね。料理もとても美味しいし」

　その言葉に、彼女の横にいた栄えい子こも口を開く。

「……そうね。落ち着いた雰囲気の良いお店ね。高村君には似合わないわ」

「一言多いんだよな、野の田ださんは……」

「ところで、なんで急にアルバイトなんて始めたの？」

「ええっ！　そ、それは……」

　不意を突いた彼女の質問に俺はテンパってしまう。そんなの、あなたにフィギュアをプレゼントするお金を稼ぐためだなんて、言えるわけないじゃないか。

「どうしてそんなに慌てているの？」

「いや、えっと……」

　咄とつ嗟さに良い回答が思い付かず、混乱するしかない俺。結局その場は、話に入ってきた青あお海みが上手に誤ご魔ま化かしてくれたおかげで、事なきを得たのだが……。そんな俺の焦る様子を、栄子は終始黙ったまま、じっと見つめていた。




　それから俺は、そのままその場所で千春たちとの話に花を咲かせた。俺の心配は杞き憂ゆうだったのか、千春とも会話が弾み、楽しい時間を過ごすことができた。

　やがてお疲れ様会も終わりが近づいてきた。それにつれて、俺の心臓の鼓動は次第に速くなっていく。いよいよ運命の時が近づいているのだ。

　そしてついにパーティーは終了。俺は片付けをしながら、店の奥で美宇と話していた。

「良かったわね、高村。倉咲さんと結構話せていたじゃない」

「まあな」

「悪くない雰囲気だったし、これ、チャンスあるかもしれないわよ」

「そうだと嬉うれしいが……」

　俺がそう呟つぶやくと、美み宇うは俺の背中を軽く叩たたく。

「じゃあ、私がここまでお膳立てしてあげたんだから、後は頑張りなさいよ。フィギュアをプレゼントするだけじゃなく、その先まで行ければベストね」

「あ、ああ……」

　俺は小さく頷うなずいた。千ち春はると二人っきりで帰るだけでも緊張するのに、俺はこれから先の緊迫感に耐えられるのだろうか。

「安心しなさい。ちゃんと倉くら咲さきさんと二人っきりにさせてあげるから」

　美宇は自信満々にそう言った。何か考えがあるのだろう。こうしてその後、俺「たち」は早めに店を出ることにしたのだが……。




「今日は楽しかったですね～」

　道端の電灯によって形作られる三つの影。帰り道、千春、俺と並んだその横には、あの後輩クラスメイトの姿があった。

（なぜか青あお海みがいるんですけど……二人っきりにさせてあげるって一体……？）

「倉咲先輩は楽しかったですか？」

「もちろんだよ。今日はありがとう」

　俺を挟んで会話する二人。俺は暫しばし聞き役に徹していた。すると駅まであと少しまで来たところで、突然青海が立ち止まったのだ。

「……あっ、あれれ～？　すみません、わ、私、喫茶店に忘れ物をしてきちゃいました。と、取りに戻るんで、先輩方は先に帰っててくださいっ。それでは[image: ][image: ][image: ]！」

　わざとらしい棒読みでそう一気に言い終えると、彼女は踵きびすを返して走り出す。

「あっ、おい青海！」

　数秒後には、彼女の姿は夜の闇に消えてしまっていた。千春が俺に尋ねる。

「……どうしよっか？」

「……とりあえず、先に駅まで行こう」

　こうして俺と千春は再び歩き出した。時刻は午後八時を回った頃。夕方と比べ、辺りを歩く人の数は少ない。青海もいなくなり、今度こそ正真正銘の二人っきりだ。

（なるほど、桜さくら井いが言っていたのはそういうことか）

　青海が途中で引き返す。これも計画の内なのだろう。だが……。

（なんであいつ、あんな悲しそうな顔をして……？）

　青海が走り出す直前、街灯に一瞬だけ照らされた彼女の顔は、とても切なく苦しそうな表情で……。その何かを訴えるような目が、俺の頭に焼き付いて離れない。青あお海みがあんな顔をするのはいつ以来だろうか。そう考えていた俺の脳裏に、突如あの光景が浮かんだ。

（そうだ、あの踊り場で、俺の話を聞いて涙を流した、あのとき以来だ……）




　青海がいなくなってからというもの、あまり話が弾まない。二人っきりになった途端、千ち春はるはまたあのぎこちなさを見せるようになっていた。一見普通に話しているようで、どこか引っかかる。話し方に少し迷いが見られるというか……。

（しかし今はそんなこと気にしていられない。俺にはやらねばならないことがあるんだ）

　せっかくこうして、青海が俺たちを二人にしてくれたのだから。俺は右手に持つバッグの中に眠る、あのプレゼントを思い浮かべた。「頑張りなさいよ」、背中を叩たたかれながら言われた美み宇うの言葉が、頭をよぎる。

　地下鉄の駅の入り口が見えてきた。夜の闇の中で一際目立つ、その入り口の光。その手前まで来たところで、俺は不意に立ち止まった。

「……颯そうくん？」

　千春がこちらを向いて首を傾かしげる。

「……あのさ、実は俺、倉くら咲さきさんに渡したいものがあるんだ」

「えっ……？」

　俺は鞄かばんの中から包みを取り出すと、不思議そうにする彼女の前にそれを差し出した。

「俺からのプレゼント、受け取って欲しい！」

「プ、プレゼントって……私に？　あ、ありがとう……」

　そう言って、千春はおずおずとその包みを両手で受け取った。そして興味深そうにそれに向けていた目を、俺に移す。

「えっと、これ……中、見ても良い？」

「ああ、もちろん」

　俺の返事を聞いて、千春は袋の中へと手を差し込んだ。やがて、「それ」を取り出した彼女の顔は驚きに変わる。

「えっ、これって……！」

「以前、倉咲さんがアニメショップで見ていた、あのフィギュアだよ」

「うそ、どうして……」

「あのときの倉咲さん、凄すごくそれを欲しそうにしていたからさ。それで……ってもしかして、違ったか？」

　俺が不安げにそう尋ねると、彼女は首を横に振った。

「ううん、そんなことない。確かに欲しかったけど……でもこれ、かなり高かったはずじゃあ……」

　千ち春はるは喜びと驚き、それと申し訳なさだろうか、が入り混じった表情で、そのお気に入りの品をまじまじと眺めている。

「もらって、いいの……？」

「当たり前だろ。プレゼントだって、言ったじゃないか」

　俺は優しくそう言って頷うなずいた。すると彼女は、

「ありがとう、颯そうくん。嬉うれしいよ。私、絶対に大切にするからね！」

　そう言って、あの以前と変わらない純じゆん真しん無む垢くな満開の笑顔を俺に向けてくれたのだ。その天使の輝きを見ていると、これまでの努力や苦労が全て報われたような気がして、俺の顔にも自然と笑みが零こぼれる。その千春の表情は、ここ最近見たあらゆるものの中で一番美しく見えた。

（倉くら咲さきさんが喜んでくれて良かった。俺がずっと見たかったのは、この笑顔なんだ）




　数分後、俺たちは駅の改札をくぐり、地下のホームにまで降りてきた。次の電車が来るまであと数分ある。その間、俺たちはどちらからともなくホーム上に設置された椅子へと向かい、そこに座って待つことになった。

　フィギュアのおかげだろう、先程からずっと嬉しそうな千春。俺はその横で考えていた。

（この勢いで、倉咲さんに全てを話すべきか？　しかし……）

　そこまでの勇気が出ない。やはりいざとなると、あのときのトラウマが俺に襲い掛かる。結局さっきだって言い出せずに、ここまで来てしまった。いつ、切り出すべきか。駅のホームでは言いづらいから、また後にしよう。そんな風に言い訳ばかりして先送りする自分に、内心苛いら立だちと焦りが生まれる。

　そんなとき、ふと千春が携帯を取り出した。しかしその画面を見た彼女は、すぐに溜ため息いきをついて肩を落とす。その様子を見ていた俺は、しばらく前の出来事を思い出した。

「大丈夫か？　もしかして前言ってた、誘いがどうとか……」

　サッカー部の試合の日、同じく携帯を見て顔を曇らせていた千春。そのとき彼女は確か、俺の質問にそう答えていたはず。

「ああ、そう言えば私そんなこと話したね。でも気にしないで、何でもないから」

　あのとき同様、そう言って彼女は力なく笑った。やはり教えてくれないらしい。明らかに何か悩んでいる様子なのだが……。ひょっとして、誰か良くない輩やからに言い寄られているんじゃないか？　そんな不安を抱いた俺だったが、結局それ以上の追及はできなかった。

　ホームに、電車の接近アナウンスが流れ始める。一方、忘れ物を取りに戻った青あお海みはまだ来る気配がない。

「……どうする？　青海ちゃん、待つ？」

「……ああ、そうしようか……」

　俺は何かに流されるがままにそう答えた。数十秒後、電車がやって来る。俺たちの目の前でドアが開き、何人かの乗客たちが出入りする。

（今この電車に乗れば、もう青あお海みは俺たちには追い付けない。ずっと倉くら咲さきさんと二人っきりで帰れる。そしたら告白のチャンスだって……これは行くべきではないか？　椅子から立ち上がり、倉咲さんを連れて電車の扉をくぐる。たったそれだけだ。だけど……）

　体が動かない。どうしてだろう。この椅子に縛り付けられているかのように、腰を持ち上げることができない。やがて扉が閉まった電車は、そんな俺の葛藤など知る由もなく、颯さつ爽そうとホームから走り去って行く。それを見届けた俺の心の中は、なぜか得体の知れない安心感に包まれていた。

（俺は……一体何をホッとしてるんだ？　自分の心が、分からない……）

「でもこうして颯そうくんと二人っきりで話すのって久しぶりだよね」

「確かに、言われてみればそうだな」

「だってさ、高校で再会してからは、私たちが会うときって絶対他に誰か人がいたでしょ？」

　千ち春はるのその言葉を聞いて、俺はここ数か月のことを思い返してみた。そして納得する。まさに千春の言う通りだ。俺と千春が一緒のとき、その傍そばにはほぼ決まって誰かがいた。俺たちの行動を見張っているかのように佇たたずむ、栄えい子こと青海が……。

　次の電車がホームに滑り込んでくる。だがまたしても俺が立ち上がることは無かった。せっかく青海が俺たちを二人だけにしてくれたのに、俺はそんな彼女のお膳立てを無駄にしてしまっている。フィギュアは渡せたが、俺のミッションはそれだけではない。今まで俺のことをサポートし続けてくれたあいつのためにも、ここは勇気を出して……。

「中学のときだって、ずっとクラスが違ったから話す機会なんて無かったし……」

　千春はまだ先程の話の続きをしていた。彼女の回想はさらに遡っていき、そして思い出したように言う。

「あっ、じゃあ、あのとき以来かな？　中一の遠足のとき」

「えっ……」

「ほらっ、中一の春、京都に遠足に行ったでしょ？　そのとき、迷子になった私を颯くんが助けてくれたじゃない。もしかして覚えてない？」

　覚えてないわけないじゃないか。俺はまさにちょうどその日、君のことを好きになったんだから。でもてっきり千春は忘れてしまっていると思っていた。しかも俺はあのときカッコつけて自分の名を名乗らなかったはずなのに、あれが俺だって気づいていたなんて。

「あのときは本当に助かったよ。改めてありがとう、颯くん」

　そう言って微笑ほほえむ千春の姿が、記憶に残る四年前の姿と重なる。あれから顔つきは少し大人っぽくなったけれど、その笑顔の眩まぶしさは何ら変わってなどいなくて……俺は思う。四年前、この笑顔を見て、俺は恋に落ちたのだと。

　そしてあのときの心情が蘇よみがえってくる。「別に名乗るほどの者でもないから」、調子に乗ってそんな返答をするという痛恨のミスを犯し、後悔に苛さいなまれたそれからの日々。もうあんな思いはしたくない。ならば……。

「なんか私って、いつも颯そうくんに助けられてばっかりだね……それにあのときだって……」

「…………」

「？　颯くん？」

　俺が黙ったのに気付いた千ち春はるが、不思議そうに首を傾かしげる。そして俺は隣の椅子に座る彼女の顔を見た。その俺の真剣な表情に何かを察したのか、千春も緊張の面持ちを見せる。

「あのさ、倉くら咲さきさん」

「う、うん……」

　困惑しながら小さく頷うなずく千春。そして俺は軽く息を吸い込むと、

「お、俺……………………！」




　と、次の瞬間！

　ダダダダッと猛スピードで駅の階段を駆け降りてくる音が、俺たちの耳に聞こえてきた。その音は徐々に大きくなる。そしてその人物が階段を降り切ったところで、音は止まった。俺たちが何事かと階段の方向へ目を向けると、そこに立っていたのは……。

「青あお海み！」

「はあ、はあ、はあ…………」

　両膝に手をやりながら、息も絶え絶え苦しそうな表情の後輩クラスメイトの姿が、そこにはあった。額からは汗が噴き出し、ついさっきまで整えられていた髪も乱れている。よっぽど急いで、全速力で走ってきたのだろう。でも、どうして？　青海の役割は、俺と千春を二人きりにすることだったはずなのに……。

「せんぱい……」

　顔を上げ、俺たちの姿を確認した青海は途端にその顔を綻ばせた。肩の力が抜け、その顔が安あん堵ど感かんに包まれる。その嬉うれしそうな表情は、先程別れたときのあの悲しそうなものとはまるで正反対だった。

「元陸上部を、舐なめないでくださいよ……」

「青海ちゃん、大丈夫!?　早く座って！」

　千春が青海に席を譲る。そのベンチまでフラフラとたどり着いた後輩は、そのまま崩れ落ちるようにそこへ座り込んだ。

「先輩、忘れ物はしっかり取ってきましたから、安心してください……」

「ああ、それは良いが、なにもそんなに全力で走らなくても……」

　青あお海みはそれには一言も答えなかった。

　────そういうわけで、俺たちは次の電車に乗って三人で帰宅したのだった。この後輩の登場により結局俺の言いかけたことは言えず、俺と千ち春はるの話は流れてしまった。さらに二人とも、意図的にそれを避けているかのようにその話題を蒸し返そうとしない。こうして、俺はまたしても告白の絶好のチャンスを逃してしまったのである。

　帰り道、俺は電車の窓から夜の街を眺めつつ思う。さっき俺たちの前に突如現れた青海の姿を見た瞬間、とても嬉うれしい気持ちになったのは一体どうしてなのだろう、と。
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　翌朝、学校の最寄り駅に到着した俺。もはや見慣れた駅構内を、今日は一人で出口に向けて進む。その足取りは決して軽くはない。昨日も千春に全てを打ち明けることができなかった。絶好の機会だったのに、その悔しさが俺の頭を支配する。まあ、フィギュアをプレゼントできただけでも、俺にしては一歩前進と言えるのかもしれないが。

（にしても、青海は何で俺たちを追って来たんだ？　それもあんなに全速力で。後で桜さくら井いに聞いたら、本来あいつはもう少し店で待機している予定だったらしいのだが……）

　そんなことを考えながら、俺が駅の外へ出ると……。

「あっ、颯そうくん。おはよう」

「く、倉くら咲さきさん……それに野の田ださんも、おはよう」

　ほんの半日前に別れたばかりの女の子と、その友人がそこにいた。

　こうして俺たちは三人で学校まで行くことに。その道中、千春が俺に尋ねる。

「今日は青海ちゃんと一緒じゃないの？」

「青海は日直があるんで、いつもより早く学校に行ってるんだ」

「そうなんだ」

　そう答えてから、彼女は俺を見ながら笑顔で言った。

「そうそう、颯くんから貰もらったフィギュア、昨日帰ってすぐに自分の部屋に飾ったよ」

「フィギュア？」

　千春のその言葉に、思わず栄えい子こが聞き返す。

「ほら、えいっちも知ってるでしょ？　あの店で私が気になっていた、あの魔法少女のフィギュアだよ。昨日の帰り、それを颯くんが私にプレゼントしてくれたの」

「へ、へえ、そうなの……」

　そして千春はこちらを向くと、再び俺への感謝の気持ちを口にした。その彼女の姿に少し照れ臭くなり、俺はやや視線を逸そらしながら頬ほおを掻かく。

「私、颯くんに色々してもらってばっかりだよね。何かお返しできないかな……」

「そんな、お返しだなんて別に良いよ」

「あの先月のサッカーの試合のときだって、颯そうくんに命を助けてもらったのに……」

「ちょっと待って。それって何の話？」

　栄えい子こがまた尋ねる。どうやら彼女はあの日の出来事を知らなかったらしい。千ち春はるが事の経緯を話すと、彼女は途端に心配そうな表情を浮かべた。

「何よそれ、怪け我がは無かったの？」

「平気、平気！　颯くんが私のこと守ってくれたから。傷一つできなかったよ」

「そう、良かった……でもなんで私に教えてくれなかったのよ？」

「だって、えいっちに言ったら心配かけちゃいそうだったし……」

「……でも、それにしても高たか村むら君が、そんなことをね……ふーん……」

　栄子が俺をじっと見つめる。ところがその表情は以前までとは違い、少し意外そうだった。それでいて、その視線も若干和らいでいるような気がする。

「な、なんだよ、野の田ださん？」

「……いや、別に。何でもないわ」

　そう言って彼女は、プイと俺から視線を逸そらした。

「ねえ、ところで颯くんって本当に青あお海みちゃんと付き合ってないの？」

「えっ!?」

　突然千春が俺との距離を詰め、少し小さな声でそう尋ねてきた。一瞬びっくりした俺だったが、すぐに落ち着いて答える。

「だから何回も言ってるじゃないか。あいつとはそんな関係じゃないって」

「でもさ、私が颯くんに会うとき、いつも二人でいるイメージなんだよね。今日はたまたま一緒じゃないけどさ。それに、すっごく仲が良さそうな……」

「別に変な理由は無いんだ。あいつが俺と一緒にいたがるだけさ。勘違いだよ」

「あっ、分かった。のろけ話だね。良いいなぁ～」

「だから違うって！」

　俺は慌てて否定した。なんか数か月ほど前にも、別の誰かと同じやり取りをしたような気がするぞ。なんて思っていたら、彼女はさらに攻勢をかけてきた。

「じゃあ、好きな人はいないの？　そういえば、まだ答えを聞いてなかったよね？」

　千春は興味津々といった様子で俺の顔を覗のぞき込こむ。サッカーの試合の日、青海が戻ってきたため有う耶や無む耶やになっていた、あの質問の再来である。

「そ、そそそそそれは……」

「あっ、その反応はいるってことでしょ？　誰？　やっぱり青海ちゃん？」

「なっ!?　いや、俺が好きなのは……青海じゃなくて……」

「青海ちゃんじゃなくて……？」

（しまった、うっかり口が滑った！）

「えっと、それは……その……」

　動揺し、視線を泳がす俺。そんな俺を見ながら、千ち春はるはその言葉の続きをじっと待つ。ここで目の前の女の子の名前を言ったら、彼女は一体どういう反応を見せるのだろうか。ずっと好きだって言いたかった相手が、今目の前にいるのだ。これはチャンスなのかもしれない。だけど……。

「俺の好きな人は…………」

「好きな人は……？」

　しかし、あいにく今の俺に、その先を口にする勇気はまだ無かったらしい。結局そこまで言いかけて、場の空気に耐えきれなくなった俺は、咄とつ嗟さに話題を変えてしまったのだ。

「そ、それよりさ、倉くら咲さきさんってあのフィギュアの女の子のどういうところが好きなんだ？」

「へ？　ああ、あの子のこと？　颯そうくんも気になるの？　良いいよ、教えてあげる」

　咄嗟に思い付いたそんな話題に、彼女は乗ってくれた。そして、つい先程まで話していたことなんて忘れたかのように、嬉うれしそうにそのフィギュアの説明を始める千春。その様子を見ながら、俺はホッと一息ついた。やはり彼女の好きな物の話題を出したのは正解だったらしい。何とかはぐらかすことができたようだ。

　一方、そんな俺たちのやり取りから、栄えい子こは片時も眼めを離さない。彼女は一言も会話に入らず、俺を見ながらずっと何かを考えていた。




　そんな話をしながら、ようやく学校に到着した俺たち。さて、これから俺たちは教室へと向かうのだが、ここで一つ問題が発生。

（これはどうすれば良いんだ？　俺が二年フロアへ行かないのはおかしいよな……）

　青あお海みがいないため、一年フロアの方へ足を向けるわけにはいかない。だが千春たちと一緒に二年フロアへ行けば、俺が二年生ではないことがバレてしまうかも……。

（適当な場所で二人と別れるか？　いや、しかし……）

　と俺がそんな風に迷っていたとき、その俺の様子を見ていたのか突如栄子が口を開いた。

「ごめんなさい、千春。私は高たか村むら君と話があるから、先に教室に行っておいてくれる？」

「えっ、話？　う、うん、分かったけど……」

「なに、俺に話だと？　確か前にもそんなことがあったような……」

「いいから付いて来て」

「はい」

　そう言って、後ろを振り返った栄子はスタスタと歩いて行く。これは問答無用で付いて行くしかなさそうだ。俺は前回同様、その後を慌てて追いかけたのであった。
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「またここかよ……」

　俺は以前この女の子に連れ出されたときに来たのと同じ部屋にいた。俺が中に入ると、栄えい子こはピシャリとドアを閉める。部屋の中は俺と彼女の二人だけだ。

「それで何なんだ？　話って……」

　俺は平常心を装いながらそう尋ねた。前のことがあった分、少し体に力が入る。果たして今度は何を言われるのだろうか。

　栄子はしばらく黙っていたが、やがてポツリと呟つぶやいた。

「……いい加減、じれったいのよ」

「なに？」

「いつもいつも、千ち春はるに本当のことを言えずにオドオドしっ放しじゃない。いつになったら千春に全てを伝えられるのよ。あなた前に言ってたわよね？　これは俺のミッションなんだ、とかなんとか。何よ、かっこつけておいて、全然ダメじゃない」

「それは……」

「昨日だってそう。千春に何でアルバイトをしているのか聞かれて、あの戸惑いよう。さっきもずっと焦ってばかりだし。ほんと、見ててもどかしいのよね」

　そう言って軽く息を吐く栄子。俺のことをじっと見ながら、この女の子はそんなことを思っていたのか。

「……だけど、あともう少しなんだ。あともう少しで、一歩を踏み出せそうなところまでは来たんだよ」

　俺はゆっくりとそう返した。昨日はプレゼントもできたし、真実を打ち明ける手前まで行ったのだ。以前と比べ確実に成長している。だがやはり俺の心からはあの不安が抜けきらない。余計なことをして、またあのような目に遭うんじゃないか、そんな恐怖が。

　────とそんなとき、ふと栄子の小さな声が静かな部屋の中に響いた。

「あのときの高たか村むら君は、どこに行っちゃったのよ……」

　そのセリフに、疑問を浮かべる俺。あのときの高村君って……？

「どういうことだ？」

　すると彼女は、

「何よ？　まさか忘れたの？」

　そう言ってから、続いて、俺の思いもよらないセリフを口にしたのである。




「私が三人組の女子にいじめられていたとき、私のこと必死に庇かばってくれたじゃない」




「えっ、それって……」

　そんなの、心当たりなんて一つしかない。俺の脳裏に強烈に刻み込まれた、六年前の負の記憶。忘れたくても忘れられなかったあの映像が、再び頭に浮かぶ。そして、その映像に映し出された一人の少女の姿が、今俺の目の前にいる女の子と重なった。

「…………まさか、あの女の子って……」

「やっと気づいたの？　そうよ、私は小学五年生のときにあなたと同じクラスだった、野の田だ栄えい子こよ」

「…………」

　言葉が出ない。俺は幽霊でも見るかのような目で、目の前に立つ女の子の姿を眺めていた。衝撃的な告白に、俺の体は硬直する。

「ほんと、鈍感なんだから……」

「そう言われれば、確かに面影はあるような……」

　だがこれは知識が無ければ気付かないレベルだ。小学生から高校生だと、特に女の子なんて外見も大きく変わっていて当然だし。それに、彼女のはっきりとした見た目までは、俺の記憶にもあまり残されていなかったから。

「だけど私の名前まで忘れちゃってるなんて、悲しいわね」

「……ごめん」

「私はあなたの名前、覚えていたわよ。だってあのとき言ったもの。もう忘れないって。ねえそうでしょ、竹たけ村むらくん？」

「あっ……」




『……ええと、あなたは確か、竹村くん、だったかしら？』

『高たか村むら颯そう太ただけど……』

『ご、ごめんなさいっ。私、人の名前を覚えるのが苦手で……』

『別に良いいよ。俺はクラスでも目立たない方だしな』

『もう忘れないわ。高村君、高村君、ね……』




「それからずっと、俺の名前を憶おぼえてくれていたのか」

「そうよ、片時も忘れたことなんてなかった。だから食堂であなたと会ったとき、千ち春はるに名前を紹介されて、私はすぐに気付いちゃったのよ。あの高村君だ、って。見た目も面影があったしね。まあ、学年が一つ下になっていたのにはびっくりしたけど……」

「そうだ、俺は野田さんに言わなくちゃいけないことがあるんだ」

　六年間、ひと時も消えることのなかった後悔。今こそ、胸の奥に溜たまったままになっていたこの想おもいを吐き出すときだ。

「あのとき、渡り廊下で余計なことをして、本当にごめんなさい！」

　俺はそう言って頭を下げた……やっと言えた。

「迷惑だったよな。俺は勘違いしていたんだ。野の田ださんの気持ちも考えず、調子に乗って……本当はすぐに謝りたかった。だけど俺がヘタレなせいで、野田さんが転校するまでに言えなくて……」

　そんな俺の言葉を栄えい子こは黙って聞いていたが、やがて彼女は口を開く。

「気にしないで、高たか村むら君。あなたが謝る必要は無いわ。だって私本当は、あのとき高村君が来てくれて、とっても嬉うれしかったんだから」

「………………え？」

　そして彼女は続けた。しかし正直になれず、好きなんじゃないかとからかわれたことで恥ずかしくなったのもあって、つい強がってあんなことを言ってしまったのだと。

「私は高村君のこと嫌ってなんかいない、むしろ感謝していたのよ。ごめんなさい。私の方こそずっと言えなくて……」

「そ、そうだったのか……」

　長い間ずっと後悔していた。彼女に迷惑をかけた俺のあの行動は間違っていた、そう思い込んでいた。しかし、どうやらその考えこそが間違っていたらしい。

『勘違いしないで』

　強烈に脳裏に刻まれたあの言葉は、彼女の本心では無かったのだ。それを知ったとき、俺の心の中から、何か大きな重荷が消えていくような気がした。俺の勇気を奪っていた呪縛からようやく解放されたような、そんな気が。

「俺はずっと、本当の意味で勘違いしていたってことか……」

　俺は大きく息を吐く。六年もの間続いていた誤解がようやく解けた瞬間だった。

「私、自分以外の人はみんな同じだと思っていた。悪いことがあっても何も指摘せず、自分は無関係。それまで、周りはそんな人たちばかりだったから。でもあなたは違った」

　そう言って俺に微笑ほほえみを見せた栄子は、しかし次の瞬間目線を逸そらす。

「だからね、私ショックだったの。高校で再会したあなたは、私が知ってる、あのカッコいい高村君じゃなくなっていたから。千ち春はるが好きなのに、浪人を必死に隠して何も言えない姿に、私はがっかりしてしまったのよ」

　彼女が俺に少々きつく当たっていたのは、そのせいだったらしい。情けない俺の様子に、つい意地悪がしたくなったのだと言う。素直になれない彼女の性格は、六年前から変わっていなかった。

「だけど、それも全て私のせいだったのかもしれないわね……」

「……俺のこと気付いていたんなら、なんで教えてくれなかったんだよ」

「本当は言おうかなとも思っていたんだけど、前にあなたをこの部屋に呼んだとき、あなたの決意を聞いて気が変わったの。高たか村むら君が勇気を出して千ち春はるに告白できるかどうか、見届けてみようってね」

「なのに俺がいつまで経たっても行動できないことに、ついに痺しびれを切らしたのか」

「まあ、そんなところね……それに私、さっきの千春の話を聞いて、高村君のことちょっと誤解していたかもって思ったの。私の知らないところで、結構前に進めてたんだって……千春のこと、助けてくれてありがと」

「……」

「だからなおさらじれったいのよ。そんな勇気がある癖に、普段のあのヘタレっぷりを見せられたりなんかしたら。本当に、やきもきさせないでよね」

「悪い……」

「……ふふっ、あなたったら千春に見つからないように掃除ロッカーの中に隠れたりまでして、本当に必死なんだから」

「なっ、気付いていたのか!?」

「ええ。だからバレないうちに退散しようと千春を急せかしていたのよ。一年フロアを探されるとまずいから、三年フロアを廻まわるよう勧めたりしてね」

　そう言えば栄えい子こはしきりに、こんな所早く出ようと言っていた気がする。全て見通したうえで、俺を助けるための行動だったというのか。
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（にしても、どれだけ鋭いんだよ、この女の子は……）

　俺がそんなことを考えていたとき、

「……高たか村むら君、私から一言伝えるわ」

　栄えい子こは俺の目を見て、はっきりとした口調で言った。その言葉に俺はハッとする。

「自分の気持ちも言えず、多数派の中に丸く収まって偽りの自分を演じ続けるなんて、そんなの本当に生きているって言えるのかしら？」

「それは、あの日の……」

　栄子は優しく頷うなずいた。小五の俺が興味本位で彼女──栄子と話したあの日、栄子が最後に俺に残した言葉。そのときは意味が分からなかったが、今の俺なら……。

（倉くら咲さきさんへの気持ちも言えず、浪人生である自分を偽ってみんなを騙だましている。それが今の俺だ。それって、本当の俺を生きているって言えるのだろうか？）

　その答えはもちろん…………そう考えたとき、俺の胸の中には今度こそ、紛まぎれも無い確かな自信と勇気が、大きく湧き上がって来るのを感じていた。




　その後、栄子との話を終えた俺の足は昇降口へ向かっていた。その空間で一際目立つ例の大きな笹ささへと歩み寄ると、一枚の短冊の前で立ち止まる。そこには数日前に自分が書いた、あのお願いが記されていた。

　────憧れのあの人に想おもいを伝えられますように　Ｓ・Ｔ

　俺は数秒間、その短冊の文字をじっと見つめながら、静かに決意を固めていた。

（…………野の田ださん、それにみんな、本当にありがとな）




　────俺も、一歩を踏み出させてもらうぜ。
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　その日の昼休み、真剣な表情で考え込む俺に、興奮気味に話しかけてくる女の子が一人。

「颯そう太た先輩、聞いてくださいよ！　な、なんとですね、私の大好きなホラー映画の続編が製作されることが決まったんです！　今年一番の大ニュースですよ！」

　よほど嬉うれしいのだろう、その話に夢中になっている様子だった。しかしそんな彼女も、自分と話し相手のテンションの大きな違いにようやく気付いたようだ。

「公開されたら一緒に見に行きましょうよ！　…………って、先輩？　聞いてますか？」

　考え事をして黙り込む俺の顔を見ながら、彼女は目をパチクリさせる。

「先輩……？」

　そして俺は、キョトンとした表情で俺を見つめる彼女に、小さな声で告げた。

「…………今日の放課後、倉くら咲さきさんに全てを話そうと思う」

「えっ……」

　俺がそう言った途端、青あお海みの顔からは、潮が引くように明るさが消えていった。数秒後、彼女は蚊の鳴くような声で呟つぶやく。

「……ほ、本当ですか？」

「ああ。今度こそ、俺は覚悟を決めたんだ」

　そして俺は話した。今朝の栄えい子ことの会話のことを。長い間抱えていた誤解が解け、俺はやっとトラウマを克服できたのだ、と。

「以前、青海が言っていただろ？　俺が勇気を出せるようになったら、倉咲さんを呼び出して、そこで想おもいを伝えるって。それをついに実行する日が来たんだ」

「……」

「今までずっと待たせて悪かったな、青海」

「そ、そんなこと……」

　青海はしばらく黙ったまま下を向いていたが、やがてポツリと言った。

「そ、そうですか……良かったじゃないですか」

「……青海、どうかしたか？」

「はい？　どういう意味ですか？」

「いや、お前、なんでそんなに悲しそうな表情をして……」

　思えば、昨日のお疲れ様会の頃からどうもこの後輩の様子がおかしい。俺と千ち春はるの所に全速力で走って来たり……。それに今の彼女の様子もどこか物憂げだった。さっきまで見せていた、あのいつもの謎の元気さはどこに行ったのか。青海らしくない。

「別に、そんなことないですよ」

「そうか……？」

　そのとき、ふと俺の脳内にある回答が思い浮かぶ。

「……ひょっとして、不安なのか？　俺の告白が上う手まくいくかどうかが……」

　俺がそう尋ねると、彼女は少し皮肉っぽい笑いを浮かべながら、軽く頷うなずいた。

「……そうですね、とてもとても不安です。先輩の告白の行方がどうなるかが……」

　青海はそう呟いて、そのまま俯うつむいてしまう。結局それから放課後になるまで、青海は終始浮かない顔つきで、口数も少ないままだった。





　　　　　　　　◇






　そしていよいよ運命の放課後がやって来た。今日一日の授業の内容なんて、全く頭に入らなかった。彼女にどういう風に伝えよう、なんて告白しよう、そのシミュレーションで頭が一杯だったから。

　帰りのホームルームが終わると、俺はすぐに教室を飛び出した。緊張しながらも、二年フロアへと一歩一歩足を進めていく。千ち春はるが帰ってしまう前に、彼女に会って空き教室に呼び出さないといけない。焦りからか、自然と歩みが速くなる。

（……大丈夫だ。俺はもう以前の俺じゃない。それにみんなが付いている）

　一の一の教室では、青あお海みが俺の帰りを待っていてくれることになっていた。今まで俺をサポートしてくれた青海、そしてみんなのためにも、必ず良い結果を持ち帰らなければ。

（青海の様子が変なのが少し気になるが……いや、今は目の前のことに集中しよう）

　やがて二年フロアに到着。このエリアを一年生がウロウロするのは一般的に少し勇気がいることだが、今の俺にとっては些さ細さいなことだ。家や部活に向かう二年生で溢あふれかえる廊下。その生徒たちの間を縫うようにして進むと、ついに俺は大好きな女の子の姿を見つけた。意を決して話しかけようとする俺。しかしどうも様子がおかしいことに気付く。

（ん？　あれは何をやっているんだ？）

　廊下の端、やや人通りの少なくなった場所に千春はいた。彼女は二人の女子生徒とそこで話をしているようだった。だが、その内容は決して穏やかなものではなさそうだった。なぜなら千春の顔が明らかに引きつっていたからだ。どう見ても楽しそうではない。いや、それどころか……。

「ねえ、良いいでしょ、倉くら咲さきさん！」

「ちょっとだけ、ちょっとだけだから、ね？」

「えっと……」

「もういい加減諦めて、私たちに付き合ってよ！」

「ほら、絶対に悪いようにはしないから！」

「だ、だけど……」

　何だかものすごく言い寄られている千春。その二人の勢いに押され、何も言い返すことができていない。その彼女の困惑した表情を見て、俺は思い出した。

（もしかして、今までのあれって……）

　過去に二度、携帯の着信を見た彼女が見せた暗い顔。もしかして、あのメールはこの子たちからだったのではないか。そうか、千春はずっとこの女子二人に絡まれているんだ！

　やがて、女子二人組のトーンは徐々にヒートアップしていく。

「なんでこんなに頼んでるのにＯＫしてくれないの？」

「そうよ！　私たちがこんなに真剣にお願いしてるっていうのに！」

（なんだよあいつら……倉咲さん、あんなに嫌がっているじゃないか……）

「で、でも……」

　強く「ノー」とは言えない千ち春はるは顔の前で両手を広げ、彼女たちから目を逸そらしながらアタフタしている。心優しい千春は口にこそ出さないが、内心迷惑がっているであろうことは確かだ。そんな様子を見ていた俺の脳裏に、突如あのときのことがフラッシュバックする。小五のとき、同じように女の子が嫌がらせを受けていた、あの場面が。

（そうだ、俺はあのときだって飛び出せたんだ。そしてその行動は決して間違ってはいなかったと、俺は今日知った。なら、今の俺にできることは……）

　とそのとき、千春に言い寄っていた女子の一人が、千春の上げた左手首を掴つかんだのだ。

「良いいから、とにかく私たちに付いて来てよ！」

「ちょっ、いやっ！」

　引っ張られる千春の口から悲鳴が漏れる。その声を聞いた瞬間、俺の脚は勝手に動いていた。六年前のあの日と、全く同じように。

「おい、やめろ！」

　俺は勢い良く、女子二人組と千春の間に割って入っていった。その拍子に、千春の手首を掴む女子生徒の手が離れる。俺は手を大きく広げて千春をガードすると、その二人組と相対した。突然の見知らぬ乱入者に、彼女たちは目を丸くする。

「な、何よあんた、いきなり……」

「あなた誰？　見たことない顔ね……」

「そ、颯そうくん！」

　怖くないと言えば嘘うそになる。今俺の目の前にいるのは、俺の一学年上、千春と同じ二年生だ。さらに周りの生徒たちの視線が、何事かと俺たちのもとに注がれている。手足は震えそうになるし、心臓の鼓動はバクバクだ。だが、今の俺はもうこれまでの自分とは違う。今こそ勇気を出して、それを示すときだ。

　俺は二人の女子をキッと睨にらみつけながら、ぼそりと声を出した。

「倉くら咲さきさん、嫌がってるだろ……」

「はあ？　別にあんたには関係ないでしょ」

「そうよ、私たちは今倉咲さんと話をしてるの。邪魔しないで」

　彼女たちの鋭い言葉が突き刺さる。だが俺は決してそれにひるんだりはしない。声が震えそうになりながらも、一言一言、絞り出すように言葉を発していく。

「……邪魔なんかじゃない。俺は決めたんだ、弱い自分から逃げないって……たとえそれがどんな結果を招こうとも、俺はもう多数派に従属したりはしない」

「はあ、何言ってんの？　弱い自分とか多数派とか、言ってる意味がよく分かんないんだけど……」

「つまりだな、倉咲さんを傷つけようとする奴やつは、この俺が絶対に許さないってことだ」

「いや、傷つけるって……何なのよ、この男……」

「っていうか誰なの、あなたは。急に私たちの話に入ってきて……」

　するとそのとき、一人の女子が何かに気付いたように声を上げた。

「…………ひょっとして、あんた一年生なんじゃないの？」

「なっ!?」

　彼女の口から何の前触れもなく飛び出したその言葉に、俺は思わず声を出してしまう。

「ど、どうして……？」

「……いや、ちょっと鎌を掛けてみただけよ。二年でこんな男子知らないし、三年生でもなさそうだったから、一年生かなって。でもその反応……当たりだったみたいね」

　するとそれを聞いて、もう一人の女子も納得したように頷うなずいた。

「なるほど、見覚えのない顔だと思ったら、一年生だったのね」

「そ、それは…………」

　突如自分の正体を暴かれ、動揺を隠しきれない俺。そんな俺のひるんだ様子を見て、彼女たちはさらに攻勢を強めてくる。

「ふーん。それにしても、後輩のくせに私たちに随分と偉そうなことを言ってくれるじゃない。それが先輩に対する態度なのかしら？」

「そうよ、それに普通、先輩には敬語を使うんじゃないの？」

「確かにその通りだわ。目上の人に対して敬語もろくに使えないような人間がいくらカッコつけたって、全く心に響かないもの」

「ホントそう！　もう良いから、年下のくせに二年の話に入って来ないでよ！」

　その女子はそう言うと、俺の隙をついて再び千ち春はるの腕を掴つかんだ。

「ほら、これ以上コイツと話していても仕方ないし、もう行こう、倉くら咲さきさん」

「あっ、おい！」

　そして彼女は俺に背を向け、千春を連れてもう一人の女子と共に廊下を歩き始めた。一瞬チラリと俺に不安そうな顔を見せた千春は、そのまま引っ張られるようにして、力無く彼女たちに付いて行く。その瞬間、気付けば俺はその彼女たちの背中に向かって、咄とつ嗟さに叫んでしまっていた。




「────待ってくれ！　確かに俺は一年生だ、でも年下なんかじゃない！　俺は高校浪人生なんだ！　だから今は一年でも、元はお前たちと同じ学年、つまり同い年なんだよ！」




　その言葉に、彼女たちの足が止まる。こちらを振り返る三人。俺を見る千春の顔は驚いていた。しかしその驚いた表情の中に、どこか嬉うれしそうな気持ちが隠れているような、そんな感じがしたのは気のせいだろうか。

　だがそんな気がしたのも束つかの間ま、目の前の女の子たちの顔を見てふと我に返った俺は、すぐさまとんでもないことに気付いてしまう。

（……は!?　俺、今なんて言った!?　し、しまった、勢いに任せて、大勢の前で自分が浪人生だと暴露してしまったじゃないかああああああああ！！！！）

　さっきまでとは一転、静まり返る空間。呆あつ気けにとられた様子で俺のことを見つめる女子二人。立ち止まって俺たちの様子を見つめている周囲の生徒たち。

　そんな中、俺は混乱と焦りでパニックになりそうだった。確かに今日はそれを告げるためにここに来たわけだが、とはいえこんなに大人数の前で言うつもりじゃなかった。だがその動揺を表に出さないよう、俺は必死に表情を取り繕う。ここで逃げ出しちゃダメだ。それだと結局、今までと何も変わらないではないか。

　俺は何度か深呼吸を繰り返した。新鮮な空気を吸うことで、徐々に心が落ち着いてくる。しばらくしてなんとか冷静さを取り戻した俺は、二人の女子に視線を向けた。こうなった以上、もう誤ご魔ま化かすことはできない。俺は腹をくくった。

「……ああ、そうだよ。俺は元浪人生なんだ。つまりお前たちと同い年ってわけだ。なら話に入っても大丈夫だよな？　じゃあ言わせてもらう」

　俺はそこで一呼吸置いてから、先を続けた。

「……確かに俺はヘタレで、情けなくて、何のとりえもない人間かもしれない。だけど、それでも倉くら咲さきさんを守りたい、その想おもいだけは誰にも負けないんだ。だからもうこれ以上、倉咲さんの嫌がることをするのは止やめてくれ。頼む、俺からのお願いだ」

　俺は小さな声でそこまで言い切った。再び訪れる沈黙。するとその数秒後、ようやく彼女たちが口を開く。ところがその口から飛び出した言葉は、俺にとって意外なものだった。

「いや、だから何よ……」

「へ？」

「ろ、浪人生？　よく分かんないけど、それがどうしたって言うのよ……」

「今は一年生なんだから、結局私たちの後輩であることには変わりないじゃない」

「いや、俺はそういう意味で言ったんじゃあ……」

　俺が戸惑いながらそう漏らす前で、女子の一人が小さく息を吐いた。

「……まあ良いわ。そこまで言うなら、今日のところはこれで引き下がってあげる。じゃあね、倉咲さん。また勧誘に行くから、それまでに入部するかどうか考えておいてね。私たち待ってるから」

　千ち春はるに優しく手を振ってそう声を掛けると、二人は俺に背を向けて廊下を歩いて行く。やっと退散してくれたようだ。だが俺の頭にはある疑問が浮かんでいた。

「勧誘……？　それに入部って……」

　先程の女子の捨てゼリフの意味について考え込む俺。そんなとき、俺は改めて気が付いた。周りのたくさんの通行人たちの目が、一斉に俺のもとに集まっていることに。

（そうだった、俺はみんなの前で自分の秘密をぶちまけてしまったんだ！　こ、この状況は一体どうしたら……）

　すると立ちすくむそんな俺の手を、不意に誰かが掴つかんだ。

「颯そうくん、こっち！」

「えっ、倉くら咲さきさん？」

　こうして、俺は彼女に導かれるがまま、手を引かれながらその後ろに付いて行ったのだった。千ち春はると二人での衆人からの逃避行は、何だかちょっぴり心地良かった。





　　　　　　　　◇






「ええっ!?　演劇部の勧誘!?」

　辺りに俺の大声が木霊する。俺は現在、二年フロアにほど近い場所にある、誰も生徒がいない空き教室にいた。千春に連れて来られたこの部屋の中で、俺は彼女と二人っきりで話をしているところだった。

「そうなの。あの二人は演劇部の部員なんだけど、ずっと前から私に演劇部に入部して欲しいって勧誘しに来てるんだ」

「そうだったのか……でもなんで倉咲さんを？」

「去年の秋の文化祭で、私のクラスは劇をしたんだけど、そのとき私は白雪姫の役をやったの」

　そういえば、以前雄ゆう介すけが教えてくれた情報の中にそんなのがあったな。

「前に聞いたことがあるよ。主役なんてすごいな」

「周りに担ぎ上げられただけなんだけどね。で、その劇での私の演技がとても良かったみたいで……」

「それで、あいつらに目を付けられたって訳か」

「うん、まあ、そういうこと」

「ってことは、去年の秋から勧誘されているってことなのか？　随分としつこいな」

「私も何度も断ったんだけど、向いてるし、絶対楽しいからって言って諦めてくれなくて」

「なるほど、そういうことだったのか……俺はてっきり……」

　千春が、あの二人の女子に常日頃から嫌がらせをされているんじゃないか、あの場で咄とつ嗟さにそう勘違いしてしまった。全く、俺は何をやっているんだ。我を忘れて飛び出して、大勢の前であんなことを……。だが、彼女がいじめられていたわけではなかったことを知って、俺はホッと胸を撫なで下おろす。

「てっきり……？」

　首を傾かしげる千春の前で、俺は慌てて言った。

「い、いや、別に倉くら咲さきさんは気にしなくて良いからっ、あはは……」

「？」




「……でも、さっきはありがとう、颯そうくん。私、またまた颯くんに助けられちゃったね」

　そう言って微笑ほほえむ千ち春はるの姿を見て、俺は改めて思い出す。数分前、あの廊下で浪人生だと暴露してしまったことを。

「え、えっと……」

　千春も俺と同じことを考えているのだろうか、やや気まずそうに視線を下に向ける。今日の授業中、ずっと繰り返していたシミュレーションは何だったのか。本来なら、もっと違う言い方を考えていたのに。だがこうなった以上もう仕方がない。何事も計画通りにはいかないものだな、そんなことを思った俺は静かに口を開いた。

「…………さっきも言った通り、俺は高校浪人したんだ。だから本当はまだ一年生なんだよ。でも俺に勇気が無くて、今日まで言えなくて……ずっと黙っていてごめん」

　俺はそう千春に謝罪した。果たして彼女は許してくれるのだろうか。彼女の反応が怖かった、それも長い間言い出せなかった理由の一つだ。俺は恐る恐る、目の前の女の子の顔を見つめる。しかし数秒後、彼女が口にしたのは意外な言葉だった。

「違うよ、颯くんは何も悪くない。それより、謝らないといけないのは私」

「えっ、なんで倉咲さんが……？」

「だって……」




「────実は私、颯くんが一年生だって、とっくの昔に気付いていたの」




「……………………は？？？？？？？」

　千春の口から飛び出た衝撃の事実に、俺は完全にその場に棒立ちになってしまった。頭の中を色々な感情が支配する。一瞬彼女が何を言っているのか理解できなかった。千春が、以前から俺の秘密を知っていただと？　なんだ、どういうことだ？　分からない。

「い、いつから……？」

　やっと絞り出した言葉は、そんな純粋な疑問だった。千春は話し始める。

「中間テストの後、颯くんが私をサッカー部の試合観戦に誘ってくれたでしょ？　そのとき、私めがけてサッカーボールが飛んできて、颯くんが助けてくれたよね。実は私、あの瞬間に全てを思い出しちゃったんだ」

「思い出したって、何を……」

「中三の冬、トラックに轢ひかれそうになっていた私を、颯くんが身を挺ていして守ってくれたこと」

「えっ……」

　再び告げられた驚きの真実。聞き間違いではないか、思わずそう疑ってしまいそうになるその話は、しかし本当だった。

「嘘うそだろ……あの日俺が助けた女の子が倉くら咲さきさんだったなんて……」

「颯そうくんは私だって気付いてなかったんだ」

「ああ、ちょうどライトの影になっていたし、辺りは真っ暗だったからな」

「私はそのときは颯くんだって分かったの。でもね、どうやら事故のショックで記憶を失っていたらしくて……ちょうどその時間帯の出来事だけ、ぽっかりと頭から抜け落ちてしまっていたんだ」

「その記憶が、あの試合のときの事故をきっかけに突然蘇よみがえったと……」

　トラックの事故と、サッカーの試合での事故。両方とも、千ち春はるに何かがぶつかりそうになったときに俺が飛び掛かり、彼女を救ったという点が一緒だ。つまり、前と似たような場面に遭遇したことで、不意にあの日の映像を思い出したということなのだろう。

「うん、そうなんだ……それで私、ちょっと混乱しちゃって……」

　無理もない。突然そんな記憶が蘇ったら、誰だって動揺する。まさかあのとき、彼女の身にそんなことが起きていたなんて。だからグラウンドに倒れ込んだ千春が、少し放心状態になっていたのか。一つ謎が解けた。

「その後私、気になって中学のときの友達に颯くんのこと聞いてみたの。そしたら……」




『──え？　高たか村むら颯そう太た君？』

『そう！　中三のとき、確か一緒のクラスだったよね？　その男子のこと、覚えてる？』

『もちろん覚えてるよ。中三の冬に交通事故に遭って、入院した人だよね？』

『にゅ、入院……？』




「そして知っちゃったんだ。颯くんがあの事故のせいで高校入試を受けられず、高校浪人生になってしまったって」

「そういうことだったのか……」

「だから私の方こそごめんなさい。前から颯くんが浪人生だって気付いていたのに、ずっと言えなくて……。颯くんはバレないように隠していた様子だったから、触れない方が良いのかなって思ったりして……」

「いや、倉咲さんが謝る必要は無い。俺だって、今日まで一言も話せなかったんだから」

　俺は千春に優しく声を掛けた。あの事故以来、千春の様子に若干の違和感を覚えるようになった原因は、そういうことだったのだ。彼女もまた俺と同様、相手に真実を伝えるべきか悩んでいたのだった。

（それにしても、まさかとっくの昔に俺の正体が気付かれていたなんてな……）

　本当にびっくりである。だがそう考えれば、ここ最近の千ち春はるの態度にも説明がつく。しかしそうとは知らず、必死に誤ご魔ま化かし続けていた俺はなんて滑稽なんだろうか。そんな風に俺が自嘲していると、千春はさらに謝罪を続けた。

「颯そうくん、本当にごめんなさい！　颯くんが浪人生になったのって、私のせいだよね……それに、当の私は何一つ知らなかった。自分のせいで颯くんが大変な目に遭っているときに、私は何もしてあげられなくて……もっと早く、自分から謝るべきだった……」

「……気にするなよ」

「えっ……？」

「別に気にしなくていい。記憶が無くなっていたんだろ？　ならしょうがないじゃないか」

「でも、私を助けたばっかりに、颯くんは浪人生に……」

「なんだ、そんなことか。そのことだったら安心してくれ。今の俺はもう全然気にしていないんだ。確かに最初はこの先どうなるんだって思ったし、色々大変なこともあったけど、今はなんだかんだ楽しんでるんだよ、この生活を。それに……」

　そして、俺は自分を取り巻く面々の顔を思い浮かべた。

「俺が浪人生だと知っても、何も変わらず接してくれたあいつらのおかげで、俺は気付けたんだ。浪人なんて別に大したことじゃない、俺は俺なんだってな」

「颯くん……」

　ポツリと俺の名前を呟つぶやいた彼女は、数秒後、俺の目をじっと見ながら言った。

「……本当に、許してくれるの？」

「許すも何もないさ。初めから倉くら咲さきさんは何も悪くないって言ってるだろ？」

　俺がそう言っても、千春はなおも食い下がる。

「で、でも、それだと私の気持ちが……！」

「そうだな、そこまで言うなら、じゃあ……俺は倉咲さんの口からは、謝罪の言葉より、感謝の言葉の方が聞きたいかな」

「感謝の言葉？」

「ああ」

　俺はキョトンとする彼女の前で頷うなずいた。やがて俺の意図が伝わったのか、彼女は小さく微笑ほほえむ。

「……そんなの、いくら言っても言い足りないくらいだよ。颯くん、ありがとう。私を助けてくれて。とても嬉うれしかった。私にとって颯くんは、命の恩人だよ」

　そう話す千春の顔には、次第に明るさが戻ってくる。俺はそれを見てホッとした。やはりこの女の子は、こっちの表情の方がよく似合っている。

（そうだ、俺はこの輝く笑顔の倉咲さんが好きなんだ）

　するとそのとき、そんな千ち春はるがハッとしたように言った。

「……そうだ、思い出したよ。私がずっと颯そうくんに言いたかったことってこれだったんだ」

　それは以前食堂で千春が漏らした、あの謎のセリフ。




『……私、颯くんに何か言わなくちゃいけないことがあったような気がするんだよね……』

『言わなくちゃいけないこと？』

『うん。だけどその内容が思い出せないの。凄すごく大事なことだったと思うんだけど……』




　その内容こそ、俺への感謝の気持ちだった。自分を助けてくれてありがとう、そんな想おもいは事故の記憶を忘れていたときでも、密ひそかに彼女の心の奥底に眠っていたのだろう。

「やっと言えたよ。遅くなってごめんね、颯くん」

「謝るのは無しだって、さっき言っただろ？」

　俺のその返しに、千春はクスリと笑みを零こぼした。

「……ふふっ、そうだったね」

　こうして俺たちはお互いに、ずっと秘めていた想いを相手に打ち明けることができたのである。浪人生だという事実をやっと千春に伝えることができて（相手は既に知ってはいたが）、何だか肩の荷が下りたような気がする。気持ちも随分軽くなっていた。

　するとそんなとき、不意に俺の頭に疑問が浮かぶ。

（あれ、待てよ？　あの日、俺がトラックから救った女の子が倉くら咲さきさんだったってことは……）

「あのさ、一つ聞きたいんだが、あの日倉咲さんはあそこで何をしていたんだ？　結構遅い時間だったと思うけど」

　俺は恐る恐るそう尋ねた。どうしてそんなことを質問するのか。それは美宇が以前、俺が助けた女の子があのラブレターの差出人と同一人物かもしれないと口にしていたことを、ふと思い出したからである。もしその仮説が正しければ、俺にあのラブレターを出したのは千春だということに……。

　だがドキドキしながら返事を待つ俺の前で、千春はあっさりと言った。

「えっとね、私はあの頃、受験勉強の息抜きによくあの辺りをジョギングしていたの。ほら、近くに丘があったじゃない。その頂上まで登ったり、周辺を走ったりしてね。あのときはその帰り道だったかな。辺りは暗かったし、私もちょっと疲れていたみたいで……それで、不注意でトラックにぶつかりそうになっちゃったんだ」

「なるほど、そうだったのか……」

　その話で俺は納得した。千春が嘘うそをついている様子はない。つまり彼女があの時刻にあそこにいたのは、単にジョギングから帰宅する途中だったからということになる。だとするならば、あの俺宛てのラブレターの相手は、千ち春はるではなく別の人物ということに……。

（まあ、そう上う手まくは行かないよな）

　ちょっぴり残念な気持ちになった俺だったが、と同時に、ラブレターの差出人の正体は一体誰なのか、さらに気になってくる。

（しかし……）

　その相手が千春ではないと分かった以上、もう気にしてもしょうがない。だって既に過去の話である。それより大切なのは今だ。俺には目の前の彼女に伝えなければならないことが、まだ残っているのだから。

「…………」

　暫しばしの沈黙。俺は気持ちを切り替えて、再び決意し直す。俺の胸には、あの遠足の日から片時も忘れたことの無い想おもいがあった。

「……実は俺、倉くら咲さきさんにもう一つ大事な話があるんだよ」

　しばらくして俺がそう切り出すと、目の前の美少女は不思議そうに繰り返した。

「もう一つ、大事な話？」

「ああ」

　心当たりが無さそうに、千春は首を傾かしげる。そんな彼女の前で、俺は大きく息を吸い込んだ。やはりいざとなると、緊張という名の巨大な波が押し寄せてくる。脚は震え、心臓の鼓動はこれでもかと速くなる。だがそれも当然だ。ついにこの四年間、ずっと抱き続けてきた想いを彼女に届ける、その瞬間が来たのだから。

　そして俺は、千春の美しい目を見つめながら、ゆっくりと口を開いた。




　────中学のときからずっと好きでした！　俺と付き合ってください！




「えっ……」

　彼女のリアクションは随分大きかった。びっくりしたように見開かれた目、徐々に赤くなっていく頬ほお。やがて、混乱した様子の彼女の口から、一言ずつ言葉が漏れ始める。

「そ、颯そうくんが、わ、私のことを好き……？　ほ、ホント？」

　そして俺は話した。中一の京都遠足の日に笑顔を見て以来、ずっと好きだったこと。中学時代、いつも話したいと思っていたけど、俺がヘタレなせいで叶かなわなかったこと。再会して今度こそ仲良くなりたい、そう決意して、一年遅れでこの高校に入学したこと。それらは全て、俺が今までずっと伝えたかった彼女への想いだ。

「そう、だったんだ……私、全然気付かなかったよ……」

　恥ずかしそうにポツリと呟つぶやく千春。ふと栄えい子こが以前言っていた、「千春って結構鈍感だから」、あのセリフが頭をよぎった。浪人生のこととは違い、この俺の気持ちについてはまさに初耳だったのだろう。

　その後数秒間、二人以外には誰もいない空き教室には沈黙が流れる。俺は千ち春はるの顔をじっと見つめながら、彼女からの告白の返事を待っていた。そんな俺の様子を見て今の状況に気付いたのか、千春は赤らめた顔を俯うつむかせる。

「あ、ありがとう、颯そうくん……え、えっと……」

　小さくそう言ってから、千春は俺の視線から逃れるように、顔を窓の方へと向けた。何かを考えながら、外の景色をじっと見つめている。ふと見れば、窓の外はさっきよりも薄暗くなっていた。まだそんな時刻じゃないはずなのに、なぜだろう。

　やがて、緊張の面持ちで返事を待つ俺の前で、彼女は意外な言葉を口にした。

「…………もうすぐ夏休みだね」

「？　そ、そうだけど……」

　俺がそう答えると、彼女は再び俺の方に向き直った。その顔には笑みがある。

「ねえ、せっかくの夏休みだし、みんなで海にでも行かない？　青あお海みちゃんやえいっちたちも誘って、昨日のメンバーでさ」

「う、海だと……？　いや、俺は全然構わないが……面白そうだな……」

「でしょ？　じゃあ決定ね。海かぁ、楽しみだなぁ～」

　千春は海の光景を思い浮かべているのだろうか、少し上を見上げながら顔を綻ばせている。しかし対する俺は困惑していた。千ち春はると一緒に海に遊びに行けるなんて、確かにとても嬉うれしいことに違いない。だが今の俺が彼女の口から一番聞きたいのは、そんなことではなくて……。
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　またしばらく黙っていた彼女は、やがて改まった様子で俺を見ながら口を開いた。

「私思うの。私たち、まだお互いのことあまりよく知らないでしょ？　今日までずっと誤解していたわけだし。だからさ、これから色々知っていこうよ。いっぱいお話ししたり、みんなで一緒に遊んだり…………まずは友達として、ね」

「と、友達……」

　彼女が最後に発したその言葉を、俺は小さな声で繰り返した。ポツンと空間に落とされたその声が、しっとりと辺りに消えていく。

（……それってつまり、そういうことだよな？　俺はやんわりと断られたんだ……でもまあ、それも当たり前か。よくよく考えれば、俺なんかが手の届く女の子じゃない。そんなこと分かり切っていたじゃないか。なのに……）

　雄ゆう介すけや美み宇うにしきりにチャンスがあると言われ、どうやら俺は勘違いをしていたらしい。

「ダメ、かな？」

「いや、全然ダメじゃない」

　彼女の気持ちを察した俺は、確かな口調でそう答えた。

（なに倉くら咲さきさんに気を使わせてるんだ、俺は……もっとはっきりと断ってくれても良いのに、俺とは付き合えないって。だけど……）

　ショックじゃないと言えば嘘うそになる。恋人同士の関係になれなくて、悲しいに決まっている。ところが今の俺には、それ以上に「やっとこの想おもいを憧れの倉咲さんに伝えられた」という、達成感ともどこか違う、とてもスッキリした気持ちがあった。もうこれで、色々と悩んだり、バレるのを恐れたりする必要も無くなったのだから。

（それに、倉咲さんと友達として仲良くできるのなら、それで十分じゃないか）

　そして俺は、吹っ切れたように顔を上げた。

「……分かったよ、倉咲さん。じゃあ改めて、これからよろしく…………もう俺の気持ちのことは、気にしないで良いから」

　俺は晴れやかな顔でそう告げた。すると何かに気付いたらしい千春が慌てて口を開く。

「あっ、えっとね、さっきのはそういう意味じゃなくって────」

　ところが、彼女のその先のセリフは聞き取れなかった。なぜなら、一瞬空き教室に光が差し込んだかと思うと、すぐさま大きな雷鳴音が部屋内に響き渡ったからである。

「……雷、だよね？　今の音」

「結構大きかったな」

　俺と千春は窓の外へと目を向ける。気付けば雨も降り出していた。夕立だろうか。

「…………あの事故の日もこんな天気だったね。夕方から雨が降り始めて……」

　どんよりとした、厚い灰色の雲に覆われている空を眺めながら、千ち春はるが話し始める。

「そういや、俺が学校を出てすぐに降り始めたな」

「ホント、あの日はもう少し早く帰るべきだったよ。そしたら事故なんて起きなかったのに……私、雨が降り出すまでずっと丘の辺りを走っていたの」

　そう呟つぶやいて悔しそうな表情をしていた千春は、次の瞬間、思い出したように顔を上げた。

「そういえばあの日、あの丘の頂上に、私以外にもう一人女の子がいたような……」

「なんだって？」

　千春が何気なく発したその内容に、俺の全神経が反応した。

「私たちと同じ中学の制服を着た女の子がね、丘の頂上にずっと立っていたの。私が何回か近くを通っても、かなり長い間そこにいたから、何してるんだろう？って気になったのを覚えてる」

（その女の子って、もしかして……）

　いや、もしかしなくても、その子こそあのラブレターの相手ではないのか。こんなに身近に情報を持っている人がいたなんて。先程自分が告白したばかりの人に、こんなことを聞くのは間違っているのかもしれない。しかし今の俺は好奇心の方が上回っていた。

　そして俺はすぐさま、千春への聞き取り調査を開始したのだが……。

「それは誰か分かるか？」

　その問いに対する彼女の答えに、俺は思わず耳を疑ったのである。

「うーん、知らない人だったよ？　青い髪で……」

「青？」

　俺が聞き返すと、千春は頷うなずいた。

「うん。でも青あお海みちゃんじゃないと思う。だって、三つ編みでこーんなメガネかけてて、青海ちゃんとは全然違うタイプの女の子だったから」

　そう言って彼女が両手で示したのは、まるで牛乳瓶の底のようなぐるぐるメガネだったのだ。その千春のジェスチャーを見て、俺は全身に鳥肌が立つような気がした。確かに千春は中学時代の彼女の姿を知らないから、その外見を見てもピンとは来ないだろう。だが俺には分かる。そんな特徴、俺にはたった一人しか心当たりが無い。いつも俺のことを「先輩」と呼んで懐いてくる、あの後輩クラスメイトしか……。

「嘘うそだろ……まさか、あいつ……」

　言葉が出ない。俺の中で何かが繋つながった気がした。そして理解する。あいつの謎の行動の理由も、そして彼女の秘めた想おもいも……。

「……そ、颯そうくん、どうしたの？　すごく険しい表情だけど……」

　考え込むそんな俺の顔を、千春が心配そうに覗のぞき込こむ。次の瞬間、気付けば俺は走り出していた。

「悪い、ちょっと急用を思い出した！　じゃあまた明日な、倉くら咲さきさん！」

　彼女にそう声を掛けると、その返事を聞く間もなく、俺は急いで廊下へと飛び出したのだった。




　それではここで、俺の高校生活におけるミッションの、ここまでの総合評価をしてみることにしよう。





　①　絶対に浪人生だとバレてはならない。



　評価──×　もう少し頑張りましょう。千ち春はるは仕方ないにしても、これで計五人に俺の正体を知られてしまった。さらには二年フロアにて大勢の前で自ら暴露してしまう。もはや崩壊寸前である……だが、もしかしたらこれで良かったのかもしれない。





　②　倉咲千春と親しくなり、そして告白する。



　評価──◎（友達……？）　大変よくできました。

（告白が成功するかどうかまでは問われていないことに注意）
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　千春に別れを告げて空き教室を飛び出した俺は、教室へ向けて走っていた。どうやら雨は本降りになったらしい。ほとんど生徒のいない廊下はとても静かで、俺の耳に入る音と言えば、開いた窓から入り込む激しい雨音だけだった。

　憧れの彼女に全てを伝えることができて、本来ならもっと達成感に満みち溢あふれているはずだったのに……教室への帰り道を進む俺の心は、とても複雑な感情に包まれていた。その原因は、決して千春にフラれたという事実だけではなく……。

『颯そう太た先輩！』

　俺の頭の中ではあいつの声が何度も繰り返されていた。これまで何回も聞かされたその声が、今はまるで違って聞こえる。教室に帰ったら、真っ先にあいつと話さないと。俺にはあのクラスメイトに聞かなくちゃならないことが、たくさんあるんだ。




　俺が一年一組の教室の扉を開けると、なぜかそこには雄ゆう介すけと美み宇うがいた。俺の姿を見て、待ってましたとばかりにこちらに駆け寄って来る。どうしてこの二人がここに？

「高たか村むら、聞いたぞ？　倉くら咲さき先輩のこと、助けたんだってな」

「凄すごくカッコ良かったらしいじゃない。やるわね、見直したわよ！」

「な、なんでそのことを……」

　どうやら、先程の俺の行動が噂うわさになっているらしい。雄ゆう介すけたちはそれを聞きつけて、教室で俺のことを待っていたのだと言う。

（なんだよ、それは……だけど、今はそれどころじゃない）

「そ、それより青あお海みはどこだ？」

　俺は部屋の中を見渡しながら尋ねた。ところが、そこに俺のお目当ての人物の姿は無い。

「藤ふじ本もとさんなら、少し前まで美み宇うたちと一緒に教室にいたんだけど、急にどこかに出て行ってしまったわよ」

「なに、そうか……」

「なんか今日の藤本さん、様子が変じゃなかったか？」

　雄介が美宇の方を向いてそう問いかける。すると美宇も頷うなずいてから言った。

「そうね、いつもと比べて元気が無さそうに見えたし……」

　そんな二人の話を聞きながら、俺は自分の机へと移動する。その上に起きっぱなしにしていた鞄かばんに何気なく目を向けると、その口から何か封筒のようなものが顔を覗のぞかせているのに気付いた。こんな物、出かける前は無かったはずだ。

　俺はその封筒を恐る恐る抜き取ってみた。すると……。

（こ、これは……！）

　それを見て、俺は愕がく然ぜんとした。なぜならそれは、表に「高村颯そう太た様」と書かれ、水色のシールで留とめられたピンク色の封筒──見間違えるはずもない、その外見はまさに、あの日俺の下足箱に入っていた、例のラブレターと瓜うり二ふたつの物だったからである。

　俺は一瞬よろめきそうになった。次から次へと情報が頭の中に飛び込んできて、もう平常心を保てそうにない。しかしそれに何とか耐えた俺は、その封筒のシールを剥はがして封を開けた。パッと見、一年半前のあのラブレターとなんら違いない見た目であったが、その皺しわ一つ無い綺き麗れいさから、この封筒が今も俺の机で眠っている「あれ」とは別物だということが分かる。

　俺は中から一枚の手紙を取り出した。その紙を広げると、そこには可愛かわいらしい字で、数行の文章が書き連ねられていた。

「颯太先輩へ」、そんな書き出しで始まる、その手紙に記されていた内容は────




　────所変わって、ここは夕ゆう陽ひ谷だに高校の昇降口。今は薄暗く、人通りも全く無い。間髪入れずに降り続ける、大雨の音だけが辺りに響いている。そんな一角に、一人の女子生徒がポツンと立っていた。彼女の傍そばには、色とりどりの短冊（今は暗くて色の判別が難しいが）が吊つるされた例の巨大な笹ささが置かれてある。その女子生徒は、暫しばしその笹に吊るされた、ある一枚の短冊を見つめていた。

「…………」

　そして数秒後、彼女は動いた。突然手を伸ばしたかと思うと、その短冊をゆっくりと笹から引き抜いたのである。さらにそれを、近くに置かれたゴミ箱の中へとそっと落とす。たくさんの紙ゴミが積み重なったその一番上に、ひらひらと舞い降りる短冊。少女はその様子をじっと眺めながら、その場から一歩も動かない。

　すると次の瞬間、窓から差し込んだ雷の光が、その青髪の女の子の姿と、ゴミ箱に捨てられたピンク色の短冊に書かれた文字の両方を、明るくハッキリと照らし出した。

　その短冊には……。




　────大好きな先輩と恋人同士になれますように　Ａ・Ｆ




　とても可愛かわいらしい字で、そう書かれていた。






あとがき






　はじめまして。第十六回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞させていただきました、凪なぎ乃の彼方かなたと申します。

　本書を手に取っていただきありがとうございました。楽しんでもらえましたでしょうか？　ヒロインたちの可愛かわいさが少しでも伝えられたなら嬉うれしいです。

　ある日ベッドに横になっていたときふと、「自分のことを先輩と呼ぶ後輩が同じクラスにいたら面白そうじゃないか？」、そう思いついたことからこの作品は始まりました。完成した今振り返ってみますと、一年半ほど前に最初に書き上げたときと比べて、かなり内容も変わったなと感じます。キャラや根幹の設定はもちろん同じなのですが、途中の展開や個々のエピソードなどは改稿で大きくバージョンアップしました。それによって、応募時よりも何倍も良い作品に仕上がったかなと思っております。

　それではここで、お世話になった方々へ謝辞を述べさせていただきたいと思います。

　まず何と言っても担当編集様。全てのことが初めてで、まだ右も左も分からない私をたくさんサポートしていただき、本当にありがとうございました。数々のアドバイスやご指摘に加え、時折教えてくださる最近のラノベ（ラブコメ）の傾向など、とても参考になりました。これまで私の力不足で何度もご迷惑をおかけしましたが、私の稚拙な物語が、右に書いたようなより良い作品に進化することができたのは、担当様のお力添えのおかげに他なりません。心から感謝しています。これからもどうかよろしくお願いいたします。

　続いて、素敵なイラストを描いてくださった葛くず坊まち煽あおる先生。作品の雰囲気やキャラの特徴にピッタリで、かつとても可愛らしいイラストを描いてくださり本当にありがとうございます。いつも送られてくるのを楽しみにしていました。自分の考えたキャラが絵になるなんて初めての経験でしたので、何とも言えない興奮と感動を味わっておりました。通勤電車の中で青あお海みたちのイラストを見ながら、マスクの裏で一人ニヤニヤしていたのは秘密です（笑）。葛坊先生のイラストで作品の出来がさらに良くなったと感じています。今後とも引き続きよろしくお願いいたします。

　また、私の応募作の審査に携わられた審査員の先生方、編集部の方々、本書の出版に関わられた校正業者や印刷所の方々、いつも私を支え応援してくれた家族や友人、そして何よりこの本を読んでくださった方々、全ての皆様へ感謝申し上げたいと思います。

　本当にありがとうございました……！

　これからも読者の皆さんが楽しんでいただけるような作品を書き続けていきたいと思います。それでは、また続巻でお会いできることを楽しみにしています！


二〇二〇年　十一月　凪乃彼方
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この作品は第16回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞〈佳作〉受賞作品「先輩と呼んでくれる女の子は後輩だけとは限らない」を改稿・改題したものです。












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。
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